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〔
政

令
〕

〇
環
境
影
響
評
価
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令（
三
二
六
）

〇
環
境
影
響
評
価
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
（
三
二
七
）

〔
デ
ジ
タ
ル
庁
令
・
省
令
〕

〇
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
に
規
定
す
る
個
人
番
号
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
、
特
定
個
人
情
報
の
提
供
等
に
関

す
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

（
デ
ジ
タ
ル
庁
・
総
務
二
一
）

〔
省

令
〕

〇
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
及
び
第
二
種
動
物

取
扱
業
者
が
取
り
扱
う
動
物
の
管
理
の
方

法
等
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
（
環
境
二
八
）

〔
法
規
的
告
示
〕

〇
個
人
番
号
カ
ー
ド
等
に
関
す
る
技
術
的
基

準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
デ
ジ
タ
ル
庁
・
総
務
三
八
）

〇
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
交
付
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
文
部
科
学
・
経
済
産
業
二
）

〇
生
活
環
境
動
植
物
の
被
害
防
止
に
係
る
農

薬
登
録
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
環
境
四
四
）

〇
水
質
汚
濁
に
係
る
農
薬
登
録
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
件
（
同
四
五
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
種
苗
法
第
四
十
九
条
第
一
項
第
五
号
の
規

定
に
基
づ
き
品
種
登
録
を
取
り
消
し
た
件

（
農
林
水
産
一
五
六
四
〜
一
五
七
二
）

〇
自
動
車
の
既
指
定
装
置
の
型
式
を
指
定
し

た
件（
国
土
交
通
一
二
二
四
〜
一
二
七
二
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

令
和
七
事
業
年
度
財
務
諸
表
（
独
立
行
政

法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
・
国
立
青
少
年

教
育
振
興
機
構
・
国
立
重
度
知
的
障
害
者

総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
・
情
報
処
理
推
進

機
構
）、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
、

企
業
年
金
基
金
変
更
関
係

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
・
取
上
げ
処
分
、

行
旅
死
亡
人
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

◇
環
境
影
響
評
価
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期

日
を
定
め
る
政
令（
政
令
第
三
百
二
十
六
号
）（
環
境
省
）

環
境
影
響
評
価
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七

年
法
律
第
七
十
三
号
）
附
則
第
一
条
本
文
に
掲
げ
る
規
定

の
施
行
期
日
は
、
令
和
九
年
四
月
一
日
と
す
る
。














◇
環
境
影
響
評
価
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
政
令
第
三
百
二
十
七
号
）（
環
境
省
）

１
事
業
実
施
想
定
区
域
及
び
第
一
種
事
業
に
係
る
環
境

の
保
全
の
た
め
の
配
慮
の
内
容
を
記
載
し
た
計
画
段
階

環
境
配
慮
書
の
作
成
の
対
象
と
な
る
事
業
に
係
る
工
作

物
の
要
件
を
定
め
る
。（
第
七
条
の
二
関
係
）

２
ダ
ム
の
改
築
の
事
業
に
係
る
第
一
種
事
業
及
び
第
二

種
事
業
の
要
件
等
を
定
め
る
。（
別
表
第
一
の
二
の
項
、

別
表
第
一
の
五
の
項
、
別
表
第
二
の
三
の
項
～
別
表
第

二
の
六
の
項
、
別
表
第
三
の
三
の
項
～
別
表
第
三
の
六

の
項
関
係
）

３
こ
の
政
令
は
、令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
附
則
関
係
）





政

令

環
境
影
響
評
価
法
施
行
令
（
平
成
九
年
政
令
第
三
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
三
条
の
三
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
既
存
工
作
物
が
設
置
さ
れ
て
い
る
区
域
の
境
界
か
ら
の
距
離
等
）

第
七
条
の
二

法
第
三
条
の
三
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
距
離
及
び
政
令
で
定
め
る
数
値
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
事
業
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
距
離
及
び
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
数
値
と
す
る
。

事
業
の
区
分

距

離

数

値

一

別
表
第

一
の
五
の

項
の
ホ
又

は
ヘ
に
該

当
す
る
事

業

三
百
メ
ー
ト
ル

発
電
所
又
は
発
電
設
備
の
出
力
に
つ
い
て
、
二
・
〇

二

別
表
第

一
の
五
の

項
の
ト
又

は
チ
に
該

当
す
る
事

業

三
百
メ
ー
ト
ル

発
電
所
又
は
発
電
設
備
の
出
力
に
つ
い
て
、
一
・
三

三

別
表
第

一
の
五
の

項
の
ワ
又

は
カ
に
該

当
す
る
事

業

三
百
メ
ー
ト
ル

発
電
所
又
は
発
電
設
備
の
出
力
に
つ
い
て
、
一
・
一

別
表
第
一
の
二
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

法
第
二

条
第
二
項

第
一
号
ロ

に
掲
げ
る

事
業
の
種

類

イ

河
川
管
理
施
設
等
構
造
令

（
昭
和
五
十
一
年
政
令
第
百
九

十
九
号
）
第
二
条
第
二
号
の

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
水
位
（
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
水
位
が
な
い
ダ
ム
に

あ
っ
て
は
、
同
条
第
一
号
の
常

時
満
水
位
）
に
お
け
る
貯
水
池

の
区
域
（
以
下
「
貯
水
区
域
」

と
い
う
。）の
面
積
（
以
下
「
貯

水
面
積
」
と
い
う
。）が
百
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
で
あ
る
ダ
ム
の
新

築
（
五
の
項
に
お
い
て
「
大
規

模
ダ
ム
新
築
」
と
い
う
。）の
事

業
（
当
該
ダ
ム
が
水
力
発
電
所

の
設
備
と
な
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
当
該
事
業
を
実
施
し
よ
う

と
す
る
者
（
当
該
事
業
を
実
施

し
よ
う
と
す
る
者
が
二
以
上
で

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら

の
者
の
う
ち
か
ら
代
表
す
る
者

を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
代
表

す
る
者
）
が
当
該
水
力
発
電
所

を
そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る
電

気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法

律
第
百
七
十
号
）
第
二
条
第
一

項
第
十
五
号
の
発
電
事
業
者

（
そ
の
者
が
国
土
交
通
大
臣
、

都
道
府
県
知
事
、
地
方
自
治
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十

七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十

九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下

「
指
定
都
市
」
と
い
う
。）の
長

又
は
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機

構
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
以
下

単
に「
発
電
事
業
者
」と
い
う
。）

で
あ
る
も
の
（
当
該
水
力
発
電

所
の
出
力
が
二
万
二
千
五
百
キ

ロ
ワ
ッ
ト
以
上
で
あ
る
場
合
に

限
る
。）及
び
当
該
水
力
発
電
所

の
専
用
設
備
の
設
置
に
該
当
す

る
も
の
を
除
く
。
以
下
「
第
一

種
ダ
ム
新
築
事
業
」
と
い
う
。）

で
あ
っ
て
、
国
土
交
通
大
臣
、

都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市

の
長
が
河
川
法
（
昭
和
三
十
九

年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
八

条
に
規
定
す
る
河
川
工
事
（
以

下
単
に「
河
川
工
事
」と
い
う
。）

と
し
て
行
う
も
の

貯
水
面
積
が
七
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
で
あ
る

ダ
ム
の
新
築
の
事
業
（
当
該
ダ
ム

が
水
力
発
電
所
の
設
備
と
な
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
を
実

施
し
よ
う
と
す
る
者
（
当
該
事
業

を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
が
二
以

上
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ

ら
の
者
の
う
ち
か
ら
代
表
す
る
者

を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
代
表
す

る
者
）
が
当
該
水
力
発
電
所
を
そ

の
事
業
の
用
に
供
す
る
発
電
事
業

者
で
あ
る
も
の
（
当
該
水
力
発
電

所
の
出
力
が
二
万
二
千
五
百
キ
ロ

ワ
ッ
ト
以
上
で
あ
る
場
合
に
限

る
。）及
び
当
該
水
力
発
電
所
の
専

用
設
備
の
設
置
に
該
当
す
る
も
の

を
除
く
。
以
下
「
第
二
種
ダ
ム
新

築
事
業
」
と
い
う
。）で
あ
っ
て
、

国
土
交
通
大
臣
、
都
道
府
県
知
事

又
は
指
定
都
市
の
長
が
河
川
工
事

と
し
て
行
う
も
の

都
道
府
県
知
事
又
は

指
定
都
市
の
長
が
一

級
河
川
に
つ
い
て
事

業
を
実
施
す
る
場
合

に
つ
き
、
河
川
法
第

七
十
九
条
第
一
項

（
河
川
法
施
行
令（
昭

和
四
十
年
政
令
第
十

四
号
）
第
四
十
五
条

第
二
号
に
係
る
場
合

に
限
る
。）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

環
境
影
響
評
価
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
十
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
三
百
二
十
六
号

環
境
影
響
評
価
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
環
境
影
響
評
価
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
七
十
三
号
）
附
則
第
一
条
本
文
の
規
定

に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

環
境
影
響
評
価
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、
令
和
九
年
四
月
一
日
と
す
る
。

環
境
大
臣

笹
川

博
義

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

環
境
影
響
評
価
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
十
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
三
百
二
十
七
号

環
境
影
響
評
価
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
及
び
第
二
号

イ
並
び
に
第
三
項
並
び
に
第
三
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。
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ロ

改
築
後
の
貯
水
面
積
が
百
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
で
あ
り
、か
つ
、

貯
水
面
積
が
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
ダ

ム
の
改
築
（
五
の
項
に
お
い
て

「
大
規
模
ダ
ム
改
築
」と
い
う
。）

の
事
業
（
当
該
改
築
後
の
ダ
ム

が
水
力
発
電
所
の
設
備
と
な
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業

を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
（
当

該
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る

者
が
二
以
上
で
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
こ
れ
ら
の
者
の
う
ち
か

ら
代
表
す
る
者
を
定
め
た
と
き

は
、
そ
の
代
表
す
る
者
）
が
当

該
水
力
発
電
所
を
そ
の
事
業
の

用
に
供
す
る
発
電
事
業
者
で
あ

る
も
の
（
当
該
水
力
発
電
所
の

出
力
が
二
万
二
千
五
百
キ
ロ

ワ
ッ
ト
以
上
で
あ
る
場
合
に
限

る
。）及
び
当
該
水
力
発
電
所
の

専
用
設
備
の
設
置
に
該
当
す
る

も
の
を
除
く
。
以
下
「
第
一
種

ダ
ム
改
築
事
業
」
と
い
う
。）で

あ
っ
て
、
国
土
交
通
大
臣
、
都

道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の

長
が
河
川
工
事
と
し
て
行
う
も

の

改
築
後
の
貯
水
面
積
が
七
十
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、

貯
水
面
積
が
三
十
七
・
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
増
加
す
る
こ
と
と
な

る
ダ
ム
の
改
築
の
事
業
（
第
一
種

ダ
ム
改
築
事
業
に
該
当
し
な
い
も

の
に
限
る
も
の
と
し
、
当
該
改
築

後
の
ダ
ム
が
水
力
発
電
所
の
設
備

と
な
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該

事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者

（
当
該
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す

る
者
が
二
以
上
で
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
こ
れ
ら
の
者
の
う
ち
か
ら

代
表
す
る
者
を
定
め
た
と
き
は
、

そ
の
代
表
す
る
者
）
が
当
該
水
力

発
電
所
を
そ
の
事
業
の
用
に
供
す

る
発
電
事
業
者
で
あ
る
も
の
（
当

該
水
力
発
電
所
の
出
力
が
二
万
二

千
五
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
で
あ
る

場
合
に
限
る
。）及
び
当
該
水
力
発

電
所
の
専
用
設
備
の
設
置
に
該
当

す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
「
第
二

種
ダ
ム
改
築
事
業
」
と
い
う
。）で

あ
っ
て
、
国
土
交
通
大
臣
、
都
道

府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
が

河
川
工
事
と
し
て
行
う
も
の

都
道
府
県
知
事
又
は

指
定
都
市
の
長
が
一

級
河
川
に
つ
い
て
事

業
を
実
施
す
る
場
合

に
つ
き
、
河
川
法
第

七
十
九
条
第
一
項

（
河
川
法
施
行
令
第

四
十
五
条
第
二
号
に

係
る
場
合
に
限
る
。）

ハ

第
一
種
ダ
ム
新
築
事
業
で

あ
っ
て
、
当
該
ダ
ム
を
用
い
て

水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律

第
百
七
十
七
号
）
第
三
条
第
二

項
の
水
道
事
業（
以
下
単
に「
水

道
事
業
」
と
い
う
。）又
は
同
条

第
四
項
の
水
道
用
水
供
給
事
業

（
以
下
単
に
「
水
道
用
水
供
給

事
業
」
と
い
う
。）を
経
営
し
、

又
は
経
営
し
よ
う
と
す
る
者
が

行
う
も
の

第
二
種
ダ
ム
新
築
事
業
で
あ
っ

て
、
当
該
ダ
ム
を
用
い
て
水
道
事

業
又
は
水
道
用
水
供
給
事
業
を
経

営
し
、
又
は
経
営
し
よ
う
と
す
る

者
が
行
う
も
の

水
道
法
第
六
条
第
一

項
、第
十
条
第
一
項
、

第
二
十
六
条
又
は
第

三
十
条
第
一
項

ニ

第
一
種
ダ
ム
改
築
事
業
で

あ
っ
て
、
当
該
ダ
ム
を
用
い
て

水
道
事
業
又
は
水
道
用
水
供
給

事
業
を
経
営
し
、
又
は
経
営
し

よ
う
と
す
る
者
が
行
う
も
の

第
二
種
ダ
ム
改
築
事
業
で
あ
っ

て
、
当
該
ダ
ム
を
用
い
て
水
道
事

業
又
は
水
道
用
水
供
給
事
業
を
経

営
し
、
又
は
経
営
し
よ
う
と
す
る

者
が
行
う
も
の

水
道
法
第
六
条
第
一

項
、第
十
条
第
一
項
、

第
二
十
六
条
又
は
第

三
十
条
第
一
項

ホ

第
一
種
ダ
ム
新
築
事
業
で

あ
っ
て
、
当
該
ダ
ム
を
用
い
て

工
業
用
水
道
事
業
法
（
昭
和
三

十
三
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第

二
条
第
四
項
の
工
業
用
水
道
事

業
（
以
下
単
に
「
工
業
用
水
道

事
業
」
と
い
う
。）を
営
み
、
又

は
営
も
う
と
す
る
者
が
行
う
も

の
（
地
方
公
共
団
体
が
法
第
二

条
第
二
項
第
二
号
ロ
の
国
の
補

助
金
等
の
交
付
を
受
け
な
い
で

行
う
も
の
を
除
く
。）

第
二
種
ダ
ム
新
築
事
業
で
あ
っ

て
、
当
該
ダ
ム
を
用
い
て
工
業
用

水
道
事
業
を
営
み
、
又
は
営
も
う

と
す
る
者
が
行
う
も
の
（
地
方
公

共
団
体
が
法
第
二
条
第
二
項
第
二

号
ロ
の
国
の
補
助
金
等
の
交
付
を

受
け
な
い
で
行
う
も
の
を
除
く
。）

事
業
主
体
が
地
方
公

共
団
体
以
外
の
者
で

あ
る
場
合
に
つ
き
、

工
業
用
水
道
事
業
法

第
三
条
第
二
項
又
は

第
六
条
第
二
項

ヘ

第
一
種
ダ
ム
改
築
事
業
で

あ
っ
て
、
当
該
ダ
ム
を
用
い
て

工
業
用
水
道
事
業
を
営
み
、
又

は
営
も
う
と
す
る
者
が
行
う
も

の
（
地
方
公
共
団
体
が
法
第
二

条
第
二
項
第
二
号
ロ
の
国
の
補

助
金
等
の
交
付
を
受
け
な
い
で

行
う
も
の
を
除
く
。）

第
二
種
ダ
ム
改
築
事
業
で
あ
っ

て
、
当
該
ダ
ム
を
用
い
て
工
業
用

水
道
事
業
を
営
み
、
又
は
営
も
う

と
す
る
者
が
行
う
も
の
（
地
方
公

共
団
体
が
法
第
二
条
第
二
項
第
二

号
ロ
の
国
の
補
助
金
等
の
交
付
を

受
け
な
い
で
行
う
も
の
を
除
く
。）

事
業
主
体
が
地
方
公

共
団
体
以
外
の
者
で

あ
る
場
合
に
つ
き
、

工
業
用
水
道
事
業
法

第
三
条
第
二
項
又
は

第
六
条
第
二
項

ト

第
一
種
ダ
ム
新
築
事
業
で

あ
っ
て
、
土
地
改
良
法
第
二
条

第
二
項
の
土
地
改
良
事
業
（
以

下
単
に
「
土
地
改
良
事
業
」
と

い
う
。）と
し
て
行
う
も
の

第
二
種
ダ
ム
新
築
事
業
で
あ
っ

て
、
土
地
改
良
事
業
と
し
て
行
う

も
の

事
業
主
体
が
国
又
は

都
道
府
県
以
外
の
者

で
あ
る
場
合
に
つ

き
、
土
地
改
良
法
第

五
条
第
一
項
、
第
四

十
八
条
第
一
項
、
第

九
十
五
条
第
一
項
又

は
第
九
十
五
条
の
二

第
一
項

チ

第
一
種
ダ
ム
改
築
事
業
で

あ
っ
て
、
土
地
改
良
事
業
と
し

て
行
う
も
の

第
二
種
ダ
ム
改
築
事
業
で
あ
っ

て
、
土
地
改
良
事
業
と
し
て
行
う

も
の

事
業
主
体
が
国
又
は

都
道
府
県
以
外
の
者

で
あ
る
場
合
に
つ

き
、
土
地
改
良
法
第

五
条
第
一
項
、
第
四

十
八
条
第
一
項
、
第

九
十
五
条
第
一
項
又

は
第
九
十
五
条
の
二

第
一
項

リ

第
一
種
ダ
ム
新
築
事
業
で

あ
っ
て
、
独
立
行
政
法
人
水
資

源
機
構
が
行
う
も
の

第
二
種
ダ
ム
新
築
事
業
で
あ
っ

て
、
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

が
行
う
も
の

独
立
行
政
法
人
水
資

源
機
構
法
（
平
成
十

四
年
法
律
第
百
八
十

二
号
）
第
十
三
条
第

一
項

ヌ

第
一
種
ダ
ム
改
築
事
業
で

あ
っ
て
、
独
立
行
政
法
人
水
資

源
機
構
が
行
う
も
の

第
二
種
ダ
ム
改
築
事
業
で
あ
っ

て
、
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

が
行
う
も
の

独
立
行
政
法
人
水
資

源
機
構
法
第
十
三
条

第
一
項

ル

計
画
湛た
ん

水
位
（
堰せ
き

の
新
築
又

は
改
築
に
関
す
る
計
画
に
お
い

て
非
洪
水
時
に
堰せ
き

に
よ
っ
て
た

た
え
る
こ
と
と
し
た
流
水
の
最

高
の
水
位
で
堰せ
き

の
直
上
流
部
に

お
け
る
も
の
を
い
う
。）に
お
け

る
湛た
ん

水
区
域
（
以
下
単
に
「
湛た
ん

水
区
域
」と
い
う
。）の
面
積（
以

下
「
湛た
ん

水
面
積
」
と
い
う
。）が

百
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
あ
る
堰せ
き

の
新
築（
五
の
項
に
お
い
て「
大

規
模
堰せ
き

新
築
」
と
い
う
。）の
事

業
（
当
該
堰せ
き

が
水
力
発
電
所
の

設
備
と
な
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
当
該
事
業
を
実
施
し
よ
う

と
す
る
者
（
当
該
事
業
を
実
施

し
よ
う
と
す
る
者
が
二
以
上
で

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら

の
者
の
う
ち
か
ら
代
表
す
る
者

を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
代
表

湛た
ん

水
面
積
が
七
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
で
あ
る

堰せ
き

の
新
築
の
事
業
（
当
該
堰せ
き

が
水

力
発
電
所
の
設
備
と
な
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
を
実
施
し

よ
う
と
す
る
者
（
当
該
事
業
を
実

施
し
よ
う
と
す
る
者
が
二
以
上
で

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の

者
の
う
ち
か
ら
代
表
す
る
者
を
定

め
た
と
き
は
、そ
の
代
表
す
る
者
）

が
当
該
水
力
発
電
所
を
そ
の
事
業

の
用
に
供
す
る
発
電
事
業
者
で
あ

る
も
の
（
当
該
水
力
発
電
所
の
出

力
が
二
万
二
千
五
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト

以
上
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）及
び

当
該
水
力
発
電
所
の
専
用
設
備
の

設
置
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。

以
下
「
第
二
種
堰せ
き

新
築
事
業
」
と

い
う
。）で
あ
っ
て
、
国
土
交
通
大

臣
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都

市
の
長
が
河
川
工
事
と
し
て
行
う

も
の
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す
る
者
）
が
当
該
水
力
発
電
所

を
そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る
発

電
事
業
者
で
あ
る
も
の
（
当
該

水
力
発
電
所
の
出
力
が
二
万
二

千
五
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
で
あ

る
場
合
に
限
る
。）及
び
当
該
水

力
発
電
所
の
専
用
設
備
の
設
置

に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
以

下
「
第
一
種
堰せ
き

新
築
事
業
」
と

い
う
。）で
あ
っ
て
、
国
土
交
通

大
臣
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指

定
都
市
の
長
が
河
川
工
事
と
し

て
行
う
も
の

ヲ

改
築
後
の
湛た
ん

水
面
積
が
百
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
で
あ
り
、か
つ
、

湛た
ん

水
面
積
が
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
堰せ
き

の
改
築（
五
の
項
に
お
い
て「
大

規
模
堰せ
き

改
築
」
と
い
う
。）の
事

業
（
当
該
改
築
後
の
堰せ
き

が
水
力

発
電
所
の
設
備
と
な
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
を
実
施

し
よ
う
と
す
る
者
（
当
該
事
業

を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
が
二

以
上
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
者
の
う
ち
か
ら
代
表

す
る
者
を
定
め
た
と
き
は
、
そ

の
代
表
す
る
者
）
が
当
該
水
力

発
電
所
を
そ
の
事
業
の
用
に
供

す
る
発
電
事
業
者
で
あ
る
も
の

（
当
該
水
力
発
電
所
の
出
力
が

二
万
二
千
五
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以

上
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）及
び

当
該
水
力
発
電
所
の
専
用
設
備

の
設
置
に
該
当
す
る
も
の
を
除

く
。
以
下
「
第
一
種
堰せ
き

改
築
事

業
」
と
い
う
。）で
あ
っ
て
、
国

土
交
通
大
臣
、
都
道
府
県
知
事

又
は
指
定
都
市
の
長
が
河
川
工

事
と
し
て
行
う
も
の

改
築
後
の
湛た
ん

水
面
積
が
七
十
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、

湛た
ん

水
面
積
が
三
十
七
・
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
増
加
す
る
こ
と
と
な

る
堰せ
き

の
改
築
の
事
業
（
第
一
種
堰せ
き

改
築
事
業
に
該
当
し
な
い
も
の
に

限
る
も
の
と
し
、
当
該
改
築
後
の

堰せ
き

が
水
力
発
電
所
の
設
備
と
な
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
を

実
施
し
よ
う
と
す
る
者
（
当
該
事

業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
が
二

以
上
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ

れ
ら
の
者
の
う
ち
か
ら
代
表
す
る

者
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
代
表

す
る
者
）
が
当
該
水
力
発
電
所
を

そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る
発
電
事

業
者
で
あ
る
も
の
（
当
該
水
力
発

電
所
の
出
力
が
二
万
二
千
五
百
キ

ロ
ワ
ッ
ト
以
上
で
あ
る
場
合
に
限

る
。）及
び
当
該
水
力
発
電
所
の
専

用
設
備
の
設
置
に
該
当
す
る
も
の

を
除
く
。
以
下
「
第
二
種
堰せ
き

改
築

事
業
」
と
い
う
。）で
あ
っ
て
、
国

土
交
通
大
臣
、
都
道
府
県
知
事
又

は
指
定
都
市
の
長
が
河
川
工
事
と

し
て
行
う
も
の

ワ

第
一
種
堰せ
き

新
築
事
業
で
あ
っ

て
、
当
該
堰せ
き

を
用
い
て
水
道
事

業
又
は
水
道
用
水
供
給
事
業
を

経
営
し
、
又
は
経
営
し
よ
う
と

す
る
者
が
行
う
も
の

第
二
種
堰せ
き

新
築
事
業
で
あ
っ
て
、

当
該
堰せ
き

を
用
い
て
水
道
事
業
又
は

水
道
用
水
供
給
事
業
を
経
営
し
、

又
は
経
営
し
よ
う
と
す
る
者
が
行

う
も
の

水
道
法
第
六
条
第
一

項
、第
十
条
第
一
項
、

第
二
十
六
条
又
は
第

三
十
条
第
一
項

カ

第
一
種
堰せ

き

改
築
事
業
で
あ
っ

て
、
当
該
堰せ
き

を
用
い
て
水
道
事

業
又
は
水
道
用
水
供
給
事
業
を

経
営
し
、
又
は
経
営
し
よ
う
と

す
る
者
が
行
う
も
の

第
二
種
堰せ
き

改
築
事
業
で
あ
っ
て
、

当
該
堰せ
き

を
用
い
て
水
道
事
業
又
は

水
道
用
水
供
給
事
業
を
経
営
し
、

又
は
経
営
し
よ
う
と
す
る
者
が
行

う
も
の

水
道
法
第
六
条
第
一

項
、第
十
条
第
一
項
、

第
二
十
六
条
又
は
第

三
十
条
第
一
項

ヨ

第
一
種
堰せ
き

新
築
事
業
で
あ
っ

て
、
当
該
堰せ
き

を
用
い
て
工
業
用

水
道
事
業
を
営
み
、
又
は
営
も

う
と
す
る
者
が
行
う
も
の
（
地

方
公
共
団
体
が
法
第
二
条
第
二

項
第
二
号
ロ
の
国
の
補
助
金
等

の
交
付
を
受
け
な
い
で
行
う
も

の
を
除
く
。）

第
二
種
堰せ
き

新
築
事
業
で
あ
っ
て
、

当
該
堰せ
き

を
用
い
て
工
業
用
水
道
事

業
を
営
み
、
又
は
営
も
う
と
す
る

者
が
行
う
も
の
（
地
方
公
共
団
体

が
法
第
二
条
第
二
項
第
二
号
ロ
の

国
の
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
な

い
で
行
う
も
の
を
除
く
。）

事
業
主
体
が
地
方
公

共
団
体
以
外
の
者
で

あ
る
場
合
に
つ
き
、

工
業
用
水
道
事
業
法

第
三
条
第
二
項
又
は

第
六
条
第
二
項

タ

第
一
種
堰せ
き

改
築
事
業
で
あ
っ

て
、
当
該
堰せ
き

を
用
い
て
工
業
用

水
道
事
業
を
営
み
、
又
は
営
も

う
と
す
る
者
が
行
う
も
の
（
地

方
公
共
団
体
が
法
第
二
条
第
二

項
第
二
号
ロ
の
国
の
補
助
金
等

の
交
付
を
受
け
な
い
で
行
う
も

の
を
除
く
。）

第
二
種
堰せ
き

改
築
事
業
で
あ
っ
て
、

当
該
堰せ
き

を
用
い
て
工
業
用
水
道
事

業
を
営
み
、
又
は
営
も
う
と
す
る

者
が
行
う
も
の
（
地
方
公
共
団
体

が
法
第
二
条
第
二
項
第
二
号
ロ
の

国
の
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
な

い
で
行
う
も
の
を
除
く
。）

事
業
主
体
が
地
方
公

共
団
体
以
外
の
者
で

あ
る
場
合
に
つ
き
、

工
業
用
水
道
事
業
法

第
三
条
第
二
項
又
は

第
六
条
第
二
項

レ

第
一
種
堰せ

き

新
築
事
業
で
あ
っ

て
、
土
地
改
良
事
業
と
し
て
行

う
も
の

第
二
種
堰せ
き

新
築
事
業
で
あ
っ
て
、

土
地
改
良
事
業
と
し
て
行
う
も
の

事
業
主
体
が
国
又
は

都
道
府
県
以
外
の
者

で
あ
る
場
合
に
つ

き
、
土
地
改
良
法
第

五
条
第
一
項
、
第
四

十
八
条
第
一
項
、
第

九
十
五
条
第
一
項
又

は
第
九
十
五
条
の
二

第
一
項

ソ

第
一
種
堰せ

き

改
築
事
業
で
あ
っ

て
、
土
地
改
良
事
業
と
し
て
行

う
も
の

第
二
種
堰せ
き

改
築
事
業
で
あ
っ
て
、

土
地
改
良
事
業
と
し
て
行
う
も
の

事
業
主
体
が
国
又
は

都
道
府
県
以
外
の
者

で
あ
る
場
合
に
つ

き
、
土
地
改
良
法
第

五
条
第
一
項
、
第
四

十
八
条
第
一
項
、
第

九
十
五
条
第
一
項
又

は
第
九
十
五
条
の
二

第
一
項

ツ

第
一
種
堰せ
き

新
築
事
業
で
あ
っ

て
、
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機

構
が
行
う
も
の

第
二
種
堰せ
き

新
築
事
業
で
あ
っ
て
、

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
が
行

う
も
の

独
立
行
政
法
人
水
資

源
機
構
法
第
十
三
条

第
一
項

ネ

第
一
種
堰せ

き

改
築
事
業
で
あ
っ

て
、
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機

構
が
行
う
も
の

第
二
種
堰せ
き

改
築
事
業
で
あ
っ
て
、

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
が
行

う
も
の

独
立
行
政
法
人
水
資

源
機
構
法
第
十
三
条

第
一
項

ナ

施
設
が
設
置
さ
れ
る
土
地
の

面
積
及
び
施
設
の
操
作
に
よ
り

露
出
す
る
こ
と
と
な
る
水
底
の

最
大
の
水
平
投
影
面
積
の
合
計

（
以
下
「
湖
沼
開
発
面
積
」
と

い
う
。）が
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上

で
あ
る
湖
沼
水
位
調
節
施
設
の

新
築
の
事
業
で
あ
っ
て
、
国
土

交
通
大
臣
、
都
道
府
県
知
事
、

指
定
都
市
の
長
又
は
独
立
行
政

法
人
水
資
源
機
構
が
河
川
工
事

と
し
て
行
う
も
の

湖
沼
開
発
面
積
が
七
十
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満

で
あ
る
湖
沼
水
位
調
節
施
設
の
新

築
の
事
業
で
あ
っ
て
、
国
土
交
通

大
臣
、
都
道
府
県
知
事
、
指
定
都

市
の
長
又
は
独
立
行
政
法
人
水
資

源
機
構
が
河
川
工
事
と
し
て
行
う

も
の

独
立
行
政
法
人
水
資

源
機
構
が
事
業
を
実

施
す
る
場
合
に
つ

き
、
独
立
行
政
法
人

水
資
源
機
構
法
第
十

三
条
第
一
項
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ラ

百
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
面
積

の
土
地
の
形
状
を
変
更
す
る
放

水
路
の
新
築
の
事
業
で
あ
っ

て
、
国
土
交
通
大
臣
、
都
道
府

県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
が

河
川
工
事
と
し
て
行
う
も
の

七
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
百
ヘ
ク

タ
ー
ル
未
満
の
面
積
の
土
地
の
形

状
を
変
更
す
る
放
水
路
の
新
築
の

事
業
で
あ
っ
て
、国
土
交
通
大
臣
、

都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の

長
が
河
川
工
事
と
し
て
行
う
も
の

デ
ジ
タ
ル
庁
令
・
省
令

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
個
人
番
号
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
特
定
個
人
情
報
の
提
供
等
に
関
す
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
個
人
番
号
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
特
定
個
人
情
報
の
提
供
等
に
関
す
る
命
令
（
平
成
二
十
六
年
総
務
省
令
第
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍

線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、

こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
記
録
事
項
）

（
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
記
録
事
項
）

第
三
十
九
条

法
第
二
条
第
八
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

第
三
十
九
条

﹇
同
上
﹈

一

次
の
イ
か
ら
ト
ま
で
（
本
人
の
写
真
が
表
示
さ
れ
て
い
な
い
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て
い
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
イ
か
ら
ヘ
ま
で
）
に
掲
げ
る
カ
ー
ド
代
替
記
録
事
項
に
係
る
電
磁
的
記
録
及
び
当
該
電
磁

的
記
録
の
そ
れ
ぞ
れ
に
付
さ
れ
た
カ
ー
ド
代
替
記
録
事
項
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
作
成
ご
と
に
作
成
さ
れ
る

符
号
（
以
下
「
カ
ー
ド
代
替
記
録
乱
数
符
号
」
と
い
う
。）を
主
務
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
い
変
換
し
た
符

号
（
第
三
十
九
条
の
五
第
五
項
に
お
い
て
「
カ
ー
ド
代
替
記
録
事
項
等
変
換
符
号
」
と
い
う
。）

一

次
の
イ
か
ら
ト
ま
で
（
本
人
の
写
真
が
表
示
さ
れ
て
い
な
い
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て
い
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
イ
か
ら
ヘ
ま
で
）
に
掲
げ
る
カ
ー
ド
代
替
記
録
事
項
に
係
る
電
磁
的
記
録
及
び
当
該
電
磁

的
記
録
の
そ
れ
ぞ
れ
に
付
さ
れ
た
カ
ー
ド
代
替
記
録
事
項
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
作
成
ご
と
に
作
成
さ
れ
る

符
号
（
以
下
「
カ
ー
ド
代
替
記
録
乱
数
符
号
」
と
い
う
。）を
主
務
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
い
変
換
し
た
符

号
（
第
三
十
九
条
の
五
第
五
項
第
一
号
に
お
い
て
「
カ
ー
ド
代
替
記
録
事
項
等
変
換
符
号
」
と
い
う
。）

﹇
イ
〜
ト

略
﹈

﹇
イ
〜
ト

同
上
﹈

﹇
二

略
﹈

﹇
二

同
上
﹈

三

機
構
が
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
を
発
行
す
る
に
際
し
て
電
子
署
名
を
行
う
た
め
に
用
い
る
符
号
（
以
下

「
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
発
行
者
署
名
符
号
」
と
い
う
。）と
機
構
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
を
用
い
て

作
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
対
応
す
る
符
号
で
あ
っ
て
、
第
三
十
九
条
の
五
第
五
項
に
規
定
す
る
電
子
署
名
が

カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
発
行
者
署
名
符
号
を
用
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
用

い
ら
れ
る
も
の
（
以
下
「
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
発
行
者
署
名
検
証
符
号
」
と
い
う
。）に
係
る
情
報

三

機
構
が
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
を
発
行
す
る
に
際
し
て
電
子
署
名
を
行
う
た
め
に
用
い
る
符
号
（
以
下

「
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
発
行
者
署
名
符
号
」
と
い
う
。）と
機
構
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
を
用
い
て

作
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
対
応
す
る
符
号
で
あ
っ
て
、
第
三
十
九
条
の
五
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
電
子

署
名
が
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
発
行
者
署
名
符
号
を
用
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
に
用
い
ら
れ
る
も
の
（
以
下
「
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
発
行
者
署
名
検
証
符
号
」
と
い
う
。）に
係
る
情

報
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別
表
第
一
の
五
の
項
中
「
ダ
ム
の
新
築
」
を
「
ダ
ム
」
に
、「
の
新
築
若
し
く
は
」
を
「
の
新
築
又
は
」
に
、「
大
規
模

ダ
ム
新
築
又
は
」
を
「
大
規
模
ダ
ム
新
築
若
し
く
は
大
規
模
ダ
ム
改
築
又
は
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
三
の
項
中
「
ホ
」
を
「
ヌ
」
に
改
め
、
同
表
の
四
の
項
中
「
ヘ
か
ら
ヨ
ま
で
」
を
「
ル
か
ら
ネ
ま
で
」

に
改
め
、
同
表
の
五
の
項
中
「
タ
」
を
「
ナ
」
に
改
め
、
同
表
の
六
の
項
中
「
レ
」
を
「
ラ
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
の
三
の
項
中
「
ホ
」
を
「
ヌ
」
に
改
め
、
同
表
の
四
の
項
中
「
ヘ
か
ら
ヨ
ま
で
」
を
「
ル
か
ら
ネ
ま
で
」

に
改
め
、
同
表
の
五
の
項
中
「
タ
」
を
「
ナ
」
に
改
め
、
同
表
の
六
の
項
中
「
レ
」
を
「
ラ
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
環
境
影
響
評
価
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和

九
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

環
境
大
臣

笹
川

博
義

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

〇
デ
ジ
タ
ル
庁

総

務

省
令
第
二
十
一
号

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に

規
定
す
る
個
人
番
号
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
特
定
個
人
情
報
の
提
供
等
に
関
す
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之





（
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
発
行
の
方
法
等
）

（
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
発
行
の
方
法
等
）

第
三
十
九
条
の
五

﹇
略
﹈

第
三
十
九
条
の
五

﹇
同
上
﹈

﹇
２
〜
４

略
﹈

﹇
２
〜
４

同
上
﹈

５

前
項
の
規
定
に
よ
る
送
信
を
受
け
た
機
構
は
、
機
構
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
の
操
作
に
よ
り
、
法
第
十

八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
送
信
を
受
け
た
カ
ー
ド
代
替
記
録
事
項
に
係
る
カ
ー
ド
代
替
記
録
事
項
等
変

換
符
号
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
送
信
を
受
け
た
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
利
用
者
検
証
符
号
に
対
し
、
カ
ー

ド
代
替
電
磁
的
記
録
発
行
者
署
名
符
号
を
用
い
て
電
子
署
名
を
行
う
も
の
と
す
る
。

５

前
項
の
規
定
に
よ
る
送
信
を
受
け
た
機
構
は
、
機
構
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
の
操
作
に
よ
り
、
次
に
掲

げ
る
措
置
を
講
じ
る
も
の
と
す
る
。

﹇
削
る
﹈

一

法
第
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
送
信
を
受
け
た
カ
ー
ド
代
替
記
録
事
項
に
係
る
カ
ー
ド
代
替
記

録
事
項
等
変
換
符
号
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
送
信
を
受
け
た
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
利
用
者
検
証
符
号

に
対
し
、
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
発
行
者
署
名
符
号
を
用
い
て
電
子
署
名
を
行
う
こ
と
。

﹇
削
る
﹈

二

カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
発
行
者
署
名
検
証
符
号
に
係
る
情
報
に
対
し
、
特
定
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録

発
行
者
署
名
符
号
（
機
構
が
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
を
発
行
す
る
に
際
し
て
電
子
署
名
を
行
う
た
め
に
用

い
る
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
発
行
者
署
名
符
号
以
外
の
符
号
で
あ
っ
て
、
特
定
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録

発
行
者
署
名
検
証
符
号
（
送
信
を
受
け
た
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
が
真
正
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
符
号
を
い
う
。
第
三
十
九
条
の
二
十
六
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）と
機
構
の
使
用
に

係
る
電
子
計
算
機
を
用
い
て
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
対
応
す
る
も
の
を
い
う
。
第
三
十
九
条
の
十
一
第
二

項
に
お
い
て
同
じ
。）を
用
い
て
電
子
署
名
を
行
う
こ
と
。

６

機
構
は
、
主
務
大
臣
が
定
め
る
期
間
ご
と
に
、
機
構
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
の
操
作
に
よ
り
、
カ
ー
ド

代
替
電
磁
的
記
録
発
行
者
署
名
検
証
符
号
に
係
る
情
報
に
対
し
、
特
定
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
発
行
者
署
名

符
号
（
機
構
が
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
を
発
行
す
る
に
際
し
て
電
子
署
名
を
行
う
た
め
に
用
い
る
カ
ー
ド
代

替
電
磁
的
記
録
発
行
者
署
名
符
号
以
外
の
符
号
で
あ
っ
て
、
特
定
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
発
行
者
署
名
検
証

符
号
（
送
信
を
受
け
た
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
が
真
正
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ

る
符
号
を
い
う
。
第
三
十
九
条
の
二
十
六
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）と
機
構
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
を
用

い
て
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
対
応
す
る
も
の
を
い
う
。
第
三
十
九
条
の
十
一
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
用

い
て
電
子
署
名
を
行
う
も
の
と
す
る
。

﹇
新
設
﹈

７

﹇
略
﹈

６

﹇
同
上
﹈

８

﹇
略
﹈

７

﹇
同
上
﹈

（
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
を
失
効
さ
せ
る
べ
き
場
合
等
）

（
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
を
失
効
さ
せ
る
べ
き
場
合
等
）

第
三
十
九
条
の
十

法
第
十
八
条
の
二
第
八
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

第
三
十
九
条
の
十

﹇
同
上
﹈

﹇
一

略
﹈

﹇
一

同
上
﹈

二

カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
利
用
者
が
、
そ
の
者
に
係
る
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
を
記
録
し
た
電
磁
的
記

録
媒
体
が
組
み
込
ま
れ
た
移
動
端
末
設
備
の
使
用
を
停
止
し
た
と
き
。

二

カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
利
用
者
が
、
そ
の
者
に
係
る
カ
ー
ド
代
替
電
磁
記
録
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録

媒
体
が
組
み
込
ま
れ
た
移
動
端
末
設
備
の
使
用
を
停
止
し
た
と
き
。

三

カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
利
用
者
が
、
そ
の
者
に
係
る
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
を
記
録
し
た
電
磁
的
記

録
媒
体
が
組
み
込
ま
れ
た
移
動
端
末
設
備
を
紛
失
し
た
と
き
（
当
該
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
利
用
者
が
、

第
三
十
九
条
の
十
六
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
っ
た
場
合
を
除
く
。）。

三

カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
利
用
者
が
、
そ
の
者
に
係
る
カ
ー
ド
代
替
電
磁
記
録
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録

媒
体
が
組
み
込
ま
れ
た
移
動
端
末
設
備
を
紛
失
し
た
と
き
（
当
該
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
利
用
者
が
、
第

三
十
九
条
の
十
六
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
っ
た
場
合
を
除
く
。）。

﹇
２

略
﹈

﹇
２

同
上
﹈

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



（
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
失
効
事
由
等
）

（
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
失
効
事
由
等
）

第
三
十
九
条
の
十
一

法
第
十
八
条
の
二
第
九
項
第
五
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と

す
る
。

第
三
十
九
条
の
十
一

﹇
同
上
﹈

一

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
法
第
十
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
有
す
る
機
能
の
区
分
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
事
由
に
該
当
す
る
と
き
。

一

発
行
さ
れ
た
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
全
部
を
送
信
し
た
と
き
。
た
だ
し
、
発
行
さ
れ
た
カ
ー
ド
代
替

電
磁
的
記
録
の
全
部
を
送
信
し
た
場
合
に
お
い
て
、
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
を
送
信
し
た
相
手
方
に
当
該

カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
を
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
が
継
続
す
る
と
き
は
、
当
該
カ
ー
ド
代
替
電
磁

的
記
録
を
送
信
し
た
相
手
方
以
外
の
者
か
ら
新
た
に
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
送
信
を
求
め
ら
れ
た
と

き
。

イ

第
三
十
九
条
の
二
十
二
第
五
号
イ
に
規
定
す
る
機
能

発
行
さ
れ
た
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
全
部

を
送
信
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
旨
の
通
知
が
機
構
に
到
達
し
た
と
き
。
た
だ
し
、
当
該
場
合
に
お
い

て
、
第
三
十
九
条
の
二
十
二
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
を
送
信
す
る
こ
と

が
で
き
る
状
態
が
継
続
す
る
と
き
は
、
当
該
状
態
が
終
了
し
た
と
き
。

﹇
新
設
﹈

ロ

第
三
十
九
条
の
二
十
二
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
機
能

発
行
さ
れ
た
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
う

ち
、
送
信
さ
れ
た
当
該
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
に
代
わ
る
新
た
な
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
発
行
を

求
め
る
旨
の
通
知
が
機
構
に
到
達
し
た
と
き
。
た
だ
し
、
発
行
さ
れ
た
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
全
部

を
送
信
し
た
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
九
条
の
二
十
二
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
カ
ー
ド
代
替
電
磁

的
記
録
を
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
が
継
続
す
る
と
き
は
、
当
該
状
態
が
終
了
し
た
と
き
。

﹇
新
設
﹈

﹇
二
・
三

略
﹈

﹇
二
・
三

同
上
﹈

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

（
法
第
十
八
条
の
三
第
一
項
第
四
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
）

（
法
第
十
八
条
の
三
第
一
項
第
四
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
三
十
九
条
の
二
十
二

法
第
十
八
条
の
三
第
一
項
第
四
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

第
三
十
九
条
の
二
十
二

﹇
同
上
﹈

﹇
一

略
﹈

﹇
一

同
上
﹈

二

カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
利
用
者
が
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
を
送
信
す
る
に
際
し
て
、
カ
ー
ド
代
替
記

録
事
項
に
係
る
電
磁
的
記
録
及
び
カ
ー
ド
代
替
記
録
乱
数
符
号
に
対
し
、
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
利
用
者

符
号
を
用
い
て
電
子
署
名
を
行
う
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
利
用
者
が
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
を
送
信
す
る
に
際
し
て
、
カ
ー
ド
代
替
記

録
事
項
及
び
カ
ー
ド
代
替
記
録
乱
数
符
号
に
対
し
、
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
利
用
者
符
号
を
用
い
て
電
子

署
名
を
行
う
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

﹇
三

略
﹈

﹇
三

同
上
﹈

四

過
去
に
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
送
信
を
行
っ
た
相
手
方
以
外
の
者
か
ら
の
送
信
の
求
め
に
対
し
て
、

当
該
過
去
に
送
信
を
行
っ
た
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
を
送
信
し
な
け
れ
ば
、
当
該
送
信
の
求
め
に
対
し
、

速
や
か
に
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
場
合
を
除
き
、
過
去
に
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
送

信
を
行
っ
た
相
手
方
以
外
の
者
に
対
し
て
は
、
当
該
送
信
さ
れ
た
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
を
送
信
し
な
い

機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

過
去
に
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
送
信
を
行
っ
た
相
手
方
以
外
の
者
に
対
し
て
は
、
当
該
送
信
さ
れ
た

カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
を
送
信
し
な
い
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五

機
構
に
対
す
る
通
知
を
送
信
す
る
機
能
と
し
て
次
の
い
ず
れ
か
の
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五

過
去
に
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
送
信
を
行
っ
た
相
手
方
以
外
の
者
に
対
す
る
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記

録
の
送
信
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
機
構
に
対
し
て
そ
の
旨
の
通
知
を
送
信
す
る
機
能

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

発
行
さ
れ
た
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
全
部
を
送
信
し
た
場
合
に
は
、
機
構
に
対
し
て
そ
の
旨
の
通

知
を
送
信
す
る
機
能

﹇
新
設
﹈

ロ

発
行
さ
れ
た
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
う
ち
、
送
信
さ
れ
た
当
該
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
数
を

確
認
し
、
機
構
に
対
し
、
直
ち
に
当
該
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
に
代
わ
る
新
た
な
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的

記
録
の
発
行
を
求
め
る
旨
の
通
知
を
送
信
す
る
機
能

﹇
新
設
﹈

六

前
号
ロ
に
規
定
す
る
機
能
を
有
す
る
場
合
は
、
機
構
が
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
有
効
期
間
が
満
了
し

た
こ
と
を
把
握
す
る
た
め
の
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

﹇
新
設
﹈

七

﹇
略
﹈

六

﹇
同
上
﹈

八

﹇
略
﹈

七

﹇
同
上
﹈

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



（
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
送
信
が
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
利
用
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
の
措
置
）

（
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
送
信
が
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
利
用
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
の
措
置
）

第
三
十
九
条
の
二
十
五

法
第
十
八
条
の
四
第
一
項
第
一
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
措
置
は
、
送
信
を
受
け
た

カ
ー
ド
代
替
記
録
事
項
に
係
る
電
磁
的
記
録
及
び
カ
ー
ド
代
替
記
録
乱
数
符
号
に
対
し
て
行
わ
れ
た
電
子
署
名

が
、
当
該
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
利
用
者
検
証
符
号
に
対
応
す
る

カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
利
用
者
符
号
を
用
い
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
三
十
九
条
の
二
十
五

法
第
十
八
条
の
四
第
一
項
第
一
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
措
置
は
、
送
信
を
受
け
た

カ
ー
ド
代
替
記
録
事
項
及
び
カ
ー
ド
代
替
記
録
乱
数
符
号
に
対
し
て
行
わ
れ
た
電
子
署
名
が
、
当
該
カ
ー
ド
代

替
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
利
用
者
検
証
符
号
に
対
応
す
る
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的

記
録
利
用
者
符
号
を
用
い
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
改
変
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置
）

（
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
改
変
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置
）

第
三
十
九
条
の
二
十
六

法
第
十
八
条
の
四
第
一
項
第
二
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置

と
す
る
。

第
三
十
九
条
の
二
十
六

﹇
同
上
﹈

一

第
三
十
九
条
の
五
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
電
子
署
名
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
、
送
信
を
受
け
た
カ
ー
ド
代
替

電
磁
的
記
録
に
係
る
特
定
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
発
行
者
署
名
検
証
符
号
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
。

一

第
三
十
九
条
の
五
第
五
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
電
子
署
名
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
、
送
信
を
受
け
た
カ
ー

ド
代
替
電
磁
的
記
録
に
係
る
特
定
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
発
行
者
署
名
検
証
符
号
に
よ
り
確
認
す
る
こ

と
。

二

第
三
十
九
条
の
五
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
電
子
署
名
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
、
送
信
を
受
け
た
カ
ー
ド
代
替

電
磁
的
記
録
に
係
る
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
発
行
者
署
名
検
証
符
号
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
。

二

第
三
十
九
条
の
五
第
五
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
電
子
署
名
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
、
送
信
を
受
け
た
カ
ー

ド
代
替
電
磁
的
記
録
に
係
る
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
発
行
者
署
名
検
証
符
号
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

省

令

第
一
種
動
物
取
扱
業
者
及
び
第
二
種
動
物
取
扱
業
者
が
取
り
扱
う
動
物
の
管
理
の
方
法
等
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

第
一
種
動
物
取
扱
業
者
及
び
第
二
種
動
物
取
扱
業
者
が
取
り
扱
う
動
物
の
管
理
の
方
法
等
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
令
和
三
年
環
境
省
令
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍

線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
当
該
対
象
規
定
全
体
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、こ
れ
を
削
り
、

改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
新
た
に
追
加
す
る
。

改

正

後

改

正

前

（
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
が
取
り
扱
う
動
物
の
管
理
の
方
法
等
の
基
準
）

（
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
が
取
り
扱
う
動
物
の
管
理
の
方
法
等
の
基
準
）

第
二
条

法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
が
取
り
扱
う
動
物
の
管
理
の
方
法
等
に

関
し
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す

る
。

第
二
条

法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
が
取
り
扱
う
動
物
の
管
理
の
方
法
等
に

関
し
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す

る
。

一

飼
養
施
設
の
管
理
、
飼
養
施
設
に
備
え
る
設
備
の
構
造
及
び
規
模
並
び
に
当
該
設
備
の
管
理
に
関
す
る
事

項

一

飼
養
施
設
の
管
理
、
飼
養
施
設
に
備
え
る
設
備
の
構
造
及
び
規
模
並
び
に
当
該
設
備
の
管
理
に
関
す
る
事

項

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

飼
養
施
設
に
備
え
る
設
備
の
構
造
、
規
模
等
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

ロ

飼
養
施
設
に
備
え
る
設
備
の
構
造
、
規
模
等
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

・

（
略
）

・

（
略
）
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則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
前
の
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
十
八
条
の
三
第
一
項
第
四
号
に
基
づ
く
基
準
に
よ
り
同
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け

て
い
る
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
送
信
を
行
う
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
者
は
、
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
後
の
同
号
に
基
づ
く
基
準
に
よ
り
同
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
て
い
る
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
送
信
を
行
う
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
者
と
み
な
す
。

〇
環
境
省
令
第
二
十
八
号

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
（
同
法
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
及
び
第
二
種
動
物
取
扱

業
者
が
取
り
扱
う
動
物
の
管
理
の
方
法
等
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

環
境
大
臣

笹
川

博
義





ケ
ー
ジ
等
の
構
造
及
び
規
模
は
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
傷
病
動
物
の
飼
養
若
し
く

は
保
管
を
し
、
又
は
動
物
を
一
時
的
に
保
管
す
る
等
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

ケ
ー
ジ
等
の
構
造
及
び
規
模
は
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
傷
病
動
物
の
飼
養
若
し
く

は
保
管
を
し
、
又
は
動
物
を
一
時
的
に
保
管
す
る
等
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

（
削
る
）

犬
及
び
猫
以
外
の
動
物
の
ケ
ー
ジ
等
は
、
個
々
の
動
物
が
自
然
な
姿
勢
で
立
ち
上
が
る
、
横
た
わ

る
、
羽
ば
た
く
等
の
日
常
的
な
動
作
を
容
易
に
行
う
た
め
の
十
分
な
広
さ
及
び
空
間
を
有
す
る
も
の

と
す
る
こ
と
。
飼
養
期
間
が
長
期
間
に
わ
た
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
走
る
、登
る
、

泳
ぐ
、
飛
ぶ
等
の
運
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
よ
り
一
層
の
広
さ
及
び
空
間
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
。

（
略
）

（
略
）

〜

（
略
）

〜

（
略
）

犬
及
び
猫
以
外
の
哺
乳
類
に
属
す
る
動
物
の
ケ
ー
ジ
等
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

う
さ
ぎ
に
あ
っ
て
は
、
一
頭
当
た
り
の
ケ
ー
ジ
等
の
規
模
は
、
縦
の
長
さ
が
頭
胴
長
（
鼻
先
か

ら
尾
の
付
け
根
ま
で
の
長
さ
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）（
複
数
の
個
体
を
同
一
の
ケ
ー
ジ
等
内
で
飼

養
し
、
又
は
管
理
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
個
体
の
頭
胴
長
の
う
ち
最
も
長
い
も
の
。

以
下
同
じ
。）の
二
倍
以
上
、
横
の
長
さ
が
頭
胴
長
の
一
・
五
倍
以
上
及
び
高
さ
が
頭
胴
長
の
一
・

七
倍
以
上
と
す
る
と
と
も
に
、
個
々
の
動
物
が
自
然
な
姿
勢
で
立
ち
上
が
る
、
横
た
わ
る
等
の
日

常
的
な
動
作
を
容
易
に
行
う
た
め
の
十
分
な
広
さ
及
び
空
間
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
飼
養

期
間
が
長
期
間
に
わ
た
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
走
る
、
登
る
等
の
運
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
よ
り

一
層
の
広
さ
及
び
空
間
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、適
切
な
頻
度
及
び
時
間
を
定
め
、

十
分
に
運
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ハ
ム
ス
タ
ー
に
あ
っ
て
は
、
ケ
ー
ジ
等
の
規
模
は
、
床
面
積
が
七
・
五
に
頭
胴
長
の
二
乗
を
乗

じ
て
得
た
値
以
上
（
複
数
の
ハ
ム
ス
タ
ー
を
同
一
の
ケ
ー
ジ
等
で
飼
養
し
、
又
は
保
管
す
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
値
と
、
一
を
超
え
る
こ
れ
ら
の
ハ
ム
ス
タ
ー
の
頭
数
に
二
・
五
を
乗
じ
て
得

た
値
に
、
頭
胴
長
の
二
乗
を
乗
じ
て
得
た
値
と
を
合
算
し
て
得
た
値
以
上
）
及
び
高
さ
が
頭
胴
長

の
二
倍
以
上
と
す
る
と
と
も
に
、
ケ
ー
ジ
等
は
、
個
々
の
動
物
が
自
然
な
姿
勢
で
立
ち
上
が
る
、

横
た
わ
る
等
の
日
常
的
な
動
作
及
び
運
動
を
行
う
た
め
の
十
分
な
広
さ
及
び
空
間
を
有
す
る
も
の

と
す
る
こ
と
。

モ
ル
モ
ッ
ト
に
あ
っ
て
は
、
ケ
ー
ジ
等
の
規
模
は
、
床
面
積
が
六
に
頭
胴
長
の
二
乗
を
乗
じ
て

得
た
値
以
上（
複
数
の
モ
ル
モ
ッ
ト
を
同
一
の
ケ
ー
ジ
等
で
飼
養
し
、又
は
保
管
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
当
該
値
と
、
一
を
超
え
る
こ
れ
ら
の
モ
ル
モ
ッ
ト
の
頭
数
に
二
・
二
五
を
乗
じ
て
得
た
値

に
、頭
胴
長
の
二
乗
を
乗
じ
て
得
た
値
と
を
合
算
し
て
得
た
値
以
上
）及
び
高
さ
が
頭
胴
長
の
一
・

五
倍
以
上
と
す
る
と
と
も
に
、
ケ
ー
ジ
等
は
、
個
々
の
動
物
が
自
然
な
姿
勢
で
立
ち
上
が
る
、
横

た
わ
る
等
の
日
常
的
な
動
作
及
び
運
動
を
行
う
た
め
の
十
分
な
広
さ
及
び
空
間
を
有
す
る
も
の
と

す
る
こ
と
。

そ
の
他
哺
乳
類
に
属
す
る
動
物
の
ケ
ー
ジ
等
は
、個
々
の
動
物
が
自
然
な
姿
勢
で
立
ち
上
が
る
、

横
た
わ
る
、
羽
ば
た
く
等
の
日
常
的
な
動
作
を
容
易
に
行
う
た
め
の
十
分
な
広
さ
及
び
空
間
を
有

す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
飼
養
期
間
が
長
期
間
に
わ
た
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
走
る
、
登
る
、
泳

ぐ
、
飛
ぶ
等
の
運
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
動
物
の
種
類
、
生
理
、
生
態
、
習
性
等
を
考
慮
し
、
よ

り
一
層
の
広
さ
及
び
空
間
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
適
切
な
頻
度
及
び
時
間
を
定

め
、
十
分
に
運
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

哺
乳
類
に
属
す
る
動
物
（
以
下
単
に
「
哺
乳
類
」
と
い
う
。）以
外
の
動
物
の
ケ
ー
ジ
等
は
、
個
々

の
動
物
が
自
然
な
姿
勢
で
立
ち
上
が
る
、
横
た
わ
る
、
羽
ば
た
く
等
の
日
常
的
な
動
作
を
容
易
に
行

う
た
め
の
十
分
な
広
さ
及
び
空
間
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
飼
養
期
間
が
長
期
間
に
わ
た
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
走
る
、
登
る
、
泳
ぐ
、
飛
ぶ
等
の
運
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
よ

り
一
層
の
広
さ
及
び
空
間
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



ケ
ー
ジ
等
及
び
訓
練
場
は
、
突
起
物
、
穴
、
く
ぼ
み
、
斜
面
等
に
よ
っ
て
、
動
物
が
傷
害
等
を
受
け

る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
な
安
全
な
構
造
及
び
材
質
と
す
る
こ
と
。
哺
乳
類
の
飼
養
施
設
に
あ
っ
て
は
、

ケ
ー
ジ
等
及
び
訓
練
場
は
、
錆
、
割
れ
、
破
れ
等
の
破
損
が
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
犬
又
は

猫
の
飼
養
施
設
に
あ
っ
て
は
、
ケ
ー
ジ
等
及
び
訓
練
場
は
、
床
材
と
し
て
金
網
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い

も
の
と
す
る
こ
と（
犬
又
は
猫
の
四
肢
の
肉
球
が
傷
ま
な
い
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。）。

ケ
ー
ジ
等
及
び
訓
練
場
は
、
突
起
物
、
穴
、
く
ぼ
み
、
斜
面
等
に
よ
っ
て
、
動
物
が
傷
害
等
を
受
け

る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
な
安
全
な
構
造
及
び
材
質
と
す
る
こ
と
。ま
た
、犬
又
は
猫
の
飼
養
施
設
に
あ
っ

て
は
、
ケ
ー
ジ
等
及
び
訓
練
場
は
、
床
材
と
し
て
金
網
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
す
る
（
犬
又
は

猫
の
四
肢
の
肉
球
が
傷
ま
な
い
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。）と
と
も
に
、
錆
、
割
れ
、
破

れ
等
の
破
損
が
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

・

（
略
）

・

（
略
）

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

三

動
物
の
飼
養
又
は
保
管
を
す
る
環
境
の
管
理
に
関
す
る
事
項

三

動
物
の
飼
養
又
は
保
管
を
す
る
環
境
の
管
理
に
関
す
る
事
項

イ

動
物
の
生
理
、
生
態
、
習
性
等
に
適
し
た
温
度
、
湿
度
、
明
る
さ
、
換
気
等
が
確
保
さ
れ
、
及
び
騒
音

が
防
止
さ
れ
る
よ
う
、
飼
養
又
は
保
管
を
す
る
環
境
（
以
下
「
飼
養
環
境
」
と
い
う
。）の
管
理
を
行
う
こ

と
。
特
に
、
販
売
業
者
が
、
夜
間
（
午
後
八
時
か
ら
翌
日
午
前
八
時
ま
で
の
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に

哺
乳
類
以
外
の
動
物
の
展
示
を
行
う
場
合
に
は
、
明
る
さ
の
抑
制
等
の
飼
養
環
境
の
管
理
に
配
慮
す
る
こ

と
。

イ

動
物
の
生
理
、
生
態
、
習
性
等
に
適
し
た
温
度
、
明
る
さ
、
換
気
、
湿
度
等
が
確
保
さ
れ
、
及
び
騒
音

が
防
止
さ
れ
る
よ
う
、
飼
養
又
は
保
管
を
す
る
環
境
（
以
下
「
飼
養
環
境
」
と
い
う
。）の
管
理
を
行
う
こ

と
。
特
に
、
販
売
業
者
が
、
夜
間
（
午
後
八
時
か
ら
翌
日
午
前
八
時
ま
で
の
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に

犬
及
び
猫
以
外
の
動
物
の
展
示
を
行
う
場
合
に
は
、
明
る
さ
の
抑
制
等
の
飼
養
環
境
の
管
理
に
配
慮
す
る

こ
と
。

ロ

哺
乳
類
の
飼
養
又
は
保
管
を
行
う
場
合
に
は
、
飼
養
施
設
等
に
温
度
計
及
び
湿
度
計
を
備
え
付
け
た
上

で
、
低
温
又
は
高
温
に
よ
り
動
物
の
健
康
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
、
飼
養
環
境
の
管
理
を

行
う
と
と
も
に
、
臭
気
に
よ
り
飼
養
環
境
又
は
そ
の
周
辺
の
生
活
環
境
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
飼
養
施
設

の
清
潔
を
保
つ
こ
と
。

ロ

犬
又
は
猫
の
飼
養
又
は
保
管
を
行
う
場
合
に
は
、
飼
養
施
設
に
温
度
計
及
び
湿
度
計
を
備
え
付
け
た
上

で
、
低
温
又
は
高
温
に
よ
り
動
物
の
健
康
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
、
飼
養
環
境
の
管
理
を

行
う
と
と
も
に
、
臭
気
に
よ
り
飼
養
環
境
又
は
そ
の
周
辺
の
生
活
環
境
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
飼
養
施
設

の
清
潔
を
保
つ
こ
と
。

ハ

哺
乳
類
の
飼
養
又
は
保
管
を
行
う
場
合
に
は
、
自
然
採
光
又
は
照
明
に
よ
り
、
日
長
変
化
（
昼
夜
の
長

さ
の
季
節
変
化
を
い
う
。
次
条
第
三
号
ハ
に
お
い
て
同
じ
。）に
応
じ
て
光
環
境
を
管
理
す
る
こ
と
。

ハ

犬
又
は
猫
の
飼
養
又
は
保
管
を
行
う
場
合
に
は
、
自
然
採
光
又
は
照
明
に
よ
り
、
日
長
変
化
（
昼
夜
の

長
さ
の
季
節
変
化
を
い
う
。
第
三
条
第
三
号
ハ
に
お
い
て
同
じ
。）に
応
じ
て
光
環
境
を
管
理
す
る
こ
と
。

ニ
・
ホ

（
略
）

ニ
・
ホ

（
略
）

四

動
物
の
疾
病
等
に
係
る
措
置
に
関
す
る
事
項

四

動
物
の
疾
病
等
に
係
る
措
置
に
関
す
る
事
項

イ
〜
ホ

（
略
）

イ
〜
ホ

（
略
）

ヘ

動
物
が
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
傷
害
を
負
っ
た
場
合
に
は
、速
や
か
に
必
要
な
処
置
を
行
う
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
獣
医
師
に
よ
る
診
療
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
。
特
に
、
哺
乳
類
に
あ
っ
て
は
、
健
康
状
態
が

悪
化
し
た
場
合
そ
の
他
の
健
康
及
び
安
全
の
保
持
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
特
別
な
事

情
が
あ
る
と
き
を
除
き
、
獣
医
師
に
よ
る
診
療
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
。

ヘ

動
物
が
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
傷
害
を
負
っ
た
場
合
に
は
、速
や
か
に
必
要
な
処
置
を
行
う
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
獣
医
師
に
よ
る
診
療
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
。

ト
・
チ

（
略
）

ト
・
チ

（
略
）

五

動
物
の
展
示
又
は
輸
送
の
方
法
に
関
す
る
事
項

五

動
物
の
展
示
又
は
輸
送
の
方
法
に
関
す
る
事
項

イ

動
物
の
展
示
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

イ

動
物
の
展
示
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

販
売
業
者
、
貸
出
業
者
及
び
展
示
業
者
に
あ
っ
て
は
、
犬
又
は
猫
の
展
示
を
行
う
場
合
に
は
、
午
前

八
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
の
間
に
お
い
て
行
う
こ
と
。た
だ
し
、特
定
成
猫
の
展
示
を
行
う
場
合
に
あ
っ

て
は
、
午
前
八
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で
の
間
に
お
い
て
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

一
日
の
特
定
成
猫
の
展
示
時
間
（
展
示
開
始
時
刻
及
び
展
示
終
了
時
刻
（
複
数
の
動
物
の
展
示
を
行
う

場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動
物
の
展
示
開
始
時
刻
及
び
展
示
終
了
時
刻
）
の
う
ち
最
も
早
い
時

刻
か
ら
最
も
遅
い
時
刻
ま
で
の
時
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）は
、
十
二
時
間
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

哺
乳
類
（
犬
及
び
猫
を
除
く
。）の
展
示
を
行
う
場
合
に
は
、
午
前
八
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で
の
間
に
お

い
て
行
う
（
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
く
。）と
と
も
に
、
一
日
の
哺
乳
類
（
犬
及
び
猫
を
除
く
。）

の
展
示
時
間
が
、
十
二
時
間
を
超
え
な
い
こ
と
。

販
売
業
者
、
貸
出
業
者
及
び
展
示
業
者
に
あ
っ
て
は
、
犬
又
は
猫
の
展
示
を
行
う
場
合
に
は
、
午
前

八
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
の
間
に
お
い
て
行
う
こ
と
。た
だ
し
、特
定
成
猫
の
展
示
を
行
う
場
合
に
あ
っ

て
は
、
午
前
八
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で
の
間
に
お
い
て
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

一
日
の
特
定
成
猫
の
展
示
時
間
（
特
定
成
猫
の
展
示
開
始
時
刻
及
び
展
示
終
了
時
刻
（
複
数
の
特
定
成

猫
の
展
示
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
定
成
猫
の
展
示
開
始
時
刻
及
び
展
示
終
了
時
刻
）

の
う
ち
最
も
早
い
時
刻
か
ら
最
も
遅
い
時
刻
ま
で
の
時
間
を
い
う
。）は
、
十
二
時
間
を
超
え
て
は
な
ら

な
い
。
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販
売
業
者
及
び
展
示
業
者
に
あ
っ
て
は
、
長
時
間
連
続
し
て
展
示
を
行
う
場
合
に
は
、
動
物
の
ス
ト

レ
ス
を
軽
減
す
る
た
め
、必
要
に
応
じ
て
そ
の
途
中
に
お
い
て
展
示
を
行
わ
な
い
時
間
を
設
け
る
こ
と
。

特
に
、
長
時
間
連
続
し
て
哺
乳
類
の
展
示
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
哺
乳
類
が
休
息
で
き
る
設

備
に
自
由
に
移
動
で
き
る
状
態
を
確
保
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
状
態
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き

は
、
展
示
を
行
う
時
間
が
六
時
間
を
超
え
る
ご
と
に
、
そ
の
途
中
に
展
示
を
行
わ
な
い
時
間
を
設
け
る

こ
と
。

販
売
業
者
及
び
展
示
業
者
に
あ
っ
て
は
、
長
時
間
連
続
し
て
展
示
を
行
う
場
合
に
は
、
動
物
の
ス
ト

レ
ス
を
軽
減
す
る
た
め
、必
要
に
応
じ
て
そ
の
途
中
に
お
い
て
展
示
を
行
わ
な
い
時
間
を
設
け
る
こ
と
。

特
に
、
長
時
間
連
続
し
て
犬
又
は
猫
の
展
示
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
犬
又
は
猫
が
休
息
で
き

る
設
備
に
自
由
に
移
動
で
き
る
状
態
を
確
保
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
状
態
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
展
示
を
行
う
時
間
が
六
時
間
を
超
え
る
ご
と
に
、
そ
の
途
中
に
展
示
を
行
わ
な
い
時
間
を
設

け
る
こ
と
。

ロ

動
物
の
輸
送
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。
他
者
に
委
託
す
る
場
合
に
あ
っ
て
も
、
次
に

掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ロ

動
物
の
輸
送
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。
他
者
に
委
託
す
る
場
合
に
あ
っ
て
も
、
次
に

掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

〜

（
略
）

〜

（
略
）

販
売
業
者
及
び
貸
出
業
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
飼
養
施
設
に
輸
送
さ
れ
た
哺
乳
類
に
つ
い
て
は
、
輸

送
後
二
日
間
以
上
そ
の
状
態
（
下
痢
、
お
う
吐
、
四
肢
の
麻
痺
等
外
形
上
明
ら
か
な
も
の
に
限
る
。）を

目
視
に
よ
っ
て
観
察
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
犬
及
び
猫
以
外
の
哺
乳
類
を
、
飼
養
施
設
で
あ
っ
て
当
該

動
物
の
飼
養
又
は
保
管
の
た
め
に
日
常
的
に
使
用
し
て
い
な
い
も
の
（
以
下
「
外
部
施
設
」
と
い
う
。）

に
輸
送
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

販
売
業
者
及
び
貸
出
業
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
飼
養
施
設
に
輸
送
さ
れ
た
犬
又
は
猫
に
つ
い
て
は
、

輸
送
後
二
日
間
以
上
そ
の
状
態
（
下
痢
、
お
う
吐
、
四
肢
の
麻
痺
等
外
形
上
明
ら
か
な
も
の
に
限
る
。）

を
目
視
に
よ
っ
て
観
察
す
る
こ
と
。

販
売
業
者
及
び
貸
出
業
者
に
あ
っ
て
は
、
販
売
又
は
貸
出
し
に
供
す
る
目
的
で
犬
及
び
猫
以
外
の
哺

乳
類
を
外
部
施
設
に
輸
送
し
た
場
合
に
は
、
目
的
を
達
成
し
た
後
、
速
や
か
に
、
当
該
動
物
を
、
そ
の

飼
養
又
は
保
管
の
た
め
に
日
常
的
に
使
用
し
て
い
る
飼
養
施
設
に
持
ち
帰
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
動

物
を
顧
客
に
譲
り
渡
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
新
設
）

六

動
物
を
繁
殖
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
回
数
、
繁
殖
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
動
物
の
選
定
そ

の
他
の
動
物
の
繁
殖
の
方
法
に
関
す
る
事
項

六

動
物
を
繁
殖
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
回
数
、
繁
殖
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
動
物
の
選
定
そ

の
他
の
動
物
の
繁
殖
の
方
法
に
関
す
る
事
項

イ
〜
ヘ

（
略
）

イ
〜
ヘ

（
略
）

ト

販
売
業
者
、
貸
出
業
者
及
び
展
示
業
者
に
あ
っ
て
は
、
販
売
、
貸
出
し
又
は
展
示
の
用
に
供
す
る
た
め

に
哺
乳
類
を
繁
殖
さ
せ
る
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
獣
医
師
に
よ
る
診
療
を
受
け
さ
せ
、
又
は
獣
医
師

等
に
よ
る
助
言
を
受
け
る
こ
と
。

ト

販
売
業
者
、
貸
出
業
者
及
び
展
示
業
者
に
あ
っ
て
は
、
販
売
、
貸
出
し
又
は
展
示
の
用
に
供
す
る
た
め

に
犬
又
は
猫
を
繁
殖
さ
せ
る
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
獣
医
師
等
に
よ
る
診
療
を
受
け
さ
せ
、
又
は
助

言
を
受
け
る
こ
と
。

チ

販
売
業
者
、
貸
出
業
者
及
び
展
示
業
者
に
あ
っ
て
は
、
販
売
、
貸
出
し
又
は
展
示
の
用
に
供
す
る
た
め

に
犬
又
は
猫
を
繁
殖
さ
せ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
帝
王
切
開
を
行
う
と
き
は
、
獣
医
師
に
行
わ
せ
る
と
と
も

に
、
出
生
証
明
書
並
び
に
母
体
の
状
態
及
び
今
後
の
繁
殖
の
適
否
に
関
す
る
診
断
書
の
交
付
を
受
け
、
こ

れ
ら
を
五
年
間
保
存
す
る
こ
と
。

チ

販
売
業
者
、
貸
出
業
者
及
び
展
示
業
者
に
あ
っ
て
は
、
販
売
、
貸
出
し
又
は
展
示
の
用
に
供
す
る
た
め

に
犬
又
は
猫
を
繁
殖
さ
せ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
帝
王
切
開
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
獣
医
師
に
行
わ
せ

る
と
と
も
に
、
出
生
証
明
書
並
び
に
母
体
の
状
態
及
び
今
後
の
繁
殖
の
適
否
に
関
す
る
診
断
書
の
交
付
を

受
け
、
こ
れ
ら
を
五
年
間
保
存
す
る
こ
と
。

リ

販
売
業
者
、
貸
出
業
者
及
び
展
示
業
者
に
あ
っ
て
は
、
販
売
、
貸
出
し
又
は
展
示
の
用
に
供
す
る
た
め

に
哺
乳
類
を
繁
殖
さ
せ
る
場
合
に
は
、
繁
殖
に
適
さ
な
い
哺
乳
類
の
繁
殖
を
さ
せ
な
い
こ
と
。
特
に
、
犬

又
は
猫
を
繁
殖
さ
せ
る
場
合
に
は
、
第
四
号
ハ
に
規
定
す
る
健
康
診
断
、
第
六
号
チ
に
規
定
す
る
帝
王
切

開
の
診
断
そ
の
他
の
診
断
の
結
果
に
従
う
こ
と
。

リ

販
売
業
者
、
貸
出
業
者
及
び
展
示
業
者
に
あ
っ
て
は
、
販
売
、
貸
出
し
又
は
展
示
の
用
に
供
す
る
た
め

に
犬
又
は
猫
を
繁
殖
さ
せ
る
場
合
に
は
、
第
四
号
ハ
に
規
定
す
る
健
康
診
断
、
ト
に
規
定
す
る
帝
王
切
開

の
診
断
そ
の
他
の
診
断
の
結
果
に
従
う
と
と
も
に
、
繁
殖
に
適
さ
な
い
犬
又
は
猫
の
繁
殖
を
さ
せ
な
い
こ

と
。

七

そ
の
他
動
物
の
愛
護
及
び
適
正
な
飼
養
に
関
し
必
要
な
事
項

七

そ
の
他
動
物
の
愛
護
及
び
適
正
な
飼
養
に
関
し
必
要
な
事
項

イ

哺
乳
類
を
飼
養
又
は
保
管
す
る
場
合
に
は
、
哺
乳
類
を
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
状
態
に
し
な
い
こ

と
。

イ

犬
又
は
猫
を
飼
養
又
は
保
管
す
る
場
合
に
は
、
犬
又
は
猫
を
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
状
態
に
し
な

い
こ
と
。

・

（
略
）

・

（
略
）

爪
、
歯
又
は
ひ
づ
め
が
異
常
に
伸
び
て
い
る
状
態

爪
が
異
常
に
伸
び
て
い
る
状
態

そ
の
他
哺
乳
類
の
適
切
な
飼
養
又
は
保
管
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
健
康
及
び
安
全
が
損
な

わ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態

そ
の
他
犬
又
は
猫
の
適
切
な
飼
養
又
は
保
管
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
健
康
及
び
安
全
が
損

な
わ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態

ロ

販
売
業
者
に
あ
っ
て
は
、
哺
乳
類
を
販
売
す
る
場
合
に
は
、
離
乳
等
を
終
え
て
、
成
体
が
食
べ
る
餌
と

同
様
の
餌
を
自
力
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
哺
乳
類
を
販
売
に
供
す
る
こ
と
。

ロ

販
売
業
者
に
あ
っ
て
は
、
離
乳
等
を
終
え
て
、
成
体
が
食
べ
る
餌
と
同
様
の
餌
を
自
力
で
食
べ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
動
物
（
哺
乳
類
に
属
す
る
動
物
に
限
る
。）を
販
売
に
供
す
る
こ
と
。

ハ
・
ニ

（
略
）

ハ
・
ニ

（
略
）
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ホ

販
売
業
者
に
あ
っ
て
は
、
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
を
相
手
方
と
し
て
動
物
を
販
売
し
よ
う
と
す
る
場
合

に
は
、
当
該
販
売
を
し
よ
う
と
す
る
動
物
に
つ
い
て
、
そ
の
生
理
、
生
態
、
習
性
等
に
合
致
し
た
適
正
な

飼
養
又
は
保
管
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
契
約
に
当
た
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
当
該
動
物
の
特

性
及
び
状
態
に
関
す
る
情
報
を
当
該
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
に
対
し
て
文
書
（
電
磁
的
記
録
を
含
む
。）を

交
付
し
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
当
該
文
書
を
受
領
し
た
こ
と
に
つ
い
て
当
該
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
に

署
名
等
に
よ
る
確
認
を
行
わ
せ
る
こ
と
。
た
だ
し
、

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
必
要

に
応
じ
て
説
明
す
れ
ば
足
り
る
も
の
と
す
る
。

ホ

販
売
業
者
に
あ
っ
て
は
、
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
を
相
手
方
と
し
て
動
物
を
販
売
し
よ
う
と
す
る
場
合

に
は
、
当
該
販
売
を
し
よ
う
と
す
る
動
物
に
つ
い
て
、
そ
の
生
理
、
生
態
、
習
性
等
に
合
致
し
た
適
正
な

飼
養
又
は
保
管
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
契
約
に
当
た
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
当
該
動
物
の
特

性
及
び
状
態
に
関
す
る
情
報
を
当
該
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
に
対
し
て
文
書
（
電
磁
的
記
録
を
含
む
。）を

交
付
し
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
当
該
文
書
を
受
領
し
た
こ
と
に
つ
い
て
当
該
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
に

署
名
等
に
よ
る
確
認
を
行
わ
せ
る
こ
と
。
た
だ
し
、

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
必
要

に
応
じ
て
説
明
す
れ
ば
足
り
る
も
の
と
す
る
。

〜

（
略
）

〜

（
略
）

不
妊
又
は
去
勢
の
措
置
の
方
法
及
び
そ
の
費
用
（
哺
乳
類
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

不
妊
又
は
去
勢
の
措
置
の
方
法
及
び
そ
の
費
用
（
哺
乳
類
に
属
す
る
動
物
に
限
る
。）

〜

（
略
）

〜

（
略
）

不
妊
又
は
去
勢
の
措
置
の
実
施
状
況
（
哺
乳
類
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

不
妊
又
は
去
勢
の
措
置
の
実
施
状
況
（
哺
乳
類
に
属
す
る
動
物
に
限
る
。）

〜

（
略
）

〜

（
略
）

当
該
動
物
の
親
及
び
同
腹
子
に
係
る
遺
伝
性
疾
患
の
発
生
状
況
（
哺
乳
類
に
係
る
も
の
に
限
り
、
か

つ
、
関
係
者
か
ら
の
聴
取
り
等
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）

当
該
動
物
の
親
及
び
同
腹
子
に
係
る
遺
伝
性
疾
患
の
発
生
状
況
（
哺
乳
類
に
属
す
る
動
物
に
限
り
、

か
つ
、
関
係
者
か
ら
の
聴
取
り
等
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）

（
略
）

（
略
）

ヘ

（
略
）

ヘ

（
略
）

ト

貸
出
業
者
に
あ
っ
て
は
、
貸
出
し
を
し
よ
う
と
す
る
動
物
の
生
理
、
生
態
、
習
性
等
に
合
致
し
た
適
正

な
飼
養
又
は
保
管
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
契
約
に
当
た
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
そ
の
動
物
の

特
性
及
び
状
態
に
関
す
る
情
報
を
貸
出
先
に
対
し
て
提
供
す
る
こ
と
。

ト

貸
出
業
者
に
あ
っ
て
は
、
貸
出
し
を
し
よ
う
と
す
る
動
物
の
生
理
、
生
態
、
習
性
等
に
合
致
し
た
適
正

な
飼
養
又
は
保
管
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
契
約
に
当
た
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
そ
の
動
物
の

特
性
及
び
状
態
に
関
す
る
情
報
を
貸
出
先
に
対
し
て
提
供
す
る
こ
と
。

〜

（
略
）

〜

（
略
）

不
妊
又
は
去
勢
の
措
置
の
実
施
状
況
（
哺
乳
類
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

不
妊
又
は
去
勢
の
措
置
の
実
施
状
況
（
哺
乳
類
に
属
す
る
動
物
に
限
る
。）

・

（
略
）

・

（
略
）

チ
〜
ル

（
略
）

チ
〜
ル

（
略
）

ヲ

異
種
又
は
複
数
の
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
を
す
る
場
合
に
は
、
ケ
ー
ジ
等
の
構
造
若
し
く
は
配
置
又
は

同
一
の
ケ
ー
ジ
等
内
に
入
れ
る
動
物
の
組
合
せ
及
び
数
（
数
に
あ
っ
て
は
、
異
種
又
は
複
数
の
哺
乳
類
を

同
一
の
ケ
ー
ジ
等
内
で
飼
養
し
、
又
は
保
管
す
る
場
合
に
限
る
。）を
考
慮
し
、
過
度
な
動
物
間
の
闘
争
等

が
発
生
す
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
。

ヲ

異
種
又
は
複
数
の
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
を
す
る
場
合
に
は
、
ケ
ー
ジ
等
の
構
造
若
し
く
は
配
置
又
は

同
一
の
ケ
ー
ジ
等
内
に
入
れ
る
動
物
の
組
合
せ
を
考
慮
し
、
過
度
な
動
物
間
の
闘
争
等
が
発
生
す
る
こ
と

を
避
け
る
こ
と
。

ワ

幼
齢
な
犬
、
猫
等
の
社
会
化
（
そ
の
種
特
有
の
社
会
行
動
様
式
を
身
に
付
け
、
家
庭
動
物
、
展
示
動
物

等
と
し
て
周
囲
の
生
活
環
境
に
適
応
し
た
行
動
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を

必
要
と
す
る
動
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
健
全
な
育
成
及
び
社
会
化
を
推
進
す
る
た
め
に
、
適
切
な
期
間
、

親
、
兄
弟
姉
妹
等
と
と
も
に
飼
養
又
は
保
管
を
す
る
こ
と
。

ワ

幼
齢
な
犬
、
猫
等
の
社
会
化
（
そ
の
種
特
有
の
社
会
行
動
様
式
を
身
に
付
け
、
家
庭
動
物
、
展
示
動
物

等
と
し
て
周
囲
の
生
活
環
境
に
適
応
し
た
行
動
が
採
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を

必
要
と
す
る
動
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
健
全
な
育
成
及
び
社
会
化
を
推
進
す
る
た
め
に
、
適
切
な
期
間
、

親
、
兄
弟
姉
妹
等
と
と
も
に
飼
養
又
は
保
管
を
す
る
こ
と
。

カ
・
ヨ

（
略
）

カ
・
ヨ

（
略
）

タ

哺
乳
類
を
飼
養
し
、
又
は
保
管
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
清
潔
な
給
水
を
常
時
確
保
す
る
こ
と
。
た
だ

し
、
傷
病
動
物
の
飼
養
若
し
く
は
保
管
を
し
、
又
は
動
物
を
一
時
的
に
保
管
す
る
等
特
別
な
事
情
が
あ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

タ

犬
又
は
猫
を
飼
養
又
は
保
管
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
清
潔
な
給
水
を
常
時
確
保
す
る
こ
と
。た
だ
し
、

傷
病
動
物
の
飼
養
若
し
く
は
保
管
を
し
、
又
は
動
物
を
一
時
的
に
保
管
す
る
等
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

レ
〜
ツ

（
略
）

レ
〜
ツ

（
略
）

ネ

販
売
業
者
、
貸
出
業
者
及
び
展
示
業
者
で
あ
っ
て
、
夜
間
に
営
業
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
特
別
な

事
情
が
あ
る
と
き
を
除
き
、
当
該
時
間
内
に
顧
客
、
見
学
者
等
が
哺
乳
類
の
飼
養
施
設
内
に
立
ち
入
る
こ

と
等
に
よ
り
、
哺
乳
類
の
休
息
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
特
定
成
猫
に

つ
い
て
は
、
夜
間
の
う
ち
展
示
を
行
わ
な
い
間
に
顧
客
、
見
学
者
等
が
特
定
成
猫
の
飼
養
施
設
内
に
立
ち

入
る
こ
と
等
に
よ
り
、
特
定
成
猫
の
休
息
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ネ

販
売
業
者
、
貸
出
業
者
及
び
展
示
業
者
で
あ
っ
て
、
夜
間
に
営
業
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
時

間
内
に
顧
客
、
見
学
者
等
が
犬
又
は
猫
の
飼
養
施
設
内
に
立
ち
入
る
こ
と
等
に
よ
り
、
犬
又
は
猫
の
休
息

が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
特
定
成
猫
に
つ
い
て
は
、
夜
間
の
う
ち
展
示

を
行
わ
な
い
間
に
顧
客
、
見
学
者
等
が
特
定
成
猫
の
飼
養
施
設
内
に
立
ち
入
る
こ
と
等
に
よ
り
、
特
定
成

猫
の
休
息
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
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ナ

貸
出
業
者
、
展
示
業
者
及
び
訓
練
業
者
に
あ
っ
て
は
、
動
物
に
演
芸
を
さ
せ
、
訓
練
を
す
る
等
の
場
合

に
は
、
動
物
の
生
理
、
生
態
、
習
性
等
に
配
慮
し
、
演
芸
、
訓
練
等
が
過
酷
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
。
ま
た
、
殴
る
、
蹴
る
等
の
動
物
の
身
体
に
外
傷
が
生
じ
、
若
し
く
は
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る

行
為
、
心
理
的
に
過
度
の
負
担
を
与
え
る
行
為
又
は
過
度
に
餌
を
減
ら
す
行
為
そ
の
他
の
動
物
の
健
康
及

び
安
全
の
保
持
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
行
わ
な
い
こ
と
。

ナ

展
示
業
者
及
び
訓
練
業
者
に
あ
っ
て
は
、
動
物
に
演
芸
を
さ
せ
、
又
は
訓
練
を
す
る
等
の
場
合
に
は
、

動
物
の
生
理
、
生
態
、
習
性
等
に
配
慮
し
、
演
芸
、
訓
練
等
が
過
酷
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
。

ラ
〜
ヰ

（
略
）

ラ
〜
ヰ

（
略
）

ノ

動
物
を
顧
客
、
取
引
の
場
所
を
提
供
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
（
以
下
「
顧
客
等
」
と
い
う
。）と
接
触

（
食
物
を
与
え
る
行
為（
動
物
へ
の
接
近
を
伴
わ
な
い
も
の
を
除
く
。）及
び
器
具
を
介
す
る
も
の
を
含
む
。

次
条
第
四
号
イ

を
除
き
、
以
下
同
じ
。）さ
せ
、
又
は
顧
客
等
に
譲
り
渡
し
、
若
し
く
は
引
き
渡
す
場
合

に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。

ノ

動
物
を
顧
客
、
取
引
の
場
所
を
提
供
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
（
以
下
「
顧
客
等
」
と
い
う
。）と
接
触

さ
せ
、
又
は
顧
客
等
に
譲
り
渡
し
、
若
し
く
は
引
き
渡
す
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り

行
う
こ
と
。

販
売
業
者
、
貸
出
業
者
及
び
展
示
業
者
に
あ
っ
て
は
、
夜
間
（
特
定
成
猫
に
あ
っ
て
は
、
夜
間
の
う

ち
展
示
を
行
わ
な
い
間
。
以
下
こ
の

に
お
い
て
同
じ
。）に
哺
乳
類
を
顧
客
と
接
触
さ
せ
、
又
は
顧
客

に
譲
り
渡
し
、
若
し
く
は
引
き
渡
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
動
物
の
健
康
及
び
安
全
の
保

持
の
観
点
か
ら
夜
間
に
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
場
合
そ
の
他
の
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

販
売
業
者
、
貸
出
業
者
及
び
展
示
業
者
に
あ
っ
て
は
、
夜
間
に
犬
又
は
猫
を
顧
客
と
接
触
さ
せ
、
又

は
顧
客
に
譲
り
渡
し
、
若
し
く
は
引
き
渡
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
特
定
成
猫
に
つ
い
て

は
、
夜
間
の
う
ち
展
示
を
行
わ
な
い
間
に
特
定
成
猫
を
顧
客
と
接
触
さ
せ
、
又
は
顧
客
に
譲
り
渡
し
、

若
し
く
は
引
き
渡
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

販
売
業
者
、
貸
出
業
者
及
び
展
示
業
者
に
あ
っ
て
は
、
顧
客
等
が
動
物
に
接
触
す
る
場
合
に
は
、
動

物
に
過
度
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
、
顧
客
等
が
危
害
を
受
け
、
又
は
動
物
若
し
く
は
顧
客
等
が
人
と
動

物
の
共
通
感
染
症
に
か
か
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
顧
客
等
に
対
し
て
動
物
へ
の
接
触
方
法
に
つ
い
て
指

導
す
る
と
と
も
に
、
動
物
に
適
度
な
休
息
を
与
え
る
こ
と
。顧
客
等
が
哺
乳
類
に
接
触
す
る
場
合
に
は
、

当
該
哺
乳
類
が
顧
客
等
と
の
接
触
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
を
常
時
確
保
す
る
（
極
め
て
短
時
間

の
接
触
で
あ
る
場
合
を
除
く
。）と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め
、
文
書
又
は
口
頭
に
よ
り
、
当
該
哺
乳
類
へ

の
接
触
方
法
に
つ
い
て
顧
客
等
が
理
解
し
た
こ
と
を
確
認
し
、
接
触
の
前
後
に
お
い
て
は
、
顧
客
等
に

手
指
等
を
消
毒
さ
せ
る
こ
と
。
ま
た
、
過
度
に
幼
齢
の
動
物
、
顧
客
等
と
の
接
触
に
よ
り
過
度
な
ス
ト

レ
ス
が
か
か
る
お
そ
れ
の
あ
る
動
物
及
び
人
と
動
物
の
共
通
感
染
症
に
感
染
し
て
い
る
動
物
を
接
触
の

用
に
供
し
な
い
こ
と
。

販
売
業
者
、
貸
出
業
者
及
び
展
示
業
者
に
あ
っ
て
は
、
顧
客
等
が
動
物
に
接
触
す
る
場
合
に
は
、
動

物
に
過
度
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
、
顧
客
等
が
危
害
を
受
け
、
又
は
動
物
若
し
く
は
顧
客
等
が
人
と
動

物
の
共
通
感
染
症
に
か
か
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
顧
客
等
に
対
し
て
動
物
へ
の
接
触
方
法
に
つ
い
て
指

導
す
る
と
と
も
に
、
動
物
に
適
度
な
休
息
を
与
え
る
こ
と
。

販
売
業
者
、
貸
出
業
者
及
び
展
示
業
者
に
あ
っ
て
は
、
哺
乳
類
を
顧
客
等
と
接
触
さ
せ
る
業
務
に
従

事
す
る
職
員
に
つ
い
て
、
同
時
に
接
触
の
用
に
供
す
る
動
物
の
数
、
同
時
に
接
触
す
る
顧
客
等
の
数
、

業
務
に
係
る
場
所
の
広
さ
等
に
鑑
み
、
不
適
切
な
接
触
を
防
止
し
、
及
び
不
適
切
な
接
触
が
現
に
生
じ

た
場
合
に
お
い
て
速
や
か
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
人
数
を
確
保
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

（
略
）

（
略
）

オ
〜
ア

（
略
）

オ
〜
ア

（
略
）

（
第
二
種
動
物
取
扱
業
者
が
取
り
扱
う
動
物
の
管
理
の
方
法
等
の
基
準
）

（
第
二
種
動
物
取
扱
業
者
が
取
り
扱
う
動
物
の
管
理
の
方
法
等
の
基
準
）

第
三
条

法
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
第
二

種
動
物
取
扱
業
者
が
取
り
扱
う
動
物
の
管
理
の
方
法
等
に
関
し
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

第
三
条

法
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
第
二

種
動
物
取
扱
業
者
が
取
り
扱
う
動
物
の
管
理
の
方
法
等
に
関
し
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一

飼
養
施
設
の
管
理
、
飼
養
施
設
に
備
え
る
設
備
の
構
造
及
び
規
模
並
び
に
当
該
設
備
の
管
理
に
関
す
る
事

項

一

飼
養
施
設
の
管
理
、
飼
養
施
設
に
備
え
る
設
備
の
構
造
及
び
規
模
並
び
に
当
該
設
備
の
管
理
に
関
す
る
事

項

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

飼
養
施
設
に
備
え
る
設
備
の
構
造
、
規
模
等
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

ロ

飼
養
施
設
に
備
え
る
設
備
の
構
造
、
規
模
等
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

〜

（
略
）

〜

（
略
）

ケ
ー
ジ
等
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

ケ
ー
ジ
等
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

（
略
）

（
略
）

側
面
又
は
天
井
は
、
常
時
、
通
気
が
確
保
さ
れ
、
か
つ
、
ケ
ー
ジ
等
の
内
部
を
外
部
か
ら
見
通
す

こ
と
が
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
飼
養
又
は
保
管
に
係
る
動
物
が
傷
病
動
物
で
あ

る
等
の
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

側
面
又
は
天
井
は
、
常
時
、
通
気
が
確
保
さ
れ
、
か
つ
、
ケ
ー
ジ
等
の
内
部
を
外
部
か
ら
見
通
す

こ
と
が
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
飼
養
又
は
保
管
に
係
る
動
物
が
傷
病
動
物
で
あ

る
等
の
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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・

（
略
）

・

（
略
）

ケ
ー
ジ
等
の
規
模
は
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
傷
病
動
物
の
飼
養
若
し
く
は
保
管

を
し
、
又
は
動
物
を
一
時
的
に
保
管
す
る
等
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

ケ
ー
ジ
等
の
規
模
は
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
傷
病
動
物
の
飼
養
若
し
く
は
保
管

を
し
、
又
は
動
物
を
一
時
的
に
保
管
す
る
等
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

（
削
る
）

犬
及
び
猫
以
外
の
動
物
の
ケ
ー
ジ
等
は
、
個
々
の
動
物
が
自
然
な
姿
勢
で
立
ち
上
が
る
、
横
た

わ
る
、
羽
ば
た
く
等
の
日
常
的
な
動
作
を
容
易
に
行
う
た
め
の
十
分
な
広
さ
及
び
空
間
を
有
す
る

も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
飼
養
期
間
が
長
期
間
に
わ
た
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、必
要
に
応
じ
て
、

走
る
、
登
る
、
泳
ぐ
、
飛
ぶ
等
の
運
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
よ
り
一
層
の
広
さ
及
び
空
間
を
有
す

る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
略
）

（
略
）

〜

（
略
）

〜

（
略
）

運
動
ス
ペ
ー
ス
分
離
型
飼
養
等
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
運
動
ス
ペ
ー
ス
一
体
型
飼
養
等

を
行
う
場
合
に
お
け
る
ケ
ー
ジ
等
以
上
の
構
造
及
び
規
模
を
有
す
る
分
離
型
運
動
ス
ペ
ー
ス
を

備
え
る
こ
と
。

運
動
ス
ペ
ー
ス
分
離
型
飼
養
等
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
運
動
ス
ペ
ー
ス
一
体
型
飼
養
等

を
行
う
場
合
に
お
け
る
ケ
ー
ジ
等
以
上
の
規
模
を
有
す
る
分
離
型
運
動
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
る
こ

と
。

犬
及
び
猫
以
外
の
哺
乳
類
の
ケ
ー
ジ
等
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

う
さ
ぎ
に
あ
っ
て
は
、
一
頭
当
た
り
の
ケ
ー
ジ
等
の
規
模
は
、
縦
の
長
さ
が
頭
胴
長
の
二
倍

以
上
、
横
の
長
さ
が
頭
胴
長
の
一
・
五
倍
以
上
及
び
高
さ
が
頭
胴
長
の
一
・
七
倍
以
上
と
す
る

と
と
も
に
、
ケ
ー
ジ
等
は
、
個
々
の
動
物
が
自
然
な
姿
勢
で
立
ち
上
が
る
、
横
た
わ
る
等
の
日

常
的
な
動
作
を
容
易
に
行
う
た
め
の
十
分
な
広
さ
及
び
空
間
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
飼

養
期
間
が
長
期
間
に
わ
た
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
走
る
、
登
る
等
の
運
動
が
で
き
る
よ
う
に
、

よ
り
一
層
の
広
さ
及
び
空
間
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
適
切
な
頻
度
及
び
時
間

を
定
め
、
十
分
に
運
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ハ
ム
ス
タ
ー
に
あ
っ
て
は
、
ケ
ー
ジ
等
の
規
模
は
、
床
面
積
が
七
・
五
に
頭
胴
長
の
二
乗
を

乗
じ
て
得
た
値
以
上
（
複
数
の
ハ
ム
ス
タ
ー
を
同
一
の
ケ
ー
ジ
等
で
飼
養
し
、
又
は
保
管
す
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
値
と
、
一
を
超
え
る
こ
れ
ら
の
ハ
ム
ス
タ
ー
の
頭
数
に
二
・
五
を
乗

じ
て
得
た
値
に
、
頭
胴
長
の
二
乗
を
乗
じ
て
得
た
値
と
を
合
算
し
て
得
た
値
以
上
）
及
び
高
さ

が
頭
胴
長
の
二
倍
以
上
と
す
る
と
と
も
に
、
ケ
ー
ジ
等
は
、
個
々
の
動
物
が
自
然
な
姿
勢
で
立

ち
上
が
る
、
横
た
わ
る
等
の
日
常
的
な
動
作
及
び
運
動
を
行
う
た
め
の
十
分
な
広
さ
及
び
空
間

を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

モ
ル
モ
ッ
ト
に
あ
っ
て
は
、
ケ
ー
ジ
等
の
規
模
は
、
床
面
積
が
六
に
頭
胴
長
の
二
乗
を
乗
じ

て
得
た
値
以
上
（
複
数
の
モ
ル
モ
ッ
ト
を
同
一
の
ケ
ー
ジ
等
で
飼
養
し
、
又
は
保
管
す
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
値
と
、
一
を
超
え
る
こ
れ
ら
の
モ
ル
モ
ッ
ト
の
頭
数
に
二
・
二
五
を
乗
じ

て
得
た
値
に
、
頭
胴
長
の
二
乗
を
乗
じ
て
得
た
値
と
を
合
算
し
て
得
た
値
以
上
）
及
び
高
さ
が

頭
胴
長
の
一
・
五
倍
以
上
と
す
る
と
と
も
に
、
ケ
ー
ジ
等
は
、
個
々
の
動
物
が
自
然
な
姿
勢
で

立
ち
上
が
る
、
横
た
わ
る
等
の
日
常
的
な
動
作
及
び
運
動
を
行
う
た
め
の
十
分
な
広
さ
及
び
空

間
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

そ
の
他
哺
乳
類
の
ケ
ー
ジ
等
は
、
個
々
の
動
物
が
自
然
な
姿
勢
で
立
ち
上
が
る
、横
た
わ
る
、

羽
ば
た
く
等
の
日
常
的
な
動
作
を
容
易
に
行
う
た
め
の
十
分
な
広
さ
及
び
空
間
を
有
す
る
も
の

と
す
る
こ
と
。
飼
養
期
間
が
長
期
間
に
わ
た
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
走
る
、
登
る
、
泳
ぐ
、
飛

ぶ
等
の
運
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
動
物
の
種
類
、
生
理
、
生
態
、
習
性
等
を
考
慮
し
、
よ
り
一

層
の
広
さ
及
び
空
間
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、適
切
な
頻
度
及
び
時
間
を
定
め
、

十
分
に
運
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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哺
乳
類
以
外
の
動
物
の
ケ
ー
ジ
等
は
、
個
々
の
動
物
が
自
然
な
姿
勢
で
立
ち
上
が
る
、
横
た
わ

る
、
羽
ば
た
く
等
の
日
常
的
な
動
作
を
容
易
に
行
う
た
め
の
十
分
な
広
さ
及
び
空
間
を
有
す
る
も

の
と
す
る
こ
と
。
飼
養
期
間
が
長
期
間
に
わ
た
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
走
る
、

登
る
、
泳
ぐ
、
飛
ぶ
等
の
運
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
よ
り
一
層
の
広
さ
及
び
空
間
を
有
す
る
も
の

と
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

ケ
ー
ジ
等
及
び
訓
練
場
は
、
突
起
物
、
穴
、
く
ぼ
み
、
斜
面
等
に
よ
っ
て
、
動
物
が
傷
害
等
を
受
け

る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
な
安
全
な
構
造
及
び
材
質
と
す
る
こ
と
。
哺
乳
類
の
飼
養
施
設
に
あ
っ
て
は
、

ケ
ー
ジ
等
及
び
訓
練
場
は
、
錆
、
割
れ
、
破
れ
等
の
破
損
が
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
犬
又
は

猫
の
飼
養
施
設
に
あ
っ
て
は
、
ケ
ー
ジ
等
及
び
訓
練
場
は
、
床
材
と
し
て
金
網
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い

も
の
と
す
る
こ
と（
犬
又
は
猫
の
四
肢
の
肉
球
が
傷
ま
な
い
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。）。

ケ
ー
ジ
等
及
び
訓
練
場
は
、
突
起
物
、
穴
、
く
ぼ
み
、
斜
面
等
に
よ
っ
て
、
動
物
が
傷
害
等
を
受
け

る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
な
安
全
な
構
造
及
び
材
質
と
す
る
こ
と
。ま
た
、犬
又
は
猫
の
飼
養
施
設
に
あ
っ

て
は
、
ケ
ー
ジ
等
及
び
訓
練
場
は
、
床
材
と
し
て
金
網
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
す
る
（
犬
又
は

猫
の
四
肢
の
肉
球
が
傷
ま
な
い
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。）と
と
も
に
、
錆
、
割
れ
、
破

れ
等
の
破
損
が
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

・

（
略
）

・

（
略
）

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

三

動
物
の
飼
養
又
は
保
管
を
す
る
環
境
の
管
理
に
関
す
る
事
項

三

動
物
の
飼
養
又
は
保
管
を
す
る
環
境
の
管
理
に
関
す
る
事
項

イ

動
物
の
生
理
、
生
態
、
習
性
等
に
適
し
た
温
度
、
湿
度
、
明
る
さ
、
換
気
等
が
確
保
さ
れ
、
及
び
騒
音

が
防
止
さ
れ
る
よ
う
、
飼
養
環
境
の
管
理
を
行
う
こ
と
。

イ

動
物
の
生
理
、
生
態
、
習
性
等
に
適
し
た
温
度
、
明
る
さ
、
換
気
、
湿
度
等
が
確
保
さ
れ
、
及
び
騒
音

が
防
止
さ
れ
る
よ
う
、
飼
養
環
境
の
管
理
を
行
う
こ
と
。

ロ

哺
乳
類
の
飼
養
又
は
保
管
を
行
う
場
合
に
は
、
飼
養
施
設
等
に
温
度
計
及
び
湿
度
計
を
備
え
付
け
た
上

で
、
低
温
又
は
高
温
に
よ
り
動
物
の
健
康
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
、
飼
養
環
境
の
管
理
を

行
う
と
と
も
に
、
臭
気
に
よ
り
飼
養
環
境
又
は
そ
の
周
辺
の
生
活
環
境
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
飼
養
施
設

の
清
潔
を
保
つ
こ
と
。

ロ

犬
又
は
猫
の
飼
養
又
は
保
管
を
行
う
場
合
に
は
、
飼
養
施
設
に
温
度
計
及
び
湿
度
計
を
備
え
付
け
た
上

で
、
低
温
又
は
高
温
に
よ
り
動
物
の
健
康
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
、
飼
養
環
境
の
管
理
を

行
う
と
と
も
に
、
臭
気
に
よ
り
飼
養
環
境
又
は
そ
の
周
辺
の
生
活
環
境
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
飼
養
施
設

の
清
潔
を
保
つ
こ
と
。

ハ

哺
乳
類
の
飼
養
又
は
保
管
を
行
う
場
合
に
は
、
自
然
採
光
又
は
照
明
に
よ
り
、
日
長
変
化
に
応
じ
て
光

環
境
を
管
理
す
る
こ
と
。

ハ

犬
又
は
猫
の
飼
養
又
は
保
管
を
行
う
場
合
に
は
、
自
然
採
光
又
は
照
明
に
よ
り
、
日
長
変
化
に
応
じ
て

光
環
境
を
管
理
す
る
こ
と
。

ニ
・
ホ

（
略
）

ニ
・
ホ

（
略
）

四

動
物
の
疾
病
等
に
係
る
措
置
に
関
す
る
事
項

四

動
物
の
疾
病
等
に
係
る
措
置
に
関
す
る
事
項

イ

飼
養
施
設
に
お
け
る
動
物
の
疾
病
等
に
係
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。

イ

飼
養
施
設
に
お
け
る
動
物
の
疾
病
等
に
係
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。

〜

（
略
）

〜

（
略
）

動
物
が
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
傷
害
を
負
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
必
要
な
処
置
を
行
う
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
獣
医
師
に
よ
る
診
療
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
。
特
に
、
哺
乳
類
に
あ
っ
て
は
、
健
康

状
態
が
悪
化
し
た
場
合
そ
の
他
の
健
康
及
び
安
全
の
保
持
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、

特
別
な
事
情
が
あ
る
と
き
を
除
き
、
獣
医
師
に
よ
る
診
療
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
。

動
物
が
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
傷
害
を
負
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
必
要
な
処
置
を
行
う
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
獣
医
師
に
よ
る
診
療
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
。

（
略
）

（
略
）

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

五

動
物
の
展
示
又
は
輸
送
の
方
法
に
関
す
る
事
項

五

動
物
の
展
示
又
は
輸
送
の
方
法
に
関
す
る
事
項

イ

届
出
を
し
て
展
示
業
を
行
う
者
に
あ
っ
て
は
、
長
時
間
連
続
し
て
展
示
を
行
う
場
合
に
は
、
動
物
の
ス

ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
途
中
に
お
い
て
展
示
を
行
わ
な
い
時
間
を
設
け
る
よ
う

努
め
る
こ
と
。
特
に
、
長
時
間
連
続
し
て
哺
乳
類
の
展
示
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
哺
乳
類
が
休

息
で
き
る
設
備
に
自
由
に
移
動
で
き
る
状
態
を
確
保
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
状
態
を
確
保
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
は
、
展
示
を
行
う
時
間
が
六
時
間
を
超
え
る
ご
と
に
、
そ
の
途
中
に
展
示
を
行
わ
な
い
時
間
を

設
け
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

イ

届
出
を
し
て
展
示
業
を
行
う
者
に
あ
っ
て
は
、
長
時
間
連
続
し
て
展
示
を
行
う
場
合
に
は
、
動
物
の
ス

ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
途
中
に
お
い
て
展
示
を
行
わ
な
い
時
間
を
設
け
る
よ
う

努
め
る
こ
と
。
特
に
、
長
時
間
連
続
し
て
犬
又
は
猫
の
展
示
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
犬
又
は
猫

が
休
息
で
き
る
設
備
に
自
由
に
移
動
で
き
る
状
態
を
確
保
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
状
態
を
確
保
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
は
、
展
示
を
行
う
時
間
が
六
時
間
を
超
え
る
ご
と
に
、
そ
の
途
中
に
展
示
を
行
わ
な
い
時

間
を
設
け
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
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ロ

動
物
の
輸
送
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。
他
者
に
委
託
す
る
場
合
に
あ
っ
て
も
、
次
に

掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ロ

動
物
の
輸
送
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。
他
者
に
委
託
す
る
場
合
に
あ
っ
て
も
、
次
に

掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

〜

（
略
）

〜

（
略
）

譲
渡
業
者
及
び
届
出
を
し
て
貸
出
業
を
行
う
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
飼
養
施
設
に
輸
送
さ
れ
た
哺
乳

類
に
つ
い
て
は
、
輸
送
後
二
日
間
以
上
そ
の
状
態
（
下
痢
、
お
う
吐
、
四
肢
の
麻
痺
等
外
形
上
明
ら
か

な
も
の
に
限
る
。）を
目
視
に
よ
っ
て
観
察
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
犬
及
び
猫
以
外
の
哺
乳
類
を
外
部
施

設
に
輸
送
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

譲
渡
業
者
及
び
貸
出
業
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
飼
養
施
設
に
輸
送
さ
れ
た
犬
又
は
猫
に
つ
い
て
は
、

輸
送
後
二
日
間
以
上
そ
の
状
態
（
下
痢
、
お
う
吐
、
四
肢
の
麻
痺
等
外
形
上
明
ら
か
な
も
の
に
限
る
。）

を
目
視
に
よ
っ
て
観
察
す
る
こ
と
。

譲
渡
業
者
及
び
届
出
を
し
て
貸
出
業
を
行
う
者
に
あ
っ
て
は
、
譲
渡
し
又
は
貸
出
し
に
供
す
る
目
的

で
犬
及
び
猫
以
外
の
哺
乳
類
を
外
部
施
設
に
輸
送
し
た
場
合
に
は
、
目
的
を
達
成
し
た
後
、速
や
か
に
、

当
該
動
物
を
、そ
の
飼
養
又
は
保
管
の
た
め
に
日
常
的
に
使
用
し
て
い
る
飼
養
施
設
に
持
ち
帰
る
こ
と
。

た
だ
し
、
当
該
動
物
を
譲
渡
先
に
譲
り
渡
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
新
設
）

六

動
物
を
繁
殖
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
回
数
、
繁
殖
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
動
物
の
選
定
そ

の
他
の
動
物
の
繁
殖
の
方
法
に
関
す
る
事
項

六

動
物
を
繁
殖
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
回
数
、
繁
殖
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
動
物
の
選
定
そ

の
他
の
動
物
の
繁
殖
の
方
法
に
関
す
る
事
項

イ
〜
ニ

（
略
）

イ
〜
ニ

（
略
）

ホ

届
出
を
し
て
貸
出
業
を
行
う
者
及
び
届
出
を
し
て
展
示
業
を
行
う
者
に
あ
っ
て
は
、
貸
出
し
又
は
展
示

の
用
に
供
す
る
た
め
に
哺
乳
類
を
繁
殖
さ
せ
る
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
獣
医
師
に
よ
る
診
療
を
受
け

さ
せ
、
又
は
獣
医
師
等
に
よ
る
助
言
を
受
け
る
こ
と
。

ホ

届
出
を
し
て
貸
出
業
を
行
う
者
及
び
届
出
を
し
て
展
示
業
を
行
う
者
に
あ
っ
て
は
、
貸
出
し
又
は
展
示

の
用
に
供
す
る
た
め
に
犬
又
は
猫
を
繁
殖
さ
せ
る
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
獣
医
師
等
に
よ
る
診
療
を

受
け
さ
せ
、
又
は
助
言
を
受
け
る
こ
と
。

ヘ

届
出
を
し
て
貸
出
業
を
行
う
者
及
び
届
出
を
し
て
展
示
業
を
行
う
者
に
あ
っ
て
は
、
貸
出
し
又
は
展
示

の
用
に
供
す
る
た
め
に
犬
又
は
猫
を
繁
殖
さ
せ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
帝
王
切
開
を
行
う
と
き
は
、
獣
医
師

に
行
わ
せ
る
と
と
も
に
、
出
生
証
明
書
並
び
に
母
体
の
状
態
及
び
今
後
の
繁
殖
の
適
否
に
関
す
る
診
断
書

の
交
付
を
受
け
、
こ
れ
ら
を
五
年
間
保
存
す
る
こ
と
。

ヘ

届
出
を
し
て
貸
出
業
を
行
う
者
及
び
届
出
を
し
て
展
示
業
を
行
う
者
に
あ
っ
て
は
、
貸
出
し
又
は
展
示

の
用
に
供
す
る
た
め
に
犬
又
は
猫
を
繁
殖
さ
せ
る
場
合
で
あ
っ
て
、帝
王
切
開
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、

獣
医
師
に
行
わ
せ
る
と
と
も
に
、
出
生
証
明
書
並
び
に
母
体
の
状
態
及
び
今
後
の
繁
殖
の
適
否
に
関
す
る

診
断
書
の
交
付
を
受
け
、
こ
れ
ら
を
五
年
間
保
存
す
る
こ
と
。

ト

届
出
を
し
て
貸
出
業
を
行
う
者
及
び
届
出
を
し
て
展
示
業
を
行
う
者
に
あ
っ
て
は
、
貸
出
し
又
は
展
示

の
用
に
供
す
る
た
め
に
哺
乳
類
を
繁
殖
さ
せ
る
場
合
に
は
、
繁
殖
に
適
さ
な
い
哺
乳
類
の
繁
殖
を
さ
せ
な

い
こ
と
。
特
に
、
犬
又
は
猫
を
繁
殖
さ
せ
る
場
合
に
は
、
第
四
号
イ

に
規
定
す
る
健
康
診
断
、
第
六
号

ヘ
に
規
定
す
る
帝
王
切
開
の
診
断
そ
の
他
の
診
断
の
結
果
に
従
う
こ
と
。

ト

届
出
を
し
て
貸
出
業
を
行
う
者
及
び
届
出
を
し
て
展
示
業
を
行
う
者
に
あ
っ
て
は
、
貸
出
し
又
は
展
示

の
用
に
供
す
る
た
め
に
犬
又
は
猫
を
繁
殖
さ
せ
る
場
合
に
は
、
第
四
号
イ

に
規
定
す
る
健
康
診
断
、
ヘ

に
規
定
す
る
帝
王
切
開
の
診
断
そ
の
他
の
診
断
の
結
果
に
従
う
と
と
も
に
、
繁
殖
に
適
さ
な
い
犬
又
は
猫

の
繁
殖
を
さ
せ
な
い
こ
と
。

七

そ
の
他
動
物
の
愛
護
及
び
適
正
な
飼
養
に
関
し
必
要
な
事
項

七

そ
の
他
動
物
の
愛
護
及
び
適
正
な
飼
養
に
関
し
必
要
な
事
項

イ

哺
乳
類
を
飼
養
し
、
又
は
保
管
す
る
場
合
に
は
、
哺
乳
類
を
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
状
態
に
し
な

い
こ
と
。

イ

犬
又
は
猫
を
飼
養
又
は
保
管
す
る
場
合
に
は
、
犬
又
は
猫
を
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
状
態
に
し
な

い
こ
と
。

・

（
略
）

・

（
略
）

爪
、
歯
又
は
ひ
づ
め
が
異
常
に
伸
び
て
い
る
状
態

爪
が
異
常
に
伸
び
て
い
る
状
態

そ
の
他
哺
乳
類
の
適
切
な
飼
養
又
は
保
管
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
健
康
及
び
安
全
が
損
な

わ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態

そ
の
他
犬
又
は
猫
の
適
切
な
飼
養
又
は
保
管
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
健
康
及
び
安
全
が
損

な
わ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態

ロ
〜
ホ

（
略
）

ロ
〜
ホ

（
略
）

ヘ

異
種
又
は
複
数
の
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
を
す
る
場
合
に
は
、
ケ
ー
ジ
等
の
構
造
若
し
く
は
配
置
又
は

同
一
の
ケ
ー
ジ
等
内
に
入
れ
る
動
物
の
組
合
せ
及
び
数
（
数
に
あ
っ
て
は
、
異
種
又
は
複
数
の
哺
乳
類
を

同
一
の
ケ
ー
ジ
等
内
で
飼
養
し
、
又
は
保
管
す
る
場
合
に
限
る
。）を
考
慮
し
、
過
度
な
動
物
間
の
闘
争
等

が
発
生
す
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
。

ヘ

異
種
又
は
複
数
の
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
を
す
る
場
合
に
は
、
ケ
ー
ジ
等
の
構
造
若
し
く
は
配
置
又
は

同
一
の
ケ
ー
ジ
等
内
に
入
れ
る
動
物
の
組
合
せ
を
考
慮
し
、
過
度
な
動
物
間
の
闘
争
等
が
発
生
す
る
こ
と

を
避
け
る
こ
と
。

ト
・
チ

（
略
）

ト
・
チ

（
略
）

リ

哺
乳
類
を
飼
養
し
、
又
は
保
管
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
清
潔
な
給
水
を
常
時
確
保
す
る
こ
と
。
た
だ

し
、
傷
病
動
物
の
飼
養
若
し
く
は
保
管
を
し
、
又
は
動
物
を
一
時
的
に
保
管
す
る
等
特
別
な
事
情
が
あ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

リ

犬
又
は
猫
を
飼
養
又
は
保
管
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
清
潔
な
給
水
を
常
時
確
保
す
る
こ
と
。た
だ
し
、

傷
病
動
物
の
飼
養
若
し
く
は
保
管
を
し
、
又
は
動
物
を
一
時
的
に
保
管
す
る
等
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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ヌ
〜
ヲ

（
略
）

ヌ
〜
ヲ

（
略
）

ワ

届
出
を
し
て
貸
出
業
を
行
う
者
、
届
出
を
し
て
展
示
業
を
行
う
者
及
び
届
出
を
し
て
訓
練
業
を
行
う
者

に
あ
っ
て
は
、
動
物
に
演
芸
を
さ
せ
、
訓
練
を
す
る
等
の
場
合
に
は
、
動
物
の
生
理
、
生
態
、
習
性
等
に

配
慮
し
、
演
芸
、
訓
練
等
が
過
酷
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
殴
る
、
蹴
る
等
の
動

物
の
身
体
に
外
傷
が
生
じ
、
若
し
く
は
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
、
心
理
的
に
過
度
の
負
担
を
与
え
る

行
為
又
は
過
度
に
餌
を
減
ら
す
行
為
そ
の
他
の
動
物
の
健
康
及
び
安
全
の
保
持
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

の
あ
る
行
為
を
行
わ
な
い
こ
と
。

ワ

届
出
を
し
て
展
示
業
を
行
う
者
及
び
届
出
を
し
て
訓
練
業
を
行
う
者
に
あ
っ
て
は
、
動
物
に
演
芸
を
さ

せ
、
又
は
訓
練
を
す
る
等
の
場
合
に
は
、
動
物
の
生
理
、
生
態
、
習
性
等
に
配
慮
し
、
演
芸
、
訓
練
等
が

過
酷
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

カ
〜
レ

（
略
）

カ
〜
レ

（
略
）

ソ

届
出
を
し
て
貸
出
業
を
行
う
者
及
び
届
出
を
し
て
展
示
業
を
行
う
者
に
あ
っ
て
は
、
動
物
を
見
物
客
等

と
接
触
さ
せ
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。

ソ

届
出
を
し
て
貸
出
業
を
行
う
者
及
び
届
出
を
し
て
展
示
業
を
行
う
者
に
あ
っ
て
は
、
見
物
客
等
が
動
物

に
接
触
す
る
場
合
に
は
、
動
物
に
過
度
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
、
見
物
客
等
が
危
害
を
受
け
、
又
は
動
物

若
し
く
は
見
物
客
等
が
人
と
動
物
の
共
通
感
染
症
に
か
か
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
見
物
客
等
に
対
し
て
動

物
へ
の
接
触
方
法
に
つ
い
て
指
導
す
る
と
と
も
に
、
動
物
に
適
度
な
休
息
を
与
え
る
こ
と
。

動
物
に
過
度
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
、
見
物
客
等
が
危
害
を
受
け
、
又
は
動
物
若
し
く
は
見
物
客
等

が
人
と
動
物
の
共
通
感
染
症
に
か
か
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
見
物
客
等
に
対
し
て
動
物
へ
の
接
触
方
法

に
つ
い
て
指
導
す
る
と
と
も
に
、
動
物
に
適
度
な
休
息
を
与
え
る
こ
と
。
見
物
客
等
が
哺
乳
類
に
接
触

す
る
場
合
に
は
、
当
該
哺
乳
類
が
見
物
客
等
と
の
接
触
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
を
常
時
確
保
す

る
（
極
め
て
短
時
間
の
接
触
で
あ
る
場
合
を
除
く
。）と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め
、
文
書
又
は
口
頭
に
よ

り
、
当
該
哺
乳
類
へ
の
接
触
方
法
に
つ
い
て
見
物
客
等
が
理
解
し
た
こ
と
を
確
認
し
、
接
触
の
前
後
に

お
い
て
は
、
見
物
客
等
に
手
指
等
を
消
毒
さ
せ
る
こ
と
。
ま
た
、
過
度
に
幼
齢
の
動
物
、
顧
客
等
と
の

接
触
に
よ
り
過
度
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
お
そ
れ
の
あ
る
動
物
及
び
人
と
動
物
の
共
通
感
染
症
に
感
染

し
て
い
る
動
物
を
接
触
の
用
に
供
し
な
い
こ
と
。

（
新
設
）

哺
乳
類
を
見
物
客
等
と
接
触
さ
せ
る
業
務
に
従
事
す
る
職
員
に
つ
い
て
、
同
時
に
接
触
の
用
に
供
す

る
動
物
の
数
、
同
時
に
接
触
す
る
見
物
客
等
の
数
、
業
務
に
係
る
場
所
の
広
さ
等
に
鑑
み
、
不
適
切
な

接
触
を
防
止
し
、
及
び
不
適
切
な
接
触
が
現
に
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
速
や
か
に
対
処
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
必
要
な
人
数
を
確
保
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

ツ

（
略
）

ツ

（
略
）

ネ

動
物
の
譲
渡
し
又
は
貸
出
し
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。

ネ

動
物
の
譲
渡
し
又
は
貸
出
し
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。

譲
渡
業
者
に
あ
っ
て
は
、
哺
乳
類
の
譲
渡
し
を
行
う
場
合
に
は
、
可
能
な
限
り
、離
乳
等
を
終
え
て
、

成
体
が
食
べ
る
餌
と
同
様
の
餌
を
自
力
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
哺
乳
類
を
譲
渡
し
に

供
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

譲
渡
業
者
に
あ
っ
て
は
、
可
能
な
限
り
、
離
乳
等
を
終
え
て
、
成
体
が
食
べ
る
餌
と
同
様
の
餌
を
自

力
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
動
物
（
哺
乳
類
に
属
す
る
動
物
に
限
る
。）を
譲
渡
し
に
供

す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

（
略
）

（
略
）

譲
渡
業
者
に
あ
っ
て
は
、
ロ
に
掲
げ
る
情
報
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
情
報
が
判
明
し
て
い
る
場
合
に

は
、
譲
渡
し
に
当
た
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
譲
渡
先
に
対
し
て
説
明
す
る
よ
う
努
め

る
こ
と
。

譲
渡
業
者
に
あ
っ
て
は
、
ロ
に
掲
げ
る
情
報
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
情
報
が
判
明
し
て
い
る
場
合
に

は
、
譲
渡
し
に
当
た
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
譲
渡
先
に
対
し
て
説
明
す
る
よ
う
努
め

る
こ
と
。

〜

（
略
）

〜

（
略
）

不
妊
又
は
去
勢
の
措
置
の
方
法
及
び
そ
の
費
用
（
哺
乳
類
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

不
妊
又
は
去
勢
の
措
置
の
方
法
及
び
そ
の
費
用
（
哺
乳
類
に
属
す
る
動
物
に
限
る
。）

〜

（
略
）

〜

（
略
）

不
妊
又
は
去
勢
の
措
置
の
実
施
状
況
（
哺
乳
類
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

不
妊
又
は
去
勢
の
措
置
の
実
施
状
況
（
哺
乳
類
に
属
す
る
動
物
に
限
る
。）

・

（
略
）

・

（
略
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



届
出
を
し
て
貸
出
業
を
行
う
者
に
あ
っ
て
は
、
ハ
に
掲
げ
る
情
報
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
情
報
が
判

明
し
て
い
る
場
合
に
は
、
貸
出
し
に
当
た
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
貸
出
先
に
対
し
て

説
明
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

届
出
を
し
て
貸
出
業
を
行
う
者
に
あ
っ
て
は
、
ハ
に
掲
げ
る
情
報
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
情
報
が
判

明
し
て
い
る
場
合
に
は
、
貸
出
し
に
当
た
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
貸
出
先
に
対
し
て

説
明
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

〜

（
略
）

〜

（
略
）

不
妊
又
は
去
勢
の
措
置
の
実
施
状
況
（
哺
乳
類
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

不
妊
又
は
去
勢
の
措
置
の
実
施
状
況
（
哺
乳
類
に
属
す
る
動
物
に
限
る
。）

（
略
）

（
略
）

ナ
〜
ヰ

（
略
）

ナ
〜
ヰ

（
略
）

法

規

的

告

示

個
人
番
号
カ
ー
ド
等
に
関
す
る
技
術
的
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

改

正

後

改

正

前

第
12

カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
発
行
等

第
12

カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
の
発
行
等

﹇
１
〜
３

略
﹈

﹇
１
〜
３

同
上
﹈

４

特
定
カ
ー
ド
代
替
電
磁
的
記
録
発
行
者
署
名
符
号
を
用
い
て
行
う
電
子
署
名

﹇
新
設
﹈

個
人
番
号
カ
ー
ド
等
省
令
第
39
条
の
５
第
６
項
の
主
務
大
臣
が
定
め
る
期
間
は
、
３
の
（
４
）
の
期
間
と

す
る
。

５

﹇
略
﹈

４

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

個
人
番
号
カ
ー
ド
等
に
関
す
る
技
術
的
基
準
（
平
成
二
十
七
年
総
務
省
告
示
第
三
百
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改

正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
令
和
九
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
次
条
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。）第
十
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
に
お
け
る
ケ
ー
ジ
等
の
規
模
等
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算

し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
第
二
条
第
一
号
ロ

の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
の
前
に
法
第
二
十
四
条
の
二
の
二
の
届
出
を
し
た
者
に
お
け
る
ケ
ー
ジ
等
の
規
模
等
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
第
三
条
第
一
号
ロ

の

規
定
は
適
用
し
な
い
。

〇
デ
ジ
タ
ル
庁

総

務

省
告
示
第
三
十
八
号

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
個
人
番
号
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
特
定
個
人
情
報
の
提
供
等
に
関
す
る
命
令
（
平
成
二
十
六
年
総
務
省
令
第
八
十
五
号
）
の
規
定
に
基
づ

き
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
等
に
関
す
る
技
術
的
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之





（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

別
表
第
一
（
第
二
条
、
第
六
条
、
第
九
条
、
第
十
条
、
第
十
一
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
二
条
、
第
六
条
、
第
九
条
、
第
十
条
、
第
十
一
条
関
係
）

原
子
力
発
電
供
用
施
設
の
種
類

出
力

金
額

原
子
力
発
電
供
用
施
設
の
種
類

出
力

金
額

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

機
構
が
設
置
す

る
原
子
力
発
電

供
用
施
設

（
略
）

（
略
）

（
略
）

機
構
が
設
置
す

る
原
子
力
発
電

供
用
施
設

（
略
）

（
略
）

（
略
）

高
速
増
殖
炉
の
実
験
炉
（
昭
和
五

十
七
年
度
、
平
成
九
年
度
又
は
令

和
八
年
度
に
お
い
て
設
置
の
工
事

の
行
わ
れ
た
も
の
を
除
く
。）

当
該
施
設
の
予
定
建
設
費
を
十

万
円
で
除
し
て
得
た
数

五
百
五
十
円

高
速
増
殖
炉
の
実
験
炉
（
昭
和
五

十
七
年
度
又
は
平
成
九
年
度
に
お

い
て
設
置
の
工
事
の
行
わ
れ
た
も

の
を
除
く
。）

当
該
施
設
の
予
定
建
設
費
を
十

万
円
で
除
し
て
得
た
数

五
百
五
十
円

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

高
速
増
殖
炉
の
実
験
炉
（
平
成
九

年
度
に
お
い
て
設
置
の
工
事
の
行

わ
れ
た
も
の
に
限
る
。）

当
該
施
設
の
予
定
建
設
費
を
三

十
八
万
円
で
除
し
て
得
た
数

五
百
五
十
円

高
速
増
殖
炉
の
実
験
炉
（
平
成
九

年
度
に
お
い
て
設
置
の
工
事
の
行

わ
れ
た
も
の
に
限
る
。）

当
該
施
設
の
予
定
建
設
費
を
三

十
八
万
円
で
除
し
て
得
た
数

五
百
五
十
円

高
速
増
殖
炉
の
実
験
炉
（
令
和
八

年
度
に
お
い
て
設
置
の
工
事
の
行

わ
れ
た
も
の
に
限
る
。）

当
該
施
設
の
予
定
建
設
費
を
四

十
五
万
八
千
円
で
除
し
て
得
た

数

五
百
五
十
円

（
新
設
）

（
新
設
）

（
新
設
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

別
表
第
二
（
第
二
条
関
係
）
〜
別
表
第
十
四
（
第
十
一
条
関
係
）

（
略
）

別
表
第
二
（
第
二
条
関
係
）
〜
別
表
第
十
四
（
第
十
一
条
関
係
）

（
略
）

別
表
第
十
五
（
第
十
一
条
関
係
）

別
表
第
十
五
（
第
十
一
条
関
係
）

原
子
力
発
電
供
用
施
設
の
種
類

発
電
電
力
量

原
子
力
発
電
供
用
施
設
の
種
類

発
電
電
力
量

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

機
構
が
設
置
す
る

原
子
力
発
電
供
用

施
設

（
略
）

（
略
）

機
構
が
設
置
す
る

原
子
力
発
電
供
用

施
設

（
略
）

（
略
）

高
速
増
殖
炉
の
実
験
炉
（
昭
和
五
十

七
年
度
、
平
成
九
年
度
又
は
令
和
八

年
度
に
お
い
て
設
置
の
工
事
の
行
わ

れ
た
も
の
を
除
く
。）

次
の
算
式
に
よ
り
算
定
し
て
得
た
数

ｃ
×
ｄ
×
ｅ

高
速
増
殖
炉
の
実
験
炉
（
昭
和
五
十

七
年
度
又
は
平
成
九
年
度
に
お
い
て

設
置
の
工
事
の
行
わ
れ
た
も
の
を
除

く
。）

次
の
算
式
に
よ
り
算
定
し
て
得
た
数

ｃ
×
ｄ
×
ｅ

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
文
部
科
学
省

経
済
産
業
省
告
示
第
二
号

発
電
用
施
設
周
辺
地
域
整
備
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
）
第
八
条
第
三
項
並
び
に
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九
号
）
及
び
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の

執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
発
電
用
施
設
周
辺
地
域
整
備
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
七
条
並
び
に
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化

に
関
す
る
法
律
及
び
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
平
成
二
十
八
年
文
部
科
学
省

経
済
産
業
省
告
示
第
二
号
（
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
交
付
規
則
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令

和
八
年
十
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

文
部
科
学
大
臣

関

芳
弘

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正





（ 略 ） （ 略 ） （ 略 ） （ 略 ）

高 速 増 殖 炉 の 実 験 炉 （ 平 成 九 年

度 に お い て 設 置 の 工 事 の 行 わ れ

た も の に 限 る 。 ）

次 の 算 式 に よ り 算 定 し て 得 た 数

ｃ × ｄ × ｅ

高 速 増 殖 炉 の 実 験 炉 （ 平 成 九 年

度 に お い て 設 置 の 工 事 の 行 わ れ

た も の に 限 る 。 ）

次 の 算 式 に よ り 算 定 し て 得 た 数

ｃ × ｄ × ｅ

高 速 増 殖 炉 の 実 験 炉 （ 令 和 八 年

度 に お い て 設 置 の 工 事 の 行 わ れ

た も の に 限 る 。 ）

次 の 算 式 に よ り 算 定 し て 得 た 数

ｃ × ｄ × ｅ

（ 新 設 ） （ 新 設 ）

（ 略 ） （ 略 ） （ 略 ） （ 略 ）

（ 備 考 ） （ 略 ） （ 備 考 ） （ 略 ）

次 の 表 に よ り 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 を こ れ に 順 次 対 応 す る 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 の よ う に 改 め 、 改 正 前 欄 及 び 改 正 後 欄 に 対 応 し て 掲 げ る そ の 標 記 部 分 に 二 重 傍

線 を 付 し た 規 定 （ 以 下 「 対 象 規 定 」 と い う 。 ） は 、 当 該 対 象 規 定 全 体 を 改 正 後 欄 に 掲 げ る も の の よ う に 改 め 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 対 象 規 定 で 改 正 後 欄 に こ れ に 対 応 す る も の を 掲 げ て い な い も の は 、 こ れ を 削 り 、

改 正 後 欄 に 掲 げ る 対 象 規 定 で 改 正 前 欄 に こ れ に 対 応 す る も の を 掲 げ て い な い も の は 、 こ れ を 新 た に 追 加 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 略 ） （ 略 ）

別 表 第 一 （ 第 一 号 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 一 号 関 係 ）

農 薬 の 成 分 基 準 値 農 薬 の 成 分 基 準 値

（略） （略）

（削除） O，Oジエチル O（３，５，６トリクロロ
ピリジン２イル）ホスホロチオエート（別名ク
ロルピリホス）


0046㎍／l


（略） （略）

２｛［４クロロ６（エチルアミノ）１，３，

５トリアジン２イル］アミノ｝２メチル

プロパンニトリル


（別名シアナジン）

29㎍／l


２（４クロロ６エチルアミノ１，３，５

トリアジン２イルアミノ）２メチルプロピ

オノニトリル


（別名シアナジン）

29㎍／l


（略） （略）

２（４tertブチルフェニル）エチルキナゾリ
ン４イルエーテル（別名フェナザキン）

037㎍／l ２（４tertブチルフェニル）エチルキナゾリ
ン４イルエーテル（別名フェナザキン）

037㎍／l

（３R）３（２クロロチアゾール５イ
ル）８メチル７オキソ６フェニル２，
３，７，８テトラヒドロ［１，３］チアゾロ［３，
２a］ピリミジン４イウム５オレート（別
名フェンメゾジチアズ）


41㎍／l


（新設）

令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

〇 環 境 省 告 示 第 四 十 四 号

農 薬 取 締 法 第 四 条 第 一 項 第 六 号 か ら 第 九 号 ま で に 掲 げ る 場 合 に 該 当 す る か ど う か の 基 準 （ 昭 和 四 十 六 年 三 月 農 林 省 告 示 第 三 百 四 十 六 号 ） 第 三 号 の 規 定 に 基 づ き 、 生 活 環 境 動 植 物 の 被 害 防 止 に 係 る 農 薬 登

録 基 準 （ 令 和 二 年 三 月 環 境 省 告 示 第 三 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 し 、 公 布 の 日 か ら 適 用 す る 。

令 和 八 年 十 月 十 五 日 環 境 大 臣 笹 川 博 義






別 表 第 二 （ 第 二 号 関 係 ） 別 表 第 二 （ 第 二 号 関 係 ）

農 薬 の 成 分 基 準 値 農 薬 の 成 分 基 準 値

（略） （略）

３［４クロロ５（シクロペンチルオキシ）
２フルオロフェニル］５イソプロピリデンオ
キサゾリジン２，４ジオン（別名ペントキサゾ
ン）

150㎎／㎏体重 ３［４クロロ５（シクロペンチルオキシ）
２フルオロフェニル］５イソプロピリデンオ
キサゾリジン２，４ジオン（別名ペントキサゾ
ン）

150㎎／㎏体重

２｛［４クロロ６（エチルアミノ）１，３，

５トリアジン２イル］アミノ｝２メチル

プロパンニトリル（別名シアナジン）


56㎎／㎏体重


（新設）

（３R）３（２クロロチアゾール５イ

ル）８メチル７オキソ６フェニル２，

３，７，８テトラヒドロ［１，３］チアゾロ［３，

２a］ピリミジン４イウム５オレート（別

名フェンメゾジチアズ）


160㎎／㎏体重


（新設）

別 表 第 三 （ 第 三 号 関 係 ） 別 表 第 三 （ 第 三 号 関 係 ）

農 薬 の 成 分 基 準 値 農 薬 の 成 分 基 準 値

成虫の
接触ば
く露に
関する
もの

成虫の
単回経
口ばく
露に関
するも
の

成虫の
反復経
口ばく
露に関
するも
の

幼虫の
経口ば
く露に
関する
もの

成虫の
接触ば
く露に
関する
もの

成虫の
単回経
口ばく
露に関
するも
の

成虫の
反復経
口ばく
露に関
するも
の

幼虫の
経口ば
く露に
関する
もの

（略） （略）

２（４tertブチルフェニル）エチルキナゾリ
ン４イルエーテル（別名フェナザキン）

0048
㎍／
bee

017
㎍／
bee

0034
㎍／
bee／
day

0013
㎍／
bee

２（４tertブチルフェニル）エチルキナゾリ
ン４イルエーテル（別名フェナザキン）

0048
㎍／
bee

017
㎍／
bee

0034
㎍／
bee／
day

0013
㎍／
bee

（３R）３（２クロロチアゾール５イ

ル）８メチル７オキソ６フェニル２，

３，７，８テトラヒドロ［１，３］チアゾロ［３，

２a］ピリミジン４イウム５オレート（別

名フェンメゾジチアズ）


18㎍／

bee


067

㎍／

bee


00082

㎍／

bee／

day


025

㎍／

bee


（新設）

令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






次 の 表 に よ り 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 を こ れ に 順 次 対 応 す る 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 の よ う に 改 め 、 改 正 前 欄 及 び 改 正 後 欄 に 対 応 し て 掲 げ る そ の 標 記 部 分 に 二 重 傍

線 を 付 し た 規 定 （ 以 下 「 対 象 規 定 」 と い う 。 ） は 、 当 該 対 象 規 定 全 体 を 改 正 後 欄 に 掲 げ る も の の よ う に 改 め 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 対 象 規 定 で 改 正 後 欄 に こ れ に 対 応 す る も の を 掲 げ て い な い も の は 、 こ れ を 削 り 、

改 正 後 欄 に 掲 げ る 対 象 規 定 で 改 正 前 欄 に こ れ に 対 応 す る も の を 掲 げ て い な い も の は 、 こ れ を 新 た に 追 加 す る 。

改 正 後 改 正 前

（略） （略）

農 薬 の 成 分 基 準 値 農 薬 の 成 分 基 準 値

（略） （略）

アンモニウム［（３RS）３アミノ３カルボ

キシプロピル］メチルホスフィナート


（別名グルホ
シネート）及びナトリウム［（３S）３アミノ


３カルボキシプロピル］メチルホスフィナート


（別
名グルホシネートＰナトリウム塩）

（２RS）２アミノ４［ヒ

ドロキシ（メチル）ホスフィノイル］

ブタン酸


（別名グルホシネート酸）
として0024mg／l

アンモニウム＝［（３RS）３アミノ３カル

ボキシプロピル］メチルホスフィナート


（別名グル
ホシネート）及びナトリウム＝［（３S）３アミ


ノ３カルボキシプロピル］メチルホスフィナー

ト

（別名グルホシネートＰナトリウム塩）

[（３RS）３アミノ３カル

ボキシプロピル］メチルホスフィン

酸

（別名グルホシネート酸）として
0024mg／l

（略） （略）

（１RS，５RS）３［２クロロ４（メチ

ルスルホニル）ベンゾイル］４（フェニルチオ）

ビシクロ［３．２．１］オクタ３エン２オ

ン

（別名ベンゾビシクロン）

0090mg／l ３（２クロロ４メシルベンゾイル）２

フェニルチオビシクロ［３．２．１］オクタ２

エン４オン


（別名ベンゾビシクロン）

0090mg／l

（略） （略）

（削除） O，Oジエチル O（３，５，６トリクロロ

ピリジン２イル）ホスホロチオエート（別名ク

ロルピリホス）


0002㎎／l


（略） （略）

３（４クロロ２，６ジメチルフェニル）
８メトキシ１メチル２オキソ１，８
ジアザスピロ［４．５］デカ３エン４イル
エチルカルボナート（別名スピロピジオン）

012mg／l ３（４クロロ２，６ジメチルフェニル）
８メトキシ１メチル２オキソ１，８
ジアザスピロ［４．５］デカ３エン４イル
エチルカルボナート（別名スピロピジオン）

012mg／l

２（４tertブチルフェニル）エチルキナゾリ

ン４イルエーテル（別名フェナザキン）


0012mg／l


（新設）
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〇 環 境 省 告 示 第 四 十 五 号

農 薬 取 締 法 第 四 条 第 一 項 第 六 号 か ら 第 九 号 ま で に 掲 げ る 場 合 に 該 当 す る か ど う か の 基 準 （ 昭 和 四 十 六 年 三 月 農 林 省 告 示 第 三 百 四 十 六 号 ） 第 四 号 イ の 規 定 に 基 づ き 、 水 質 汚 濁 に 係 る 農 薬 登 録 基 準 （ 平 成 二

十 年 七 月 環 境 省 告 示 第 六 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 し 、 公 布 の 日 か ら 適 用 す る 。

令 和 八 年 十 月 十 五 日 環 境 大 臣 笹 川 博 義






そ の 他 告 示

令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

１ 登録番号 第27123号
２ 登録年月日 平成30年12月27日
３ 農林水産植物の種類
Dahlia Cav.

４ 登録品種の名称 ミヨダリマルガリータ
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
株式会社ミヨシ
東京都世田谷区八幡山２丁目１番８号

１ 登録番号 第27133号
２ 登録年月日 平成30年12月27日
３ 農林水産植物の種類

Mecardonia Ruiz & Pav.

４ 登録品種の名称 INTAMEC003

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
National Institute of Agricultural Technol‑

ogy

Rivadavia 1439(C1033AAE) Ciudad Au‑

tonoma de Buenos Aires, Argentina

１ 登録番号 第27651号
２ 登録年月日 令和元年12月27日
３ 農林水産植物の種類
Bidens L.

４ 登録品種の名称 SUNBIDEVB 2

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
サントリーフラワーズ株式会社
東京都港区芝４丁目17番５号

１ 登録番号 第27659号
２ 登録年月日 令和元年12月27日
３ 農林水産植物の種類

Calibrachoa Cerv.

４ 登録品種の名称 Tifosi HP 01

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
有限会社ジョルディカワムラ
栃木県日光市豊田319番地

１ 登録番号 第27660号
２ 登録年月日 令和元年12月27日
３ 農林水産植物の種類

Calibrachoa Cerv.

４ 登録品種の名称 Tifosi LV 01

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
有限会社ジョルディカワムラ
栃木県日光市豊田319番地

１ 登録番号 第27683号
２ 登録年月日 令和元年12月27日
３ 農林水産植物の種類

Chrysanthemum x morifolium Ramat.

４ 登録品種の名称 セイハニービー
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
イノチオ精興園株式会社
広島県府中市鵜飼町531番地８

１ 登録番号 第27688号
２ 登録年月日 令和元年12月27日
３ 農林水産植物の種類

Chrysanthemum x morifolium Ramat.

４ 登録品種の名称 SKE110-4503
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
イノチオ精興園株式会社
広島県府中市鵜飼町531番地８

１ 登録番号 第27693号
２ 登録年月日 令和元年12月27日
３ 農林水産植物の種類

Chrysanthemum x morifolium Ramat.

４ 登録品種の名称 DLFLICI3

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
Deliflor Royalties B.V.

Korte Kruisweg 163, 2676BS Maasdijk, The

Netherlands

１ 登録番号 第27700号
２ 登録年月日 令和元年12月27日
３ 農林水産植物の種類

Chrysanthemum x morifolium Ramat.

４ 登録品種の名称 DLFLAC3

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
Deliflor Royalties B.V.

Korte Kruisweg 163, 2676BS Maasdijk, The

Netherlands

１ 登録番号 第27714号
２ 登録年月日 令和元年12月27日
３ 農林水産植物の種類

Cymbidium Sw.

４ 登録品種の名称 フェリーチェ
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
有限会社バイオ・ユー
香川県善通寺市櫛梨町594番地

１ 登録番号 第27715号
２ 登録年月日 令和元年12月27日
３ 農林水産植物の種類

Cymbidium Sw.

４ 登録品種の名称 もも姫
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
有限会社バイオ・ユー
香川県善通寺市櫛梨町594番地

１ 登録番号 第18792号
２ 登録年月日 平成22年１月14日
３ 農林水産植物の種類
Rosa L.

４ 登録品種の名称 JACHONEW

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
京成バラ園芸株式会社
千葉県八千代市大和田新田755番地

１ 登録番号 第18793号
２ 登録年月日 平成22年１月14日
３ 農林水産植物の種類
Rosa L.

４ 登録品種の名称 KORMAMTIZA

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
W. Kordes' Sohne Rosenschulen GmbH &

Co KG

Rosenstr. 54, D‑25365 Klein Offenseth‑

Sparrieshoop, Germany

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 五 百 六 十 四 号

種 苗 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 第 四 十 九 条

第 一 項 第 五 号 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 品 種 登 録 を 取

り 消 し た の で 、 同 条 第 五 項 の 規 定 に 基 づ き 公 示 す

る 。
な お 、 育 成 者 権 は 、 同 条 第 四 項 第 三 号 の 規 定 に

よ り 、 令 和 八 年 一 月 六 日 に 消 滅 し た も の と み な さ

れ る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日

農 林 水 産 大 臣 簗 和 生

１ 登録番号 第22092号
２ 登録年月日 平成24年12月28日
３ 農林水産植物の種類

Calibrachoa Llave & Lex.

４ 登録品種の名称 Suncalore

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
サントリーフラワーズ株式会社
東京都港区芝四丁目17番５号

１ 登録番号 第22128号
２ 登録年月日 平成24年12月28日
３ 農林水産植物の種類
Rosa L.

４ 登録品種の名称 TAN08998

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
Christian Evers

Langes Hofkoppel 6, 25436 Uetersen, Ger‑

many

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 五 百 六 十 五 号

種 苗 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 第 四 十 九 条

第 一 項 第 五 号 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 品 種 登 録 を 取

り 消 し た の で 、 同 条 第 五 項 の 規 定 に 基 づ き 公 示 す

る 。
な お 、 育 成 者 権 は 、 同 条 第 四 項 第 三 号 の 規 定 に

よ り 、 令 和 八 年 一 月 十 五 日 に 消 滅 し た も の と み な

さ れ る 。

令 和 八 年 十 月 十 五 日
農 林 水 産 大 臣 簗 和 生

１ 登録番号 第18761号
２ 登録年月日 平成22年１月14日
３ 農林水産植物の種類
Gentiana L.

４ 登録品種の名称 恋姫
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
一般社団法人長野県農村工業研究所
長野県須坂市大字須坂787番地１

１ 登録番号 第18791号
２ 登録年月日 平成22年１月14日
３ 農林水産植物の種類
Rosa L.

４ 登録品種の名称 INTERMARAL

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
INTERPLANT B.V.

Broekweg 5, 3956 NE Leersum, The Neth‑

erlands



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１ 登録番号 第18794号
２ 登録年月日 平成22年１月14日
３ 農林水産植物の種類
Rosa L.

４ 登録品種の名称 MEIBONJO

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
京成バラ園芸株式会社
千葉県八千代市大和田新田755番地

１ 登録番号 第18795号
２ 登録年月日 平成22年１月14日
３ 農林水産植物の種類
Rosa L.

４ 登録品種の名称 MEIHECLUZ

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
京成バラ園芸株式会社
千葉県八千代市大和田新田755番地

１ 登録番号 第23796号
２ 登録年月日 平成27年１月14日
３ 農林水産植物の種類

Cyclamen L.

４ 登録品種の名称 ファルファーレ
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
雪印種苗株式会社
北海道札幌市厚別区上野幌一条５丁目１番８
号

１ 登録番号 第23798号
２ 登録年月日 平成27年１月14日
３ 農林水産植物の種類

Cyclamen L.

４ 登録品種の名称 さくらスマイル
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
山本秀樹
島根県出雲市西平田町165ヴィラチェリーブ

ロッサムA202

１ 登録番号 第24661号
２ 登録年月日 平成28年１月18日
３ 農林水産植物の種類
Rosa L.

４ 登録品種の名称 Harpacket

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
Harkness New Roses Ltd

Cambridge Road, Hichin, Herts, SG4 OJT,

United Kingdom

１ 登録番号 第24663号
２ 登録年月日 平成28年１月18日
３ 農林水産植物の種類
Rosa L.

４ 登録品種の名称 HARtyre

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
Harkness New Roses Ltd

Cambridge Road, Hichin, Herts, SG4 OJT,

United Kingdom

１ 登録番号 第25584号
２ 登録年月日 平成29年１月19日
３ 農林水産植物の種類

Hibiscus L.

４ 登録品種の名称 ひなた１号
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所

Chien‑Young Chu

155 5A, North Minseng Road, West District

403 Taichung, Taiwan

１ 登録番号 第25586号
２ 登録年月日 平成29年１月19日
３ 農林水産植物の種類

Hibiscus L.

４ 登録品種の名称 こなみロータス
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所

Chien‑Young Chu

155 5A, North Minseng Road, West District

403 Taichung, Taiwan

１ 登録番号 第25587号
２ 登録年月日 平成29年１月19日
３ 農林水産植物の種類

Hibiscus L.

４ 登録品種の名称 ムーム１号
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所

Chien‑Young Chu

155 5A, North Minseng Road, West District

403 Taichung, Taiwan

１ 登録番号 第28838号
２ 登録年月日 令和４年１月17日
３ 農林水産植物の種類

Chrysanthemum x morifolium Ramat.

４ 登録品種の名称 DEKMYWHITE

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
Dekker Breeding B.V.

Julianaweg 6a, 1711RP Hensbroek, the Net‑

herlands

１ 登録番号 第28860号
２ 登録年月日 令和４年１月17日
３ 農林水産植物の種類
Gentiana L.

４ 登録品種の名称 安代27509
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
八幡平市
岩手県八幡平市野駄第21地割170番地

１ 登録番号 第25591号
２ 登録年月日 平成29年１月19日
３ 農林水産植物の種類

Viburnum opulus L.

４ 登録品種の名称 里の光
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
大平民人
長野県上伊那郡南箕輪村8304524

１ 登録番号 第25592号
２ 登録年月日 平成29年１月19日
３ 農林水産植物の種類

Viburnum opulus L.

４ 登録品種の名称 里の環
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
大平民人
長野県上伊那郡南箕輪村8304524

１ 登録番号 第25593号
２ 登録年月日 平成29年１月19日
３ 農林水産植物の種類

Vitis L.

４ 登録品種の名称 黒いベール
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
米山孝之
山梨県甲府市落合町1254番地
米山夫佐子
山梨県甲府市落合町1254番地

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 五 百 六 十 六 号

種 苗 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 第 四 十 九 条

第 一 項 第 五 号 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 品 種 登 録 を 取

り 消 し た の で 、 同 条 第 五 項 の 規 定 に 基 づ き 公 示 す

る 。
な お 、 育 成 者 権 は 、 同 条 第 四 項 第 三 号 の 規 定 に

よ り 、 令 和 八 年 一 月 十 七 日 に 消 滅 し た も の と み な

さ れ る 。

令 和 八 年 十 月 十 五 日
農 林 水 産 大 臣 簗 和 生

１ 登録番号 第29515号
２ 登録年月日 令和５年１月16日
３ 農林水産植物の種類

Phalaenopsis Blume

４ 登録品種の名称 Sheena439-7
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
有限会社椎名洋ラン園
千葉県旭市井戸野3665

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 五 百 六 十 七 号

種 苗 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 第 四 十 九 条

第 一 項 第 五 号 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 品 種 登 録 を 取

り 消 し た の で 、 同 条 第 五 項 の 規 定 に 基 づ き 公 示 す

る 。
な お 、 育 成 者 権 は 、 同 条 第 四 項 第 三 号 の 規 定 に

よ り 、 令 和 八 年 一 月 二 十 日 に 消 滅 し た も の と み な

さ れ る 。

令 和 八 年 十 月 十 五 日
農 林 水 産 大 臣 簗 和 生

１ 登録番号 第12651号
２ 登録年月日 平成17年１月19日
３ 農林水産植物の種類
Rosa L.

４ 登録品種の名称 インタートロダン
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
京成バラ園芸株式会社
千葉県八千代市大和田新田755番地

１ 登録番号 第12690号
２ 登録年月日 平成17年１月19日
３ 農林水産植物の種類

Codiaeum variegatum (L.) A. Juss.

４ 登録品種の名称 スクルキー
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
神谷幹秀
愛知県安城市安城町赤塚75番地


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１ 登録番号 第28861号
２ 登録年月日 令和４年１月17日
３ 農林水産植物の種類
Gentiana L.

４ 登録品種の名称 安代27521
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
八幡平市
岩手県八幡平市野駄第21地割170番地

１ 登録番号 第28862号
２ 登録年月日 令和４年１月17日
３ 農林水産植物の種類
Gentiana L.

４ 登録品種の名称 安代28103
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
八幡平市
岩手県八幡平市野駄第21地割170番地

１ 登録番号 第28311号
２ 登録年月日 令和３年１月26日
３ 農林水産植物の種類

Petunia Juss.

４ 登録品種の名称 Sunpet 4111

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
サントリーフラワーズ株式会社
東京都港区芝４丁目17番５号

１ 登録番号 第26404号
２ 登録年月日 平成30年１月24日
３ 農林水産植物の種類

Chrysanthemum x morifolium Ramat.

４ 登録品種の名称 セイリドル
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
イノチオ精興園株式会社
広島県府中市鵜飼町531番地８

１ 登録番号 第26423号
２ 登録年月日 平成30年１月24日
３ 農林水産植物の種類

Hydrangea L.

４ 登録品種の名称 フェアリー キッス
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
坂本正次
群馬県桐生市黒保根町下田沢282210

１ 登録番号 第26444号
２ 登録年月日 平成30年１月24日
３ 農林水産植物の種類
Ranunculus L.

４ 登録品種の名称 ラックス エウロペ
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
有限会社綾園芸
宮崎県東諸県郡綾町南俣3179１

１ 登録番号 第28292号
２ 登録年月日 令和３年１月26日
３ 農林水産植物の種類
Oryza sativa L.

４ 登録品種の名称 いばらき糯36号
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
茨城県
茨城県水戸市笠原町978番６

１ 登録番号 第28299号
２ 登録年月日 令和３年１月26日
３ 農林水産植物の種類

Petunia Juss.

４ 登録品種の名称 DAMORFIEST

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
Danziger Dan Flower Farm

Moshav Mishmar Hashiva, 5029700, Israel

１ 登録番号 第28308号
２ 登録年月日 令和３年１月26日
３ 農林水産植物の種類

Petunia Juss.

４ 登録品種の名称 Surf Gomiyaya

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
サントリーフラワーズ株式会社
東京都港区芝４丁目17番５号

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 五 百 六 十 八 号

種 苗 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 第 四 十 九 条

第 一 項 第 五 号 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 品 種 登 録 を 取

り 消 し た の で 、 同 条 第 五 項 の 規 定 に 基 づ き 公 示 す

る 。
な お 、 育 成 者 権 は 、 同 条 第 四 項 第 三 号 の 規 定 に

よ り 、 令 和 八 年 一 月 二 十 一 日 に 消 滅 し た も の と み

な さ れ る 。

令 和 八 年 十 月 十 五 日
農 林 水 産 大 臣 簗 和 生

１ 登録番号 第30704号
２ 登録年月日 令和７年１月20日
３ 農林水産植物の種類

Pelargonium zonale Group

４ 登録品種の名称 PACPILACE

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
Elsner pac Jungpflanzen GbR

Am Fiebig 14, 01561 Thiendorf, Germany

１ 登録番号 第30709号
２ 登録年月日 令和７年１月20日
３ 農林水産植物の種類

Pelargonium zonale Group

４ 登録品種の名称 PECZ0013

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
Syngenta Crop Protection AG

Rosentalstrasse 67, 4058 Basel, Switzerland

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 五 百 六 十 九 号

種 苗 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 第 四 十 九 条

第 一 項 第 五 号 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 品 種 登 録 を 取

り 消 し た の で 、 同 条 第 五 項 の 規 定 に 基 づ き 公 示 す

る 。
な お 、 育 成 者 権 は 、 同 条 第 四 項 第 三 号 の 規 定 に

よ り 、 令 和 八 年 一 月 二 十 三 日 に 消 滅 し た も の と み

な さ れ る 。

令 和 八 年 十 月 十 五 日
農 林 水 産 大 臣 簗 和 生

１ 登録番号 第14714号
２ 登録年月日 平成19年１月22日
３ 農林水産植物の種類

Kalanchoe Adans.

４ 登録品種の名称 レオナルド
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
Dummen Group B.V.

Oudecampsweg 35C, 2678NN De Lier, The

Netherlands

１ 登録番号 第14715号
２ 登録年月日 平成19年１月22日
３ 農林水産植物の種類

Kalanchoe Adans.

４ 登録品種の名称 ラ デュース
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
Dummen Group B.V.

Oudecampsweg 35C, 2678NN De Lier, The

Netherlands

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 五 百 七 十 号

種 苗 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 第 四 十 九 条

第 一 項 第 五 号 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 品 種 登 録 を 取

り 消 し た の で 、 同 条 第 五 項 の 規 定 に 基 づ き 公 示 す

る 。
な お 、 育 成 者 権 は 、 同 条 第 四 項 第 三 号 の 規 定 に

よ り 、 令 和 八 年 一 月 二 十 七 日 に 消 滅 し た も の と み

な さ れ る 。

令 和 八 年 十 月 十 五 日
農 林 水 産 大 臣 簗 和 生

１ 登録番号 第20241号
２ 登録年月日 平成23年１月25日
３ 農林水産植物の種類
Rosa L.

４ 登録品種の名称 RUIMG040

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
De Ruiter Intellectual Property B.V.

Hoofdweg 131‑133, 1424PE, DE KWAKEL,

The Netherlands

１ 登録番号 第26390号
２ 登録年月日 平成30年１月24日
３ 農林水産植物の種類

Chrysanthemum x morifolium Ramat.

４ 登録品種の名称 シューフライト
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
イノチオ精興園株式会社
広島県府中市鵜飼町531８

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 五 百 七 十 一 号

種 苗 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 第 四 十 九 条

第 一 項 第 五 号 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 品 種 登 録 を 取

り 消 し た の で 、 同 条 第 五 項 の 規 定 に 基 づ き 公 示 す

る 。
な お 、 育 成 者 権 は 、 同 条 第 四 項 第 三 号 の 規 定 に

よ り 、 令 和 八 年 一 月 二 十 九 日 に 消 滅 し た も の と み

な さ れ る 。

令 和 八 年 十 月 十 五 日
農 林 水 産 大 臣 簗 和 生

１ 登録番号 第22210号
２ 登録年月日 平成25年１月28日
３ 農林水産植物の種類

Petunia Juss.

４ 登録品種の名称 Sunsurfkiro

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
サントリーフラワーズ株式会社
東京都港区芝四丁目17番５号





令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

１ 登録番号 第22221号
２ 登録年月日 平成25年１月28日
３ 農林水産植物の種類

Petunia Juss.

４ 登録品種の名称 ダイイチ-MP22-21-2
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
サントリーフラワーズ株式会社
東京都港区芝４丁目17番５号

１ 登録番号 第27186号
２ 登録年月日 平成31年１月28日
３ 農林水産植物の種類

Chrysanthemum x morifolium Ramat.

４ 登録品種の名称 シュートラベル
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
イノチオ精興園株式会社
広島県府中市鵜飼町531８

１ 登録番号 第27217号
２ 登録年月日 平成31年１月28日
３ 農林水産植物の種類

Hydrangea L.

４ 登録品種の名称 フェアリー ３
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
坂本正次
群馬県桐生市黒保根町下田沢282210

１ 登録番号 第27224号
２ 登録年月日 平成31年１月28日
３ 農林水産植物の種類
Raphanus sativus L.

４ 登録品種の名称 桜島おごじょ
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
鹿児島県
鹿児島県鹿児島市鴨池新町10番１号

１ 登録番号 第27754号
２ 登録年月日 令和２年１月28日
３ 農林水産植物の種類

LimoniumMill.

４ 登録品種の名称 TSオリビア
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
ティー・エス・メリクロン株式会社
山梨県北杜市小淵沢町8098

１ 登録番号 第27757号
２ 登録年月日 令和２年１月28日
３ 農林水産植物の種類

LimoniumMill.

４ 登録品種の名称 TSパインイエロー
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
ティー・エス・メリクロン株式会社
山梨県北杜市小淵沢町8098

１ 登録番号 第27765号
２ 登録年月日 令和２年１月28日
３ 農林水産植物の種類

Lolium multiflorum Lam. ssp. italicum (A.

Br.) Volkart

４ 登録品種の名称 KAIR-DS
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
カネコ種苗株式会社
群馬県前橋市古市町一丁目50番12号

１ 登録番号 第30730号
２ 登録年月日 令和７年１月28日
３ 農林水産植物の種類
Bidens L.

４ 登録品種の名称 Dobidbocampf

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
Dummen Group B.V.

Oudecampsweg 35C, 2678NN De Lier, The

Netherlands

１ 登録番号 第26463号
２ 登録年月日 平成30年１月30日
３ 農林水産植物の種類
Dahlia Cav.

４ 登録品種の名称 DK-2
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
サントリーフラワーズ株式会社
東京都港区芝４丁目17番５号

１ 登録番号 第26464号
２ 登録年月日 平成30年１月30日
３ 農林水産植物の種類
Dahlia Cav.

４ 登録品種の名称 DK-5
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
サントリーフラワーズ株式会社
東京都港区芝４丁目17番５号

１ 登録番号 第26465号
２ 登録年月日 平成30年１月30日
３ 農林水産植物の種類
Dahlia Cav.

４ 登録品種の名称 DK-9
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
サントリーフラワーズ株式会社
東京都港区芝４丁目17番５号

１ 登録番号 第26466号
２ 登録年月日 平成30年１月30日
３ 農林水産植物の種類
Dahlia Cav.

４ 登録品種の名称 DK-12
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
サントリーフラワーズ株式会社
東京都港区芝４丁目17番５号

１ 登録番号 第26510号
２ 登録年月日 平成30年１月30日
３ 農林水産植物の種類

Pisum sativum L.

４ 登録品種の名称 SAKPEA001

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
株式会社サカタのタネ
神奈川県横浜市都筑区仲町台二丁目７番１号

１ 登録番号 第29997号
２ 登録年月日 令和６年１月30日
３ 農林水産植物の種類

Chrysanthemum L.

４ 登録品種の名称 Artokimp

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
Van Zanten Breeding B.V.

Lavendelweg 15, 1435EW Rijsenhout, The

Netherlands

１ 登録番号 第29999号
２ 登録年月日 令和６年１月30日
３ 農林水産植物の種類

Chrysanthemum L.

４ 登録品種の名称 DEKTYPHOON

５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
Dekker Breeding B.V.

Julianaweg 6a, 1711RP Hensbroek, The

Netherlands

１ 登録番号 第30025号
２ 登録年月日 令和６年１月30日
３ 農林水産植物の種類

LimoniumMill.

４ 登録品種の名称 ヒルディアイースト
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所

HilverdaFlorist B.V.

Dwarsweg 15, 1424PL De Kwakel, The Net‑

herlands

１ 登録番号 第30028号
２ 登録年月日 令和６年１月30日
３ 農林水産植物の種類

LimoniumMill.

４ 登録品種の名称 ミヨリモセレナバイオレッ
ト
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
株式会社ミヨシ
東京都世田谷区八幡山２丁目１番８号

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 五 百 七 十 二 号

種 苗 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 第 四 十 九 条

第 一 項 第 五 号 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 品 種 登 録 を 取

り 消 し た の で 、 同 条 第 五 項 の 規 定 に 基 づ き 公 示 す

る 。
な お 、 育 成 者 権 は 、 同 条 第 四 項 第 三 号 の 規 定 に

よ り 、 令 和 八 年 一 月 三 十 一 日 に 消 滅 し た も の と み

な さ れ る 。

令 和 八 年 十 月 十 五 日
農 林 水 産 大 臣 簗 和 生

１ 登録番号 第26446号
２ 登録年月日 平成30年１月30日
３ 農林水産植物の種類

Allium cepa L.

４ 登録品種の名称 KTM9843-02-01A
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
地方独立行政法人北海道立総合研究機構
北海道札幌市北区北十九条西11丁目１番地８

１ 登録番号 第26447号
２ 登録年月日 平成30年１月30日
３ 農林水産植物の種類

Allium cepa L.

４ 登録品種の名称 KTM9843-02-01B
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
地方独立行政法人北海道立総合研究機構
北海道札幌市北区北十九条西11丁目１番地８



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和

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
月


日
木
曜
日

(号
外
第


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号
)

官
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型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 156 Ｒ
00／00＊0012＊
03

Ｒ156 ソフトウェア
アップデート レクサス
ＡＨ４（Ｌ）

レクサス ＡＡＷＨ10
ＲＬＦＸＶＢＷ、ＡＡ
ＷＨ15ＬＬＦＸＶＢ
Ｗ、ＡＡＷＨ15ＬＬＮ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

ＸＸＢＷ、ＡＡＷＨ15
ＲＬＦＸＶＢＷ、ＡＡ
ＷＨ15ＲＬＮＸＸＢ
Ｗ、ＡＡＷＨ15ＷＬＦ
ＸＶＢ、ＴＡＷＨ15Ｗ
ＬＮＴＸＴ、ＴＡＷＨ15
ＷＬＰＴＶＴ

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 155 Ｒ
00／03＊0013＊
02

Ｒ155 サイバーセキュ
リティー レクサス Ａ
Ｈ４（Ｌ）

レクサス ＡＡＷＨ10
ＲＬＦＸＶＢＷ、ＡＡ
ＷＨ15ＬＬＦＸＶＢ
Ｗ、ＡＡＷＨ15ＬＬＮ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

ＸＸＢＷ、ＡＡＷＨ15
ＲＬＦＸＶＢＷ、ＡＡ
ＷＨ15ＲＬＮＸＸＢ
Ｗ、ＡＡＷＨ15ＷＬＦ
ＸＶＢ、ＴＡＷＨ15Ｗ
ＬＮＴＸＴ、ＴＡＷＨ15
ＷＬＰＴＶＴ

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 二 十 四 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

二 月 四 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追 加

し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示 す

る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 155 Ｒ
00／03＊0051＊
01

Ｒ155 サイバーセキュ
リティー トヨタ ＸＰ
Ａ１Ｇ（ＪＰ）

トヨタ ＧＸＰＡ16Ａ
ＧＦＧＺ、ＧＸＰＡ16
ＡＧＦＶＺ、ＧＸＰＡ
16ＡＧＺＧＺ、ＧＸＰ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

Ａ16ＡＧＺＶＺ、ＧＸ
ＰＡ16ＬＡＧＦＧＺ
Ｗ、ＧＸＰＡ16ＬＡＧ
ＺＧＺＷ、ＧＸＰＡ16
ＲＡＧＦＧＺＷ

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 二 十 五 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

二 月 十 二 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追

加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示

す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 127 Ｒ
03／03Ｅ＊0010
＊02

Ｒ127 歩行者頭部保護
及び歩行者脚部保護装置
トヨタ Ｓ23

トヨタ ＡＺＳＨ35Ａ
ＥＸＢＢ、ＡＺＳＨ35
ＡＥＸＧＢ、ＡＺＳＨ
35ＡＥＸＭＢ、ＴＺＳ
Ｈ35ＡＥＴＡＴ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 二 十 六 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

二 月 十 九 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追

加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示

す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 156 Ｒ
00／00＊0051＊
02

Ｒ156 ソフトウェア
アップデート トヨタ
ＸＰＡ１Ｇ（ＪＰ）

トヨタ ＧＸＰＡ16Ａ
ＧＦＧＺ、ＧＸＰＡ16
ＡＧＦＶＺ、ＧＸＰＡ
16ＡＧＺＧＺ、ＧＸＰ
Ａ16ＡＧＺＶＺ、ＧＸ
ＰＡ16ＬＡＧＦＧＺ
Ｗ、ＧＸＰＡ16ＬＡＧ
ＺＧＺＷ、ＧＸＰＡ16
ＲＡＧＦＧＺＷ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 二 十 七 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

二 月 二 十 七 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を

追 加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告

示 す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 二 十 八 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

二 月 二 十 七 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を

追 加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告

示 す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 二 十 九 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

二 月 二 十 七 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を

追 加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告

示 す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲




型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ43＊14Ｒ09／
04＊0017＊04

Ｒ14 座席ベルト取付装
置 トヨタ Ｒ９

トヨタ／スズキ ＭＺＲ
Ａ90ＷＡＰＸＴＨ、Ｍ
ＺＲＡ92ＷＡＲＸＴ
Ｈ、ＭＺＲＡ95ＷＡＰ
ＸＴＨ、ＭＺＲＡ97Ｗ
ＡＰＸＴＨ、ＺＷＲ90
ＣＳＰＸＳＢ、ＺＷＲ
90ＣＳＲＸＳＢ、ＺＷ
Ｒ90ＲＡＰＸＲＢ、Ｚ
ＷＲ90ＲＡＰＸＳＢ、
ＺＷＲ90ＲＡＰＸＴ
Ｂ、ＺＷＲ90ＲＡＲＸ
ＴＢ、ＺＷＲ90ＷＡＰ
ＸＲＢ、ＺＷＲ90ＷＡ
ＰＸＳＢ、ＺＷＲ90Ｗ
ＡＰＸＴＢ、ＺＷＲ90
ＷＡＲＸＳＢ、ＺＷＲ
90ＷＡＲＸＴＢ、ＺＷ
Ｒ90ＷＢＰＸＲＢ、Ｚ
ＷＲ90ＷＢＰＸＳＢ、
ＺＷＲ90ＷＢＲＸＳ
Ｂ、ＺＷＲ92ＷＡＰＸ
ＳＢ、ＺＷＲ92ＷＡＰ
ＸＴＢ、ＺＷＲ92ＷＢ
ＰＸＳＢ、ＺＷＲ95Ｃ
ＳＰＸＳＢ、ＺＷＲ95
ＷＡＰＸＲＢ、ＺＷＲ
95ＷＡＰＸＳＢ、ＺＷ
Ｒ95ＷＡＰＸＴＢ、Ｚ
ＷＲ95ＷＢＰＸＲＢ、
ＺＷＲ95ＷＢＰＸＳＢ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ43＊16Ｒ08／
05＊0017＊06

Ｒ16 座席ベルト トヨ
タ Ｒ９

トヨタ／スズキ ＭＺＲ
Ａ90ＷＡＰＸＴＨ、Ｍ
ＺＲＡ92ＷＡＲＸＴ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ43＊58Ｒ03／
03＊0393＊01

Ｒ58 突入防止装置 平
成自動車 83ＳＥ１

車両総重量11000㎏以下 有限会社 平成自動車 大阪
府大阪市此花区北港２丁目４
番80号

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ43＊ 13ＨＲ
01／05＊0043＊
06

Ｒ13Ｈ 乗用車及び車両
総重量35ｔ以下の貨物
車の制動装置 トヨタ
Ｒ９（ＥＲ，Ｄｉ）

トヨタ／スズキ ＺＷＲ
90ＣＳＰＸＳＢ、ＺＷ
Ｒ90ＣＳＲＸＳＢ、Ｚ
ＷＲ90ＲＡＰＸＲＢ、

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

ＺＷＲ90ＲＡＰＸＳ
Ｂ、ＺＷＲ90ＲＡＰＸ
ＴＢ、ＺＷＲ90ＲＡＲ
ＸＴＢ、ＺＷＲ90ＷＡ
ＰＸＲＢ、ＺＷＲ90Ｗ
ＡＰＸＳＢ、ＺＷＲ90
ＷＡＰＸＴＢ、ＺＷＲ
90ＷＡＲＸＳＢ、ＺＷ
Ｒ90ＷＡＲＸＴＢ、Ｚ
ＷＲ90ＷＢＰＸＲＢ、
ＺＷＲ90ＷＢＰＸＳ
Ｂ、ＺＷＲ90ＷＢＲＸ
ＳＢ、ＺＷＲ92ＷＡＰ
ＸＳＢ、ＺＷＲ92ＷＡ
ＰＸＴＢ、ＺＷＲ92Ｗ
ＢＰＸＳＢ、ＺＷＲ95
ＣＳＰＸＳＢ、ＺＷＲ
95ＷＡＰＸＲＢ、ＺＷ
Ｒ95ＷＡＰＸＳＢ、Ｚ
ＷＲ95ＷＡＰＸＴＢ、
ＺＷＲ95ＷＢＰＸＲ
Ｂ、ＺＷＲ95ＷＢＰＸ
ＳＢ

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 三 十 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

三 月 十 一 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追

加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示

す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 三 十 一 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

三 月 十 一 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追

加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示

す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ43＊ 13ＨＲ
01／05＊0044＊
05

Ｒ13Ｈ 乗用車及び車両
総重量35ｔ以下の貨物
車の制動装置 トヨタ
Ｒ９（Ｖ，Ｄｉ）

トヨタ ＭＺＲＡ90Ｗ
ＡＰＸＴＨ、ＭＺＲＡ92
ＷＡＲＸＴＨ、ＭＺＲ
Ａ95ＷＡＰＸＴＨ、Ｍ
ＺＲＡ97ＷＡＰＸＴＨ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 三 十 二 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

三 月 十 一 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追

加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示

す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 三 十 三 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

三 月 十 一 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追

加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示

す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲






Ｈ、ＭＺＲＡ95ＷＡＰ
ＸＴＨ、ＭＺＲＡ97Ｗ
ＡＰＸＴＨ、ＺＷＲ90
ＣＳＰＸＳＢ、ＺＷＲ
90ＣＳＲＸＳＢ、ＺＷ
Ｒ90ＲＡＰＸＳＢ、Ｚ
ＷＲ90ＲＡＰＸＴＢ、
ＺＷＲ90ＷＡＰＸＲ
Ｂ、ＺＷＲ90ＷＡＰＸ
ＳＢ、ＺＷＲ90ＷＡＰ
ＸＴＢ、ＺＷＲ90ＷＡ
ＲＸＳＢ、ＺＷＲ90Ｗ
ＡＲＸＴＢ、ＺＷＲ90
ＷＢＰＸＲＢ、ＺＷＲ
90ＷＢＰＸＳＢ、ＺＷ
Ｒ90ＷＢＲＸＳＢ、Ｚ
ＷＲ92ＷＡＰＸＳＢ、
ＺＷＲ92ＷＡＰＸＴ
Ｂ、ＺＷＲ92ＷＢＰＸ
ＳＢ、ＺＷＲ95ＣＳＰ
ＸＳＢ、ＺＷＲ95ＷＡ
ＰＸＲＢ、ＺＷＲ95Ｗ
ＡＰＸＳＢ、ＺＷＲ95
ＷＡＰＸＴＢ、ＺＷＲ
95ＷＢＰＸＲＢ、ＺＷ
Ｒ95ＷＢＰＸＳＢ

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ43＊17Ｒ10／
00＊0016＊03

Ｒ17 座席及び頭部後傾
抑止装置 トヨタ Ｒ９

トヨタ／スズキ ＭＺＲ
Ａ90ＷＡＰＸＴＨ、Ｍ
ＺＲＡ92ＷＡＲＸＴ
Ｈ、ＭＺＲＡ95ＷＡＰ
ＸＴＨ、ＭＺＲＡ97Ｗ
ＡＰＸＴＨ、ＺＷＲ90
ＣＳＰＸＳＢ、ＺＷＲ
90ＣＳＲＸＳＢ、ＺＷ
Ｒ90ＲＡＰＸＳＢ、Ｚ
ＷＲ90ＲＡＰＸＴＢ、
ＺＷＲ90ＷＡＰＸＲ
Ｂ、ＺＷＲ90ＷＡＰＸ
ＳＢ、ＺＷＲ90ＷＡＰ
ＸＴＢ、ＺＷＲ90ＷＡ
ＲＸＳＢ、ＺＷＲ90Ｗ
ＡＲＸＴＢ、ＺＷＲ90
ＷＢＰＸＲＢ、ＺＷＲ
90ＷＢＰＸＳＢ、ＺＷ
Ｒ90ＷＢＲＸＳＢ、Ｚ
ＷＲ92ＷＡＰＸＳＢ、
ＺＷＲ92ＷＡＰＸＴ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

Ｂ、ＺＷＲ92ＷＢＰＸ
ＳＢ、ＺＷＲ95ＣＳＰ
ＸＳＢ、ＺＷＲ95ＷＡ
ＰＸＲＢ、ＺＷＲ95Ｗ
ＡＰＸＳＢ、ＺＷＲ95
ＷＡＰＸＴＢ、ＺＷＲ
95ＷＢＰＸＲＢ、ＺＷ
Ｒ95ＷＢＰＸＳＢ

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ43＊28Ｒ00／
06＊0070＊02

Ｒ28 警音器 トヨタ
Ｒ９

トヨタ／スズキ ＭＺＲ
Ａ90ＷＡＰＸＴＨ、Ｍ
ＺＲＡ92ＷＡＲＸＴ
Ｈ、ＭＺＲＡ95ＷＡＰ
ＸＴＨ、ＭＺＲＡ97Ｗ
ＡＰＸＴＨ、ＺＷＲ90
ＣＳＰＸＳＢ、ＺＷＲ
90ＣＳＲＸＳＢ、ＺＷ
Ｒ90ＲＡＰＸＳＢ、Ｚ
ＷＲ90ＲＡＰＸＴＢ、
ＺＷＲ90ＷＡＰＸＲ
Ｂ、ＺＷＲ90ＷＡＰＸ
ＳＢ、ＺＷＲ90ＷＡＰ
ＸＴＢ、ＺＷＲ90ＷＡ
ＲＸＳＢ、ＺＷＲ90Ｗ
ＡＲＸＴＢ、ＺＷＲ90
ＷＢＰＸＲＢ、ＺＷＲ
90ＷＢＰＸＳＢ、ＺＷ
Ｒ90ＷＢＲＸＳＢ、Ｚ
ＷＲ92ＷＡＰＸＳＢ、
ＺＷＲ92ＷＡＰＸＴ
Ｂ、ＺＷＲ92ＷＢＰＸ
ＳＢ、ＺＷＲ95ＣＳＰ
ＸＳＢ、ＺＷＲ95ＷＡ
ＰＸＲＢ、ＺＷＲ95Ｗ
ＡＰＸＳＢ、ＺＷＲ95
ＷＡＰＸＴＢ、ＺＷＲ
95ＷＢＰＸＲＢ、ＺＷ
Ｒ95ＷＢＰＸＳＢ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報
〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 三 十 四 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

三 月 十 一 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追

加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示

す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 三 十 五 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

三 月 十 一 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追

加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示

す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 三 十 六 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

三 月 十 一 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追

加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示

す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲




型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ43＊39Ｒ01／
02＊0091＊04

Ｒ39 速度計 トヨタ
Ｒ９

トヨタ／スズキ ＭＺＲ
Ａ90ＷＡＰＸＴＨ、Ｍ
ＺＲＡ92ＷＡＲＸＴ
Ｈ、ＭＺＲＡ95ＷＡＰ
ＸＴＨ、ＭＺＲＡ97Ｗ
ＡＰＸＴＨ、ＺＷＲ90
ＣＳＰＸＳＢ、ＺＷＲ
90ＣＳＲＸＳＢ、ＺＷ
Ｒ90ＲＡＰＸＲＢ、Ｚ
ＷＲ90ＲＡＰＸＳＢ、
ＺＷＲ90ＲＡＰＸＴ
Ｂ、ＺＷＲ90ＲＡＲＸ
ＴＢ、ＺＷＲ90ＷＡＰ
ＸＲＢ、ＺＷＲ90ＷＡ
ＰＸＳＢ、ＺＷＲ90Ｗ
ＡＰＸＴＢ、ＺＷＲ90
ＷＡＲＸＳＢ、ＺＷＲ
90ＷＡＲＸＴＢ、ＺＷ
Ｒ90ＷＢＰＸＲＢ、Ｚ
ＷＲ90ＷＢＰＸＳＢ、
ＺＷＲ90ＷＢＲＸＳ
Ｂ、ＺＷＲ92ＷＡＰＸ
ＳＢ、ＺＷＲ92ＷＡＰ
ＸＴＢ、ＺＷＲ92ＷＢ
ＰＸＳＢ、ＺＷＲ95Ｃ
ＳＰＸＳＢ、ＺＷＲ95
ＷＡＰＸＲＢ、ＺＷＲ
95ＷＡＰＸＳＢ、ＺＷ
Ｒ95ＷＡＰＸＴＢ、Ｚ
ＷＲ95ＷＢＰＸＲＢ、
ＺＷＲ95ＷＢＰＸＳＢ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ43＊43Ｒ01／
12＊0014＊02

Ｒ43 窓ガラス トヨタ
Ｒ９

トヨタ／スズキ ＭＺＲ
Ａ90ＷＡＰＸＴＨ、Ｍ
ＺＲＡ92ＷＡＲＸＴ
Ｈ、ＭＺＲＡ95ＷＡＰ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

ＸＴＨ、ＭＺＲＡ97Ｗ
ＡＰＸＴＨ、ＺＷＲ90
ＣＳＰＸＳＢ、ＺＷＲ
90ＣＳＲＸＳＢ、ＺＷ
Ｒ90ＲＡＰＸＳＢ、Ｚ
ＷＲ90ＲＡＰＸＴＢ、
ＺＷＲ90ＷＡＰＸＲ
Ｂ、ＺＷＲ90ＷＡＰＸ

ＳＢ、ＺＷＲ90ＷＡＰ
ＸＴＢ、ＺＷＲ90ＷＡ
ＲＸＳＢ、ＺＷＲ90Ｗ
ＡＲＸＴＢ、ＺＷＲ90
ＷＢＰＸＲＢ、ＺＷＲ
90ＷＢＰＸＳＢ、ＺＷ
Ｒ90ＷＢＲＸＳＢ、Ｚ
ＷＲ92ＷＡＰＸＳＢ、
ＺＷＲ92ＷＡＰＸＴ
Ｂ、ＺＷＲ92ＷＢＰＸ
ＳＢ、ＺＷＲ95ＣＳＰ
ＸＳＢ、ＺＷＲ95ＷＡ
ＰＸＲＢ、ＺＷＲ95Ｗ
ＡＰＸＳＢ、ＺＷＲ95
ＷＡＰＸＴＢ、ＺＷＲ
95ＷＢＰＸＲＢ、ＺＷ
Ｒ95ＷＢＰＸＳＢ

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ43＊46Ｒ05／
01＊0011＊04

Ｒ46 後写鏡等及び後写
鏡等取付装置 トヨタ
Ｒ９

トヨタ／スズキ ＭＺＲ
Ａ90ＷＡＰＸＴＨ、Ｍ
ＺＲＡ92ＷＡＲＸＴ
Ｈ、ＭＺＲＡ95ＷＡＰ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

ＸＴＨ、ＭＺＲＡ97Ｗ
ＡＰＸＴＨ、ＺＷＲ90
ＣＳＰＸＳＢ、ＺＷＲ
90ＣＳＲＸＳＢ、ＺＷ
Ｒ90ＲＡＰＸＲＢ、Ｚ
ＷＲ90ＲＡＰＸＳＢ、
ＺＷＲ90ＲＡＰＸＴ
Ｂ、ＺＷＲ90ＲＡＲＸ
ＴＢ、ＺＷＲ90ＷＡＰ
ＸＲＢ、ＺＷＲ90ＷＡ
ＰＸＳＢ、ＺＷＲ90Ｗ
ＡＰＸＴＢ、ＺＷＲ90
ＷＡＲＸＳＢ、ＺＷＲ
90ＷＡＲＸＴＢ、ＺＷ
Ｒ90ＷＢＰＸＲＢ、Ｚ
ＷＲ90ＷＢＰＸＳＢ、
ＺＷＲ90ＷＢＲＸＳ
Ｂ、ＺＷＲ92ＷＡＰＸ
ＳＢ、ＺＷＲ92ＷＡＰ
ＸＴＢ、ＺＷＲ92ＷＢ
ＰＸＳＢ、ＺＷＲ95Ｃ
ＳＰＸＳＢ、ＺＷＲ95
ＷＡＰＸＲＢ、ＺＷＲ
95ＷＡＰＸＳＢ、ＺＷ
Ｒ95ＷＡＰＸＴＢ、Ｚ
ＷＲ95ＷＢＰＸＲＢ、
ＺＷＲ95ＷＢＰＸＳＢ

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 三 十 七 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

三 月 十 一 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追

加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示

す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 三 十 八 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

三 月 十 一 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追

加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示

す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲



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型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ43＊79Ｒ03／
13＊0014＊04

Ｒ79 かじ取装置 トヨ
タ Ｒ９

トヨタ／スズキ ＭＺＲ
Ａ90ＷＡＰＸＴＨ、Ｍ
ＺＲＡ92ＷＡＲＸＴ
Ｈ、ＭＺＲＡ95ＷＡＰ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

ＸＴＨ、ＭＺＲＡ97Ｗ
ＡＰＸＴＨ、ＺＷＲ90
ＣＳＰＸＳＢ、ＺＷＲ
90ＣＳＲＸＳＢ、ＺＷ
Ｒ90ＲＡＰＸＲＢ、Ｚ
ＷＲ90ＲＡＰＸＳＢ、
ＺＷＲ90ＲＡＰＸＴ
Ｂ、ＺＷＲ90ＲＡＲＸ
ＴＢ、ＺＷＲ90ＷＡＰ
ＸＲＢ、ＺＷＲ90ＷＡ
ＰＸＳＢ、ＺＷＲ90Ｗ
ＡＰＸＴＢ、ＺＷＲ90
ＷＡＲＸＳＢ、ＺＷＲ
90ＷＡＲＸＴＢ、ＺＷ
Ｒ90ＷＢＰＸＲＢ、Ｚ
ＷＲ90ＷＢＰＸＳＢ、
ＺＷＲ90ＷＢＲＸＳ
Ｂ、ＺＷＲ92ＷＡＰＸ
ＳＢ、ＺＷＲ92ＷＡＰ
ＸＴＢ、ＺＷＲ92ＷＢ
ＰＸＳＢ、ＺＷＲ95Ｃ
ＳＰＸＳＢ、ＺＷＲ95
ＷＡＰＸＲＢ、ＺＷＲ
95ＷＡＰＸＳＢ、ＺＷ
Ｒ95ＷＡＰＸＴＢ、Ｚ
ＷＲ95ＷＢＰＸＲＢ、
ＺＷＲ95ＷＢＰＸＳＢ

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ43＊94Ｒ03／
02＊0018＊03

Ｒ94 オフセット前面衝
突時の乗員保護装置 ト
ヨタ Ｒ９

トヨタ／スズキ ＭＺＲ
Ａ90ＷＡＰＸＴＨ、Ｍ
ＺＲＡ92ＷＡＲＸＴ
Ｈ、ＭＺＲＡ95ＷＡＰ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

ＸＴＨ、ＭＺＲＡ97Ｗ

ＡＰＸＴＨ、ＺＷＲ90
ＣＳＰＸＳＢ、ＺＷＲ
90ＣＳＲＸＳＢ、ＺＷ
Ｒ90ＲＡＰＸＳＢ、Ｚ
ＷＲ90ＲＡＰＸＴＢ、
ＺＷＲ90ＷＡＰＸＲ
Ｂ、ＺＷＲ90ＷＡＰＸ
ＳＢ、ＺＷＲ90ＷＡＰ
ＸＴＢ、ＺＷＲ90ＷＡ
ＲＸＳＢ、ＺＷＲ90Ｗ
ＡＲＸＴＢ、ＺＷＲ90
ＷＢＰＸＲＢ、ＺＷＲ
90ＷＢＰＸＳＢ、ＺＷ
Ｒ90ＷＢＲＸＳＢ、Ｚ
ＷＲ92ＷＡＰＸＳＢ、
ＺＷＲ92ＷＡＰＸＴ
Ｂ、ＺＷＲ92ＷＢＰＸ
ＳＢ、ＺＷＲ95ＣＳＰ
ＸＳＢ、ＺＷＲ95ＷＡ
ＰＸＲＢ、ＺＷＲ95Ｗ
ＡＰＸＳＢ、ＺＷＲ95
ＷＡＰＸＴＢ、ＺＷＲ
95ＷＢＰＸＲＢ、ＺＷ
Ｒ95ＷＢＰＸＳＢ

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 145 Ｒ
00／03＊0008＊
04

Ｒ145 年少者用補助乗
車装置取付具 トヨタ
Ｒ９

トヨタ／スズキ ＭＺＲ
Ａ90ＷＡＰＸＴＨ、Ｍ
ＺＲＡ92ＷＡＲＸＴ
Ｈ、ＭＺＲＡ95ＷＡＰ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

ＸＴＨ、ＭＺＲＡ97Ｗ
ＡＰＸＴＨ、ＺＷＲ90
ＣＳＰＸＳＢ、ＺＷＲ
90ＣＳＲＸＳＢ、ＺＷ
Ｒ90ＲＡＰＸＲＢ、Ｚ
ＷＲ90ＲＡＰＸＳＢ、
ＺＷＲ90ＲＡＰＸＴ
Ｂ、ＺＷＲ90ＲＡＲＸ
ＴＢ、ＺＷＲ90ＷＡＰ
ＸＲＢ、ＺＷＲ90ＷＡ
ＰＸＳＢ、ＺＷＲ90Ｗ
ＡＰＸＴＢ、ＺＷＲ90
ＷＡＲＸＳＢ、ＺＷＲ
90ＷＡＲＸＴＢ、ＺＷ
Ｒ90ＷＢＰＸＲＢ、Ｚ
ＷＲ90ＷＢＰＸＳＢ、
ＺＷＲ90ＷＢＲＸＳ
Ｂ、ＺＷＲ92ＷＡＰＸ
ＳＢ、ＺＷＲ92ＷＡＰ

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 三 十 九 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

三 月 十 一 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追

加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示

す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 四 十 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

三 月 十 一 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追

加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示

す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 四 十 一 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

三 月 十 一 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追

加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示

す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲






型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 155 Ｒ
00／03＊0089＊
02

Ｒ155 サイバーセキュ
リティー トヨタ ＡＮ
２Ｐ（ＪＰ，ｔｈ）

トヨタ ＧＵＮ226Ｄ
ＴＴＨＸ、ＧＵＮ227Ｌ
ＤＴＴＨＲＷ、ＧＵＮ
227ＬＤＴＴＬＲＷ、
ＧＵＮ227ＬＤＴＴＭ
ＲＷ、ＧＵＮ227ＬＤ
ＴＴＰＲＷ、ＸＰＮ225
ＬＤＴＤＨＳＷ、ＸＰ
Ｎ225ＬＤＴＤＬＳＷ、
ＸＰＮ225ＲＤＴＤＨ
ＳＷ、ＸＰＮ225ＲＤ
ＴＤＬＳＷ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 155 Ｒ
00／03＊0100＊
01

Ｒ155 サイバーセキュ
リティー レクサス Ｘ
Ｚ２Ｌ

レクサス ＡＸＺＨ21
ＡＥＸＧＢ、ＡＸＺＨ21
ＬＡＥＸＧＢＷ、ＡＸ
ＺＨ21ＲＡＥＸＧＢ
Ｗ、ＡＸＺＨ26ＡＥＸ
ＧＢ、ＡＸＺＨ26ＬＡ
ＥＸＧＢＷ、ＡＸＺＨ26
ＲＡＥＸＧＢＷ、ＸＸ
ＺＭ21ＡＥＤＧＮ、Ｘ
ＸＺＭ21ＬＡＥＤＧＬ
Ｗ、ＸＸＺＭ21ＲＡＥ
ＤＧＬＷ、ＸＸＺＭ26
ＡＥＤＧＮ、ＸＸＺＭ26
ＬＡＥＤＧＮＷ、ＸＸ
ＺＭ26ＲＡＥＤＧＮＷ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

自Ｇ3159 一酸化炭素等発散防止装
置 スズキ ５ＢＤＤＲ
06ＡＥ２

スズキ ５ＢＤＤＡ17
Ｖ、マツダ ５ＢＤＤ
Ｇ17Ｖ、ニッサン ５Ｂ
ＤＤＲ17Ｖ、三菱 ５
ＢＤＤＳ17Ｖ、スズキ
５ＢＤＤＡ18Ｖ、マ
ツダ ５ＢＤＤＧ18
Ｖ、ニッサン ５ＢＤ
ＤＲ18Ｖ、三菱 ５Ｂ
ＤＤＳ18Ｖ

スズキ株式会社 静岡県浜松
市中央区高塚町300番地

自Ｇ3160 一酸化炭素等発散防止装
置 スズキ ３ＢＤＤＲ
06ＡＥ４

スズキ ３ＢＤＤＡ17
Ｖ、マツダ ３ＢＤＤ
Ｇ17Ｖ、ニッサン ３Ｂ
ＤＤＲ17Ｖ、三菱 ３
ＢＤＤＳ17Ｖ、スズキ
３ＢＤＤＡ18Ｖ、マ
ツダ ３ＢＤＤＧ18
Ｖ、ニッサン ３ＢＤ
ＤＲ18Ｖ、三菱 ３Ｂ
ＤＤＳ18Ｖ

〃

自Ｇ3288 一酸化炭素等発散防止装
置 スズキ ３ＢＤＤＲ
06ＡＴ２

〃 〃

自Ｇ3289 一酸化炭素等発散防止装
置 スズキ ３ＢＡＤＲ
06ＡＴ２

スズキ ３ＢＡＤＡ17
Ｗ、マツダ ３ＢＡＤ
Ｇ17Ｗ、ニッサン ３Ｂ
ＡＤＲ17Ｗ、三菱 ３
ＢＡＤＳ17Ｗ、スズキ
３ＢＡＤＡ18Ｗ、マ
ツダ ３ＢＡＤＧ18
Ｗ、ニッサン ３ＢＡ
ＤＲ18Ｗ、三菱 ３Ｂ
ＡＤＳ18Ｗ

〃
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ＸＴＢ、ＺＷＲ92ＷＢ
ＰＸＳＢ、ＺＷＲ95Ｃ
ＳＰＸＳＢ、ＺＷＲ95
ＷＡＰＸＲＢ、ＺＷＲ
95ＷＡＰＸＳＢ、ＺＷ
Ｒ95ＷＡＰＸＴＢ、Ｚ
ＷＲ95ＷＢＰＸＲＢ、
ＺＷＲ95ＷＢＰＸＳＢ

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 四 十 二 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

三 月 十 七 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追

加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示

す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 四 十 三 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

三 月 十 七 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追

加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示

す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 四 十 四 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

三 月 十 八 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追

加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示

す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 四 十 五 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

三 月 十 八 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追

加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示

す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲






型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

自Ｇ3264 一酸化炭素等発散防止装
置 スズキ ５ＡＡＭＲ
06ＤＥ２

スズキ ５ＡＡＭＫ94
Ｓ、マツダ ５ＡＡＭ
Ｍ94Ｓ、スズキ ５Ａ
ＡＭＸ91Ｓ、スズキ
５ＡＡＨＡ97Ｓ、マツ
ダ ５ＡＡＨＢ97Ｓ、
スズキ ５ＡＡＨＥ93
Ｓ、スズキ ５ＡＡＭ
Ｈ95Ｓ、マツダ ５Ａ
ＡＭＪ95Ｓ、スズキ
５ＡＡＭＲ92Ｓ、マツ
ダ ５ＡＡＭＳ92Ｓ

スズキ株式会社 静岡県浜松
市中央区高塚町300番地

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 156 Ｒ
00／00＊0102＊
01

Ｒ156 ソフトウェア
アップデート レクサス
ＸＺ２Ｌ

ＡＸＺＨ21ＡＥＸＧ
Ｂ、ＡＸＺＨ21ＬＡＥ
ＸＧＢＷ、ＡＸＺＨ21
ＲＡＥＸＧＢＷ、ＡＸ
ＺＨ26ＡＥＸＧＢ、Ａ
ＸＺＨ26ＬＡＥＸＧＢ
Ｗ、ＡＸＺＨ26ＲＡＥ
ＸＧＢＷ、ＸＸＺＭ21
ＡＥＤＧＮ、ＸＸＺＭ21
ＬＡＥＤＧＬＷ、ＸＸ
ＺＭ21ＲＡＥＤＧＬ
Ｗ、ＸＸＺＭ26ＡＥＤ
ＧＮ、ＸＸＺＭ26ＬＡ
ＥＤＧＮＷ、ＸＸＺＭ26
ＲＡＥＤＧＮＷ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 156 Ｒ
00／00＊0091＊
02

Ｒ156 ソフトウェア
アップデート トヨタ
ＡＮ２Ｐ（ＪＰ，ｔｈ）

ＧＵＮ226ＤＴＴＨＸ、
ＧＵＮ227ＬＤＴＴＨ
ＲＷ、ＧＵＮ227ＬＤ
ＴＴＬＲＷ、ＧＵＮ227
ＬＤＴＴＭＲＷ、ＧＵ
Ｎ227ＬＤＴＴＰＲＷ、
ＸＰＮ225ＬＤＴＤＨ
ＳＷ、ＸＰＮ225ＬＤ
ＴＤＬＳＷ、ＸＰＮ225
ＲＤＴＤＨＳＷ、ＸＰ
Ｎ225ＲＤＴＤＬＳＷ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 155 Ｒ
00／03＊0006＊
03

Ｒ155 サイバーセキュ
リティー トヨタ ＺＥ
１Ｊ（ＪＰ）

ＭＺＥＡ17ＢＥＦＮ
Ｂ、ＺＷＥ215ＡＥＸ
ＥＢ、ＺＷＥ215ＡＥ
ＸＧＢ、ＺＷＥ215Ａ
ＥＸＮＢ、ＺＷＥ215
ＡＥＸＳＢ、ＺＷＥ215
ＷＡＷＸＥＢ、ＺＷＥ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

215ＷＡＷＸＧＢ、Ｚ
ＷＥ215ＷＡＷＸＮＢ、
ＺＷＥ215ＷＡＷＸＳ
Ｂ、ＺＷＥ219ＡＥＸ
ＥＢ、ＺＷＥ219ＡＥ
ＸＧＢ、ＺＷＥ219Ａ
ＥＸＮＢ、ＺＷＥ219
ＡＥＸＳＢ、ＺＷＥ219
ＢＥＸＮＢ、ＺＷＥ219
ＷＡＷＸＥＢ、ＺＷＥ
219ＷＡＷＸＧＢ、Ｚ
ＷＥ219ＷＡＷＸＮＢ、
ＺＷＥ219ＷＡＷＸＳ
Ｂ

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 四 十 六 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

三 月 二 十 六 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を

追 加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告

示 す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ43＊43Ｒ01／
12＊0005＊02

Ｒ43 窓ガラス トヨタ
ＴＰ１（ＪＰ）

トヨタ ＮＴＰ10ＡＨ
ＸＤＮ、ＮＴＰ10ＡＨ
ＸＧＮ、ＮＴＰ10ＲＡ
ＨＸＤＮ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 四 十 七 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

四 月 七 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追 加

し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示 す

る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 四 十 九 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

四 月 八 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追 加

し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示 す

る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 四 十 八 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

四 月 八 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追 加

し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示 す

る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 156 Ｒ
00／00＊0005＊
03

Ｒ156 ソフトウェア
アップデート トヨタ
ＺＥ１Ｊ（ＪＰ）

ＭＺＥＡ17ＢＥＦＮ
Ｂ、ＺＷＥ215ＡＥＸ
ＥＢ、ＺＷＥ215ＡＥ
ＸＧＢ、ＺＷＥ215Ａ
ＥＸＮＢ、ＺＷＥ215
ＡＥＸＳＢ、ＺＷＥ215
ＷＡＷＸＥＢ、ＺＷＥ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

215ＷＡＷＸＧＢ、Ｚ
ＷＥ215ＷＡＷＸＮＢ、
ＺＷＥ215ＷＡＷＸＳ
Ｂ、ＺＷＥ219ＡＥＸ
ＥＢ、ＺＷＥ219ＡＥ
ＸＧＢ、ＺＷＥ219Ａ
ＥＸＮＢ、ＺＷＥ219
ＡＥＸＳＢ、ＺＷＥ219
ＢＥＸＮＢ、ＺＷＥ219
ＷＡＷＸＥＢ、ＺＷＥ
219ＷＡＷＸＧＢ、Ｚ
ＷＥ219ＷＡＷＸＮＢ、
ＺＷＥ219ＷＡＷＸＳ
Ｂ

17、ＭＺＥＡ17Ｗ、ＺＲ
Ｅ219Ｈ、ＺＶＧ11、Ｍ
ＺＲＡ90Ｗ、ＡＧＨ40Ｗ、
ＦＪＡ300Ｗ、ＧＤＨ303
Ｗ、ＭＸＡＡ54、ＭＸＵ
Ａ85、ＡＺＳＨ30、ＸＥ
ＡＭ10、ＧＲＧ75、ＡＺ
ＳＨ36Ｗ、ＧＤＪ250Ｗ、
ＧＵＮ125、ＡＺＳＨ38
Ｗ、ＡＺＳＨ32、ＬＡ
350Ａ、Ｍ900Ａ、Ａ201
Ａ ＬＥＸＵＳ ＶＪＡ
310Ｗ、ＸＥＢＭ15、Ｖ
ＸＦＡ50、ＡＸＺＨ11、
ＭＺＡＨ11、ＴＡＬＡ10、
ＡＡＺＡ20、ＶＪＡ252
Ｗ、ＭＡＹＨ10、ＴＡＷ
Ｈ15Ｗ ＳＵＺＵＫＩ
ＨＡ37Ｓ、ＨＡ97Ｓ、Ｄ
Ａ17Ｗ、ＤＡ18Ｗ、ＤＡ
17Ｖ ＪＯＩＮのみ、Ｄ
Ａ18Ｖ ＪＯＩＮのみ、
ＪＢ64Ｗ、ＭＫ53Ｓ、Ｍ
Ｋ94Ｓ、ＭＫ54Ｓ、ＭＲ
52Ｓ、ＭＲ92Ｓ、ＨＥ33
Ｓ、ＨＥ93Ｓ、ＭＨ35Ｓ、
ＭＨ55Ｓ、ＭＨ85Ｓ、Ｍ
Ｈ95Ｓ、ＭＸ81Ｓ、ＭＸ
91Ｓ、ＦＦ21Ｓ、ＹＤ21
Ｓ、ＹＥ21Ｓ、ＹＥＡ１
Ｓ、ＹＥＨ１Ｓ、ＭＮ71
Ｓ、ＭＮＤ１Ｓ、ＪＢ74
Ｗ、ＺＣ13Ｓ、ＺＣ53Ｓ、
ＺＤ53Ｓ、ＺＣ83Ｓ、Ｚ
Ｄ83Ｓ、ＺＣ43Ｓ、ＺＣ
33Ｓ、ＺＣＤＤＳ、ＺＤ
ＤＤＳ、ＺＣＥＤＳ、Ｚ
ＤＥＤＳ、ＭＡ27Ｓ、Ｍ
Ａ37Ｓ、ＭＡＤ７Ｓ、Ｍ
Ａ47Ｓ、ＺＷＲ90Ｃ、Ｚ
ＷＲ95Ｃ、ＭＺＲＡ90Ｃ、
ＭＺＲＡ95Ｃ、ＷＤＢ３
Ｓ、ＷＥＢ３Ｓ、ＪＣ74
Ｗ、ＰＡ２ＡＳ、ＰＢ３
ＡＳ ＮＩＳＳＡＮ Ｅ
13、Ｐ15、Ｅ52、Ｍ20、
Ｔ33、ＦＥ０、Ｖ37、Ｚ

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 129 Ｒ
03／10＊0003＊
04

Ｒ129 年少者用補助乗
車装置 Ｊｏｙｓｏｎ
Ｓａｆｅｔｙ Ｓｙｓｔ
ｅｍｓ Ｊａｐａｎ Ｔ
Ｋ04046

ＴＯＹＯＴＡ ＭＸＷＨ
60、ＪＰＤ20、ＵＷＧ60、
ＫＳＰ210、ＭＸＰＢ10、
ＭＸＰＫ11、ＭＸＰＣ10
Ｇ、ＮＴＰ10、ＭＺＥＡ

Joyson Safety Systems Ja‑
pan合同会社 滋賀県愛知郡
愛荘町愛知川658

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 五 十 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

四 月 八 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追 加

し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示 す

る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 五 十 一 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

四 月 十 五 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追

加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示

す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ43＊21Ｒ01／
05＊0021＊01

Ｒ21 内装 トヨタ Ｊ
24

ＴＲＪ240ＬＧＧＴＨ
Ｋ、ＴＲＪ240ＬＧＧ
ＴＰＫ、ＴＲＪ240Ｒ
ＧＧＴＨＫＮ、ＴＲＪ
240ＲＧＧＴＰＫＥ、
ＴＲＪ240ＲＧＧＴＰ
ＫＮ、ＴＲＪ240ＷＧ
ＧＴＨＫ、ＴＲＪ240Ｗ
ＧＧＴＰＫ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 五 十 二 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

四 月 十 七 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追

加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示

す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲






型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 155 Ｒ
00／03＊0012＊
02

Ｒ155 サイバーセキュ
リティー トヨタ ＡＨ
４

ＡＡＨＨ40ＷＰＦＸＬ
Ｂ、ＡＡＨＨ40ＷＰＦ
ＸＱＢ、ＡＡＨＨ40Ｗ
ＰＦＸＲＢ、ＡＡＨＨ40
ＷＰＦＸＴＢ、ＡＡＨ
Ｈ40ＷＰＦＸＶＢ、Ａ
ＡＨＨ40ＷＰＦＸＺ
Ｂ、ＡＡＨＨ40ＷＰＲ
ＸＱＢ、ＡＡＨＨ45Ｗ
ＰＦＸＬＢ、ＡＡＨＨ45
ＷＰＦＸＱＢ、ＡＡＨ
Ｈ45ＷＰＦＸＲＢ、Ａ
ＡＨＨ45ＷＰＦＸＴ
Ｂ、ＡＡＨＨ45ＷＰＦ
ＸＶＢ、ＡＡＨＨ45Ｗ
ＰＦＸＺＢ、ＡＡＨＨ45
ＷＰＲＸＱＢ、ＡＡＨ
Ｐ45ＷＰＰＸＬＢ、Ａ
ＡＨＰ45ＷＰＰＸＴ
Ｂ、ＡＡＨＰ45ＷＰＰ
ＸＶＢ、ＡＡＨＰ45Ｗ
ＰＰＸＺＢ、ＡＧＨ40
ＷＰＦＸＬＫ、ＡＧＨ
40ＷＰＦＸＱＫ、ＡＧ
Ｈ40ＷＰＦＸＲＫ、Ａ
ＧＨ40ＷＰＦＸＴＫ、
ＡＧＨ45ＷＰＦＸＬ
Ｋ、ＡＧＨ45ＷＰＦＸ
ＱＫ、ＡＧＨ45ＷＰＦ
ＸＲＫ、ＡＧＨ45ＷＰ
ＦＸＴＫ、ＴＡＨＡ40
ＷＰＦＺＴＴ、ＴＡＨ
Ａ45ＷＰＦＺＴＴ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

Ａ１、ＶＹ12、ＫＥ０、
ＡＡ１、ＢＡ１、ＢＡ２、
Ｃ28、ＲＺ34、ＺＥ２、
Ｅ26 ＭＩＴＳＵＢＩＳ
ＨＩ Ｂ34Ｗ、Ｂ35Ｗ、
Ｂ37Ｗ、Ｂ38Ｗ、Ｂ33Ｗ、
Ｂ36Ｗ、ＢＡ１Ａ、ＢＡ
２Ａ、ＢＡ５Ａ、ＢＡ６
Ａ

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式、＊は、
当該自動車の仕様を区分
する記号が付される場合
がある。）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

自Ｇ2925 一酸化炭素等発散防止装
置 三菱 Ｍ６Ｍ60Ｔ
6280

三菱 ２ＫＧＦ＊＊＊
＊＊＊、三菱 ２ＤＧ
Ｆ＊＊＊＊＊＊、三菱
２ＰＧＭＰ＊＊＊＊
＊、三菱 ２ＫＧＭＰ
＊＊＊＊＊、三菱 ２Ｗ
ＧＭＰ＊＊＊＊＊

三菱ふそうトラック・バス株
式会社 神奈川県川崎市中原
区大倉町10番地

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 五 十 三 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

四 月 二 十 二 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を

追 加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告

示 す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 五 十 四 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

四 月 二 十 三 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を

追 加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告

示 す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 166 Ｒ
01／00＊0003＊
01

Ｒ166 直前直左右確認
装置 レクサス ＸＺ２
Ｌ

ＡＸＺＨ21ＡＥＸＧ
Ｂ、ＡＸＺＨ26ＡＥＸ
ＧＢ、ＸＸＺＭ21ＡＥ
ＤＧＮ、ＸＸＺＭ26Ａ
ＥＤＧＮ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 五 十 五 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

四 月 二 十 八 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を

追 加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告

示 す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

自Ｇ3356 一酸化炭素等発散防止装
置 トヨタ ６ＡＡＡ
25ＡＦＸＳ３

レクサス ６ＡＡＡＡ
ＷＨ15Ｗ、トヨタ ６Ａ
ＡＡＡＨＨ45Ｗ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 五 十 六 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

四 月 二 十 八 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を

追 加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告

示 す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 五 十 七 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

六 月 三 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追 加

し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示 す

る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲




型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ43＊43Ｒ01／
12＊0016＊01

Ｒ43 窓ガラス トヨタ
ＸＰＣ１

ＭＸＰＣ10ＧＭＮＸＮ
Ｂ、ＭＸＰＣ10ＧＭＮ
ＸＱＢ、ＭＸＰＣ10Ｇ
ＭＮＸＵＢ、ＭＸＰＣ10
ＧＭＷＸＮＢ、ＭＸＰ
Ｃ10ＧＭＷＸＱＢ、Ｍ
ＸＰＣ10ＧＭＷＸＵ
Ｂ、ＭＸＰＣ12ＧＭＮ
ＸＮＢ、ＭＸＰＣ12Ｇ
ＭＮＸＱＢ、ＭＸＰＣ12
ＧＭＮＸＵＢ、ＭＸＰ
Ｌ10ＧＭＮＸＮＢ、Ｍ
ＸＰＬ10ＧＭＮＸＱ
Ｂ、ＭＸＰＬ10ＧＭＮ
ＸＵＢ、ＭＸＰＬ10Ｇ
ＭＷＸＮＢ、ＭＸＰＬ10
ＧＭＷＸＱＢ、ＭＸＰ
Ｌ10ＧＭＷＸＵＢ、Ｍ
ＸＰＬ10ＲＭＷＸＮ
Ｂ、ＭＸＰＬ10ＲＭＷ
ＸＵＢ、ＭＸＰＬ12Ｇ
ＭＮＸＮＢ、ＭＸＰＬ12
ＧＭＮＸＱＢ、ＭＸＰ
Ｌ12ＧＭＮＸＵＢ、Ｍ
ＸＰＬ15ＧＭＮＸＮ
Ｂ、ＭＸＰＬ15ＧＭＮ
ＸＱＢ、ＭＸＰＬ15Ｇ
ＭＮＸＵＢ、ＭＸＰＬ15
ＧＭＷＸＮＢ、ＭＸＰ
Ｌ15ＧＭＷＸＱＢ、Ｍ
ＸＰＬ15ＧＭＷＸＵＢ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 155 Ｒ
00／03＊0085＊
01

Ｒ155 サイバーセキュ
リティー トヨタ ＸＡ
６

ＡＸＡＬ62ＬＡＮＸＧ
ＢＷ、ＡＸＡＬ62ＬＡ
ＮＸＭＢＷ、ＡＸＡＬ62
ＬＡＮＸＰＢＷ、ＡＸ
ＡＬ62ＬＥＮＸＧＢ
Ｗ、ＡＸＡＬ62ＬＥＮ
ＸＭＢＷ、ＡＸＡＬ62
ＬＥＮＸＰＢＷ、ＡＸ
ＡＬ62ＲＡＮＸＧＢ
Ｗ、ＡＸＡＬ62ＲＡＮ
ＸＭＢＷ、ＡＸＡＬ62
ＲＡＮＸＰＢＷ、ＡＸ
ＡＬ62ＲＥＮＸＧＢ
Ｗ、ＡＸＡＬ62ＲＥＮ
ＸＭＢＷ、ＡＸＡＬ62
ＲＥＮＸＰＢＷ、ＡＸ
ＡＬ64ＬＡＮＸＧＢ
Ｗ、ＡＸＡＬ64ＬＡＮ
ＸＭＢＷ、ＡＸＡＬ64
ＬＡＮＸＰＢＷ、ＡＸ
ＡＬ64ＬＡＮＸＺＢ
Ｗ、ＡＸＡＬ64ＬＥＮ
ＸＧＢＷ、ＡＸＡＬ64
ＬＥＮＸＭＢＷ、ＡＸ
ＡＬ64ＬＥＮＸＰＢ
Ｗ、ＡＸＡＬ64ＬＥＮ
ＸＺＢＷ、ＡＸＡＬ64
ＲＡＮＸＧＢＷ、ＡＸ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

ＡＬ64ＲＡＮＸＭＢ
Ｗ、ＡＸＡＬ64ＲＡＮ
ＸＰＢＷ、ＡＸＡＬ64
ＲＡＮＸＺＢＷ、ＡＸ
ＡＬ64ＲＥＮＸＧＢ
Ｗ、ＡＸＡＬ64ＲＥＮ
ＸＭＢＷ、ＡＸＡＬ64
ＲＥＮＸＰＢＷ、ＡＸ
ＡＬ64ＲＥＮＸＺＢ
Ｗ、ＡＸＡＮ62ＡＮＸ

令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 156 Ｒ
00／00＊0025＊
02

Ｒ156 ソフトウェア
アップデート トヨタ
ＸＧ１ＴＪ（ＪＰ，ａ）

ＭＸＧＨ15ＲＨＸＲ
Ｂ、ＺＶＧ13ＲＨＸＥ
Ｂ、ＺＶＧ13ＲＨＸＮ
Ｂ、ＺＶＧ16ＲＨＸＥ
Ｂ、ＺＶＧ16ＲＨＸＮ
Ｂ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 五 十 八 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

六 月 五 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追 加

し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示 す

る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 五 十 九 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

六 月 十 一 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追

加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示

す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 161 Ｒ
00／05＊0002＊
01

Ｒ161 四輪自動車等の
施錠装置 トヨタ Ｓ23

ＡＺＳＨ34ＲＡＥＸＭ
Ｂ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 六 十 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

六 月 二 十 五 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を

追 加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告

示 す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲






ＭＢ、ＡＸＡＮ64ＡＮ
ＸＧＢ、ＡＸＡＮ64Ａ
ＮＸＭＢ、ＡＸＡＮ64
ＡＮＸＶＢ、ＡＸＡＮ
64ＡＮＸＺＢ、ＡＸＡ
Ｐ62ＡＮＸＳＢ、ＡＸ
ＡＰ62ＬＡＮＸＧＢ
Ｗ、ＡＸＡＰ62ＬＡＮ
ＸＭＢＷ、ＡＸＡＰ62
ＬＡＮＸＰＢＷ、ＡＸ
ＡＰ62ＬＥＮＸＧＢ
Ｗ、ＡＸＡＰ62ＬＥＮ
ＸＭＢＷ、ＡＸＡＰ62
ＬＥＮＸＰＢＷ、ＡＸ
ＡＰ62ＲＡＮＸＧＢ
Ｗ、ＡＸＡＰ62ＲＡＮ
ＸＭＢＷ、ＡＸＡＰ62
ＲＡＮＸＰＢＷ、ＡＸ
ＡＰ62ＲＥＮＸＧＢ
Ｗ、ＡＸＡＰ62ＲＥＮ
ＸＭＢＷ、ＡＸＡＰ62
ＲＥＮＸＰＢＷ、ＡＸ
ＡＰ64ＡＮＸＰＢ、Ａ
ＸＡＰ64ＡＮＸＳＢ、
ＡＸＡＰ64ＡＮＸＺ
Ｂ、ＡＸＡＰ64ＬＡＮ
ＸＧＢＷ、ＡＸＡＰ64
ＬＡＮＸＭＢＷ、ＡＸ
ＡＰ64ＬＡＮＸＰＢ
Ｗ、ＡＸＡＰ64ＬＡＮ
ＸＺＢＷ、ＡＸＡＰ64
ＬＥＮＸＧＢＷ、ＡＸ
ＡＰ64ＬＥＮＸＭＢ
Ｗ、ＡＸＡＰ64ＬＥＮ
ＸＰＢＷ、ＡＸＡＰ64
ＬＥＮＸＺＢＷ、ＡＸ
ＡＰ64ＲＡＮＸＧＢ
Ｗ、ＡＸＡＰ64ＲＡＮ
ＸＭＢＷ、ＡＸＡＰ64
ＲＡＮＸＰＢＷ、ＡＸ
ＡＰ64ＲＡＮＸＺＢ
Ｗ、ＡＸＡＰ64ＲＥＮ
ＸＧＢＷ、ＡＸＡＰ64
ＲＥＮＸＭＢＷ、ＡＸ
ＡＰ64ＲＥＮＸＰＢ
Ｗ、ＡＸＡＰ64ＲＥＮ
ＸＺＢＷ

令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 六 十 一 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

六 月 二 十 五 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を

追 加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告

示 す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 155 Ｒ
00／03＊0086＊
01

Ｒ155 サイバーセキュ
リティー スズキ ＸＡ
６（Ｓ）

ＡＸＡＰ64ＬＹＮＸＰ
ＢＷ、ＡＸＡＰ64ＬＺ
ＮＸＰＢＷ

スズキ株式会社 静岡県浜松
市中央区高塚町300番地

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 六 十 二 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

七 月 七 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追 加

し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示 す

る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 155 Ｒ
00／03＊0073＊
01

Ｒ155 サイバーセキュ
リティー トヨタ ＸＵ
８（ＪＰ）

ＡＸＵＨ80ＡＮＸＧ
Ｂ、ＡＸＵＨ80ＡＮＸ
ＳＢ、ＡＸＵＨ85ＡＮ
ＸＧＢ、ＡＸＵＨ85Ａ
ＮＸＳＢ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 六 十 三 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

七 月 七 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追 加

し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示 す

る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 156 Ｒ
00／00＊0074＊
01

Ｒ156 ソフトウェア
アップデート トヨタ
ＸＵ８（ＪＰ）

ＡＸＵＨ80ＡＮＸＧ
Ｂ、ＡＸＵＨ80ＡＮＸ
ＳＢ、ＡＸＵＨ85ＡＮ
ＸＧＢ、ＡＸＵＨ85Ａ
ＮＸＳＢ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 六 十 四 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

七 月 十 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追 加

し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示 す

る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 141 Ｒ
01／02＊0004＊
01

Ｒ141 タイヤ空気圧監
視装置 トヨタ Ｓ23

ＡＺＳＨ33ＬＡＥＸＢ
Ｂ、ＴＺＳＨ35ＬＡＥ
ＴＡＴ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地



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和

年


月


日
木
曜
日
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外
第



号
)
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ＡＰ62ＬＡＮＸＧＢ
Ｗ、ＡＸＡＰ62ＬＡＮ
ＸＭＢＷ、ＡＸＡＰ62
ＬＡＮＸＰＢＷ、ＡＸ
ＡＰ62ＬＥＮＸＧＢ

ＬＡＮＸＰＢＷ、ＡＸ
ＡＬ62ＬＥＮＸＧＢ
Ｗ、ＡＸＡＬ62ＬＥＮ
ＸＭＢＷ、ＡＸＡＬ62
ＬＥＮＸＰＢＷ、ＡＸ
ＡＬ62ＲＡＮＸＧＢ
Ｗ、ＡＸＡＬ62ＲＡＮ
ＸＭＢＷ、ＡＸＡＬ62
ＲＡＮＸＰＢＷ、ＡＸ
ＡＬ62ＲＥＮＸＧＢ
Ｗ、ＡＸＡＬ62ＲＥＮ
ＸＭＢＷ、ＡＸＡＬ62
ＲＥＮＸＰＢＷ、ＡＸ
ＡＬ64ＬＡＮＸＧＢ
Ｗ、ＡＸＡＬ64ＬＡＮ
ＸＭＢＷ、ＡＸＡＬ64
ＬＡＮＸＰＢＷ、ＡＸ
ＡＬ64ＬＡＮＸＺＢ
Ｗ、ＡＸＡＬ64ＬＥＮ
ＸＧＢＷ、ＡＸＡＬ64
ＬＥＮＸＭＢＷ、ＡＸ
ＡＬ64ＬＥＮＸＰＢ
Ｗ、ＡＸＡＬ64ＬＥＮ
ＸＺＢＷ、ＡＸＡＬ64
ＲＡＮＸＧＢＷ、ＡＸ
ＡＬ64ＲＡＮＸＭＢ
Ｗ、ＡＸＡＬ64ＲＡＮ
ＸＰＢＷ、ＡＸＡＬ64
ＲＡＮＸＺＢＷ、ＡＸ
ＡＬ64ＲＥＮＸＧＢ
Ｗ、ＡＸＡＬ64ＲＥＮ
ＸＭＢＷ、ＡＸＡＬ64
ＲＥＮＸＰＢＷ、ＡＸ
ＡＬ64ＲＥＮＸＺＢ
Ｗ、ＡＸＡＮ62ＡＮＸ
ＭＢ、ＡＸＡＮ64ＡＮ
ＸＧＢ、ＡＸＡＮ64Ａ
ＮＸＭＢ、ＡＸＡＮ64
ＡＮＸＶＢ、ＡＸＡＮ
64ＡＮＸＺＢ、ＡＸＡ
Ｐ62ＡＮＸＳＢ、ＡＸ

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 156 Ｒ
00／00＊0087＊
01

Ｒ156 ソフトウェア
アップデート トヨタ
ＸＡ６

ＡＸＡＬ62ＬＡＮＸＧ
ＢＷ、ＡＸＡＬ62ＬＡ
ＮＸＭＢＷ、ＡＸＡＬ62

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

Ｗ、ＡＸＡＰ62ＬＥＮ
ＸＭＢＷ、ＡＸＡＰ62
ＬＥＮＸＰＢＷ、ＡＸ
ＡＰ62ＲＡＮＸＧＢ
Ｗ、ＡＸＡＰ62ＲＡＮ
ＸＭＢＷ、ＡＸＡＰ62
ＲＡＮＸＰＢＷ、ＡＸ
ＡＰ62ＲＥＮＸＧＢ
Ｗ、ＡＸＡＰ62ＲＥＮ
ＸＭＢＷ、ＡＸＡＰ62
ＲＥＮＸＰＢＷ、ＡＸ
ＡＰ64ＡＮＸＰＢ、Ａ
ＸＡＰ64ＡＮＸＳＢ、
ＡＸＡＰ64ＡＮＸＺ
Ｂ、ＡＸＡＰ64ＬＡＮ
ＸＧＢＷ、ＡＸＡＰ64
ＬＡＮＸＭＢＷ、ＡＸ
ＡＰ64ＬＡＮＸＰＢ
Ｗ、ＡＸＡＰ64ＬＡＮ
ＸＺＢＷ、ＡＸＡＰ64
ＬＥＮＸＧＢＷ、ＡＸ
ＡＰ64ＬＥＮＸＭＢ
Ｗ、ＡＸＡＰ64ＬＥＮ
ＸＰＢＷ、ＡＸＡＰ64
ＬＥＮＸＺＢＷ、ＡＸ
ＡＰ64ＲＡＮＸＧＢ
Ｗ、ＡＸＡＰ64ＲＡＮ
ＸＭＢＷ、ＡＸＡＰ64
ＲＡＮＸＰＢＷ、ＡＸ
ＡＰ64ＲＡＮＸＺＢ
Ｗ、ＡＸＡＰ64ＲＥＮ
ＸＧＢＷ、ＡＸＡＰ64
ＲＥＮＸＭＢＷ、ＡＸ
ＡＰ64ＲＥＮＸＰＢ
Ｗ、ＡＸＡＰ64ＲＥＮ
ＸＺＢＷ

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 六 十 五 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

七 月 十 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追 加

し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示 す

る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 六 十 六 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

七 月 十 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追 加

し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示 す

る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 156 Ｒ
00／00＊0088＊
01

Ｒ156 ソフトウェア
アップデート スズキ
ＸＡ６（Ｓ）

ＡＸＡＰ64ＬＹＮＸＰ
ＢＷ、ＡＸＡＰ64ＬＺ
ＮＸＰＢＷ

スズキ株式会社 静岡県浜松
市中央区高塚町300番地

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 六 十 七 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

七 月 十 四 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追

加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示

す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲






令
和

年


月


日
木
曜
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号
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型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 155 Ｒ
00／03＊0105＊
01

Ｒ155 サイバーセキュ
リティー サイバーセ
キュリティシステム Ｓ
ＢＲＰＦ１

Ｂ７、Ｇ６、Ｓ６、Ｖ２、
Ｚ２、Ｔ２

株式会社ＳＵＢＡＲＵ 東京
都渋谷区恵比寿一丁目20番８
号

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 139 Ｒ
00／02＊0016＊
01

Ｒ139 ブレーキアシス
トシステム トヨタ Ｊ
24

ＴＲＪ240ＬＧＧＴＨ
Ｋ、ＴＲＪ240ＬＧＧ
ＴＰＫ、ＴＲＪ240Ｒ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

ＧＧＴＨＫＮ、ＴＲＪ
240ＲＧＧＴＨＫＴ、
ＴＲＪ240ＲＧＧＴＰ
ＫＮ、ＴＲＪ240ＲＧ
ＧＴＰＫＴ、ＴＲＪ240
ＷＧＧＴＨＫ、ＴＲＪ
240ＷＧＧＴＰＫ

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 140 Ｒ
00／06＊0016＊
01

Ｒ140 横滑り防止装置
トヨタ Ｊ24

ＴＲＪ240ＬＧＧＴＨ
Ｋ、ＴＲＪ240ＬＧＧ
ＴＨＫＦ、ＴＲＪ240Ｌ

トヨタ自動車株式会社 愛知
県豊田市トヨタ町１番地

ＧＧＴＰＫ、ＴＲＪ240
ＬＧＧＴＰＫＦ、ＴＲ
Ｊ240ＲＧＧＴＨＫＮ、
ＴＲＪ240ＲＧＧＴＨ
ＫＴ、ＴＲＪ240ＲＧ
ＧＴＰＫＥ、ＴＲＪ240
ＲＧＧＴＰＫＮ、ＴＲ
Ｊ240ＲＧＧＴＰＫＴ、
ＴＲＪ240ＷＧＧＴＨ
Ｋ、ＴＲＪ240ＷＧＧ
ＴＰＫ

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式、＊は、
当該自動車の仕様を区分
する記号が付される場合
がある。）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

自Ｇ2907 一酸化炭素等発散防止装
置 日野 Ａ05ＣＴＣ
Ｂ

日野 ２＊ＧＦ＊２Ａ
Ｂ＊、日野 ２＊ＧＦ
＊２ＡＣ＊、日野 ２＊

日野自動車株式会社 東京都
日野市日野台３丁目１番地１

ＧＧ＊２ＡＢ＊、三菱
２＊ＧＹ＊２ＡＢ

＊、三菱 ２＊ＧＹ＊
２ＡＣ＊、三菱 ２＊
ＧＶ＊２ＡＢ＊、日野
２＊ＧＲ＊２Ａ＊＊
＊

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 六 十 八 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

七 月 十 四 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追

加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示

す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

Ｅ 43 ＊ 156 Ｒ
00／00＊0106＊
01

Ｒ156 ソフトウェア
アップデート プログラ
ム等改変システム ＳＢ
ＲＰＦ１

Ｂ７、Ｇ６、Ｓ６、Ｖ２、
Ｚ２、Ｔ２

株式会社ＳＵＢＡＲＵ 東京
都渋谷区恵比寿一丁目20番８
号

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 六 十 九 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

七 月 十 五 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追

加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示

す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

型式指定番号 指定装置の種類、名称
及び型式

指定装置を取り付けるこ
とができる自動車の範囲
（車名及び型式、＊は、
当該自動車の仕様を区分
する記号が付される場合
がある。）

製作者等の氏名又は名称
及び住所

自Ｇ2885 一酸化炭素等発散防止装
置 ＵＤトラックス Ｇ
Ｈ８Ｆ２ＰＣ

ＵＤトラックス ２Ｗ
ＧＧＫ４＊＊＊、い
すゞ ２ＷＧＥＫ４＊
＊＊

ＵＤトラックス株式会社 埼
玉県上尾市大字壱丁目１番地

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 七 十 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

七 月 二 十 二 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を

追 加 し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告

示 す る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 七 十 一 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

八 月 六 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追 加

し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示 す

る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 七 十 二 号

道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五 号 ） 第 七 十 五 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 八 年

八 月 六 日 次 の と お り 指 定 装 置 を 取 り 付 け る こ と が で き る 自 動 車 の 範 囲 欄 に 掲 げ る 車 名 及 び 型 式 を 追 加

し た の で 、 装 置 型 式 指 定 規 則 （ 平 成 十 年 運 輸 省 令 第 六 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示 す

る 。
令 和 八 年 十 月 十 五 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲
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日
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号
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日
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

日
木
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日
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外
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号
)
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報
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
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和

年
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
月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報



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和

年


月


日
木
曜
日
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外
第
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号
)

官
報
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月
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木
曜
日
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)

官
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
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

日
木
曜
日
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外
第
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号
)

官
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
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〇 〇

令
和

年


月
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
日
木
曜
日
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外
第
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号
)

官
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の

)






令
和

年
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
月


日
木
曜
日
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外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

破産手続廃止






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報



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和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

破産手続廃止及び免責許可決定



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日
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曜
日
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号
)
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日
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
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
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日
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曜
日
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外
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

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号
)

官
報

破産手続終結






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

破産手続終結及び免責許可決定
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
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

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曜
日
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)

官
報


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和
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年


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
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木
曜
日

(号
外
第

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号
)

官
報



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和

年


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
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木
曜
日
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)

官
報
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
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
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
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曜
日
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官
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
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日
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)

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

(号
外
第



号
)

官
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
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日
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
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)

官
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(号
外
第



号
)

官
報



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
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
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小規模個人再生による再生計
画認可
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貸 借 対 照 表
（令和８年３月31日）

（単位：円）

資産の部
Ⅰ 流動資産

現金及び預金 5456198770
売掛金 15653714
棚卸資産 4907073
前払費用 435790
未収消費税等 656300
その他の未収入金 281564
賞与引当金見返 155603836


流動資産合計 5633737047

Ⅱ 固定資産
１ 有形固定資産

建物 2641167799
減価償却累計
額

2033260468


607907331

構築物 563651694
減価償却累計
額

552380671


11271023

機械装置 55908936
減価償却累計
額

55908920


16

車両運搬具 9966904
減価償却累計
額

9870992


95912

工具器具備品 1158657276
減価償却累計
額

829076156


329581120

リース資産（工
具器具備品）

676578709

減価償却累計
額

602887318


73691391

立木竹 2126000
土地 6340000000


有形固定資産合
計

7364672793

２ 無形固定資産
ソフトウェア 696805775


無形固定資産合
計

696805775

３ 投資その他の資産
退職給付引当金
見返

1183613100


投資その他の資
産合計

1183613100


固定資産合計 9245091668


資産合計 14878828715


負債の部
Ⅰ 流動負債

運営費交付金債務


4672651084

預り寄附金 125000
未払金 587173943
未払費用 33055117
前受金 300000
預り金 13467193
引当金
賞与引当金 155603836


155603836

短期リース債務 72461136
その他の流動負債 906510


流動負債合計 5535743819

Ⅱ 固定負債
資産見返負債
資産見返運営費
交付金

1114759129

資産見返補助金
等

33953125

資産見返寄附金 7012279


1155724533
長期リース債務 4105765
引当金
退職給付引当金 1183613100


1183613100


固定負債合計 2343443398


負債合計 7879187217


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令和７事業年度独立行政法人国民生活センターの財務諸表に関
する公告

独立行政法人通則法（平成11年法律第103号）第38条第３項の規定に基づき、令和７事業年度独立
行政法人国民生活センターの財務諸表について次のとおり公告します。
なお、主要な財務諸表のみを記載しておりますので、詳細をご覧になりたい方は、当センターホー
ムページ（https://www.kokusen.go.jp/）又は事務所にて閲覧ください。
令和８年 10 月 15 日 神奈川県相模原市中央区弥栄３丁目１番１号

独立行政法人国民生活センター
理事長 村井 正親







純資産の部
Ⅰ 資本金

政府出資金 8901601997


資本金合計 8901601997
Ⅱ 資本剰余金

資本剰余金 932694327
その他行政コスト
累計額
減価償却相当累
計額（）

 2528262781

減損損失相当累
計額（）

 1638000

除売却差額相当
累計額（）

 469868948

承継資産に係る
費用相当累計額
（）

 37501


 2999807230


資本剰余金合
計

 2067112903

Ⅲ 利益剰余金
積立金 99763196
当期未処分利益 65389208


（うち当期総利益 65389208)


利益剰余金合計 165152404


純資産合計 6999641498


負債純資産合
計

14878828715


 これらは、独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目です。
（注記）
１．その他行政コスト累計額のうち、独立行政法人に対する出資を財源に取得した資産に係
る金額は、2140599145円であります。
２．売掛金には契約資産4257000円が含まれております。契約資産は、図書雑誌出版取次事
業者との販売委託契約について期末日時点で履行義務を充足しているものの、未請求の対
価に対する当法人の権利に関するものであります。契約資産は、対価に対する当法人の権
利が無条件になった時点で顧客との契約から生じた債権に振り替えられます。

行 政 コ ス ト 計 算 書
（令和７年４月１日～令和８年３月31日）

（単位：円）

Ⅰ 損益計算書上の費用
業務経費 3553814790
一般管理費 835935515
財務費用 3529425
臨時損失 42684878


損益計算書上の費用合計 4435964608



Ⅱ その他行政コスト
減価償却相当額 81153473
除売却差額相当額 80005



その他行政コスト合計 81233478


Ⅲ 行政コスト 4517198086


 これらは、独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目です。
（注記）
１．独立行政法人の業務運営に関して国民の負担に帰せられるコスト
行政コスト 4517198086円
自己収入等  143852303円
機会費用


163819532円


独立行政法人の業務運営に関して国民の負担に
帰せられるコスト

4537165315円

２．機会費用の計上方法
 政府出資から生ずる機会費用の計算に使用した利率
10年利付国債の令和８年３月末利回りを参考に2345％で計算しております。

 国との人事交流による出向役職員から生ずる機会費用の計算方法
当該者が国に復帰後退職する際に支払われる退職金のうち、独立行政法人での勤務期
間に対応する部分について、独立行政法人国民生活センター役員退職手当支給規程及び
独立行政法人国民生活センター職員退職手当支給規程に基づいて計算しております。

損 益 計 算 書
（令和７年４月１日～令和８年３月31日）

（単位：円）

経常費用
業務経費
給与手当 824865260
賞与引当金繰入 129803053
退職給付費用 88688000
法定福利費 179843822
備品費 3085298
雑給 397288459
福利厚生費 2947392
旅費 4475621
会議費 139518
賃借料 206012923
消耗品費 35303769
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通信運搬費 210304675
印刷製本費 7730254
水道光熱費 34211682
交通費 1603484
外部委託費 556217003
販売手数料 2111236
租税公課 89100
保守・修繕費 335686978
支払手数料 559191
支払保険料 254524
支払報酬 33772468
図書費 4156730
その他 518819
減価償却費 494145531


3553814790

一般管理費
役員報酬 70744001
給与手当 212834655
賞与引当金繰入 25800783
退職給付費用 26684900
法定福利費 42806410
備品費 808170
交際費 3655
雑給 9080853
福利厚生費 2993523
旅費 417771
地代家賃 20016268
会議費 8108
賃借料 1363601
消耗品費 2980299
通信運搬費 3327268
印刷製本費 344355
水道光熱費 26113512
交通費 784752
外部委託費 117641477
租税公課 22326000
保守・修繕費 19380919
支払手数料 1260489
支払保険料 381970
支払報酬 8457870

図書費 631564
その他 729848
減価償却費 218012494


835935515

財務費用
支払利息 3529425


3529425

経常費用合計 4393279730


経常収益
運営費交付金収益 3555168299
業務収益
図書雑誌出版収入 44709213
研修・宿泊収入 61808590


106517803

賞与引当金見返に係る収益 155603836
退職給付引当金見返に係る収
益

115372900

資産見返負債戻入
資産見返運営費交付金戻入 473546829
資産見返補助金等戻入 11641071
資産見返寄附金戻入 2781827


487969727

財務収益
受取利息 20166859


20166859

雑益 14385814


経常収益合計 4455185238


経常利益 61905508
臨時損失
固定資産除却損 2489552
固定資産売却損 40195326


臨時損失合計 42684878


臨時利益
資産見返運営費交付金戻入 46168578


臨時利益合計 46168578


当期純利益 65389208


当期総利益 65389208



 これらは、独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目です。
（注記）
１．ファイナンス・リース取引が損益に与える影響額は、6526453円であり、当該影響額を
除いた当期総利益は58862755円であります。
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純 資 産 変 動 計 算 書
（令和７年４月１日～令和８年３月31日）

（単位：円）

Ⅰ 資本金 Ⅱ 資本剰余金 Ⅲ 利益剰余金

純資産合計
政府出資金 資本金合計 資本剰余金

その他行政コスト累計額

資本剰余金合計 積立金 当期未処分
利益

利益剰余金
合計減価償却相当

累計額（）
減損損失相
当累計額
（）

除売却差額
相当累計額
（）

承継資産に
係る費用相
当累計額
（）

うち当期総
利益

当期首残高 8901601997 89016019979326943272454578477 1638000 462319774 37501 1985879425 86617332 13145864  99763196 7015485768

当期変動額

Ⅰ 資本金の当期変動額

Ⅱ 資本剰余金の当期変
動額

固定資産の除売却 7469169 7549174 80005 80005

減価償却 81153473 81153473 81153473

固定資産の減損

Ⅲ 利益剰余金の当期変
動額

 利益の処分

利益処分による積
立

13145864 13145864 0

 その他

当期純利益 65389208 65389208 65389208 65389208

当期変動額合計 0 0 0 73684304 0 7549174 0 81233478 13145864 52243344 65389208 65389208 15844270

当期末残高 8901601997 89016019979326943272528262781 1638000 469868948 37501 2067112903 99763196 65389208 65389208 165152404 6999641498

キャッシュ・フロー計算書
（令和７年４月１日～令和８年３月31日）

（単位：円）

Ⅰ 業務活動によるキャッシュ・フロー

原材料、商品又はサービスの購入による支出  2062370184

人件費支出  1481273961

その他の業務支出  3077119

運営費交付金収入 3567652000

図書雑誌出版収入 43819191
研修・宿泊収入 59845010
寄附金収入 252000
その他の収入 18408934



小計 143255871
利息の受取額 20166859
利息の支払額  3881476



業務活動によるキャッシュ・フロー 159541254
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Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー
定期預金の払戻による収入 7100000000
定期預金の預入による支出  7100000000
有形固定資産及び無形固定資産の取得による支出  841155898


投資活動によるキャッシュ・フロー  841155898

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー
リース債務の返済による支出  230663264


財務活動によるキャッシュ・フロー  230663264

Ⅳ 資金減少額  912277908
Ⅴ 資金期首残高 6368476678


Ⅵ 資金期末残高 5456198770


（注記）
１ 資金の期末残高の貸借対照表科目別の内訳

現金及び預金勘定 5456198770
資金期末残高 5456198770



利益の処分に関する書類
（令和８年９月１日）

（単位：円）
Ⅰ 当期未処分利益 65389208

当期総利益 65389208
Ⅱ 利益処分額

積立金 65389208 65389208


貸 借 対 照 表
令和８年３月31日現在

資 産 の 部 負 債 及 び 純 資 産 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

（資産の部） 円 （負債の部） 円
流動資産 5614963241 流動負債 5177053915
現金及び預金 5170239263 基金運用利益金負債（注

１）
10321596

現金 4685427
預り寄附金（注１） 1624554964預金 5165553836
預り施設費（注１） 159840250業務未収金
未払金 2834708484業務未収金

50904916 リース債務 133989966
貸倒引当金

3450993


47453923 未払消費税等 47766100
前受金 55489358

棚卸資産 1429142
未収収益 22200367

預り金 21605336

賞与引当金見返（注１） 288777861
預り源泉所得税 2083761

その他流動資産 84862685
預り住民税 11881500

未収金 113578079
その他預り金 7640075

貸倒引当金
29340186



84237893
引当金 288777861

立替金 624792

賞与引当金 288777861

固定資産 83425369778

固定負債 3069257582

有形固定資産 74054799845

資産見返負債（注１） 2080351447

建物 79689714408

資産見返運営費交付金 1549556715

減価償却累計額
46780958321

資産見返物品受贈額 26421560

減損損失累計額
164104577



32744651510

資産見返寄附金 446661878

構築物
19555753584

建設仮勘定見返運営費
交付金等

57711294

減価償却累計額
16391689983

長期リース債務 172840112

減損損失累計額
1331095



3162732506

引当金 816066023

機械及び装置
920410226

退職給付引当金 816066023

減価償却累計額
660695366



259714860

（負 債 合 計） 8246311497

船舶 132471138

（純資産の部）

減価償却累計額
117393080



15078058

資本金

車両運搬具
305873057

政府出資金 113514962061

減価償却累計額
264644787



41228270

資本剰余金 32791849647

工具器具備品
2361970091

資本剰余金 21886423727

減価償却累計額
1502486744



859483347

その他行政コスト累計額
（注２）

63663738915

土地 36914200000

減価償却相当累計額 62750556276

建設仮勘定 57711294

減損損失相当累計額 169496512
除売却差額相当累計額 743686127
民間出えん金（注１） 8985465541
利益剰余金 70909108
前中期目標期間繰越積立
金（注１）

271932

繰越欠損金 1218664030
当期未処分利益 1289301206
（うち、当期総利益

1289301206円）
（純 資 産 合 計） 80794021522

無形固定資産 57525919
ソフトウェア 55399575
電話加入権 1105744
その他無形固定資産 1020600
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独立行政法人国立青少年教育振興機構令和７事業年度財務諸表
に関する公告

独立行政法人通則法（平成11年法律第103号）第38条第３項に基づき、令和７事業年度独立行政法
人国立青少年教育振興機構の財務諸表について次のとおり公告します。
令和８年 10 月 15 日 東京都渋谷区代々木神園町３番１号

独立行政法人国立青少年教育振興機構
理事長 青木康太朗







投資その他の資産 9313044014
投資有価証券 6033357376
長期性預金 2462149292
預託金 1471323
退職給付引当金見返
（注１）

816066023

資 産 合 計 89040333019 負債・純資産合計 89040333019

注記
１．これらは、独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目です。
２．出資を財源に取得した資産に係る、その他行政コスト累計額 53976117117円

行政コスト計算書
（自令和７年４月１日 至令和８年３月31日）

（単位：円）
Ⅰ 損益計算書上の費用

業務費 7088992383
一般管理費 3265329850
財務費用 6245639
損益計算書上の費用合計 10360567872

Ⅱ その他行政コスト
減価償却相当額（注３） 2080746345
減損損失相当額（注３） 18404614
除売却差額相当額（注３） 2167050
その他行政コスト合計 2101318009

Ⅲ 行政コスト 12461885881

損 益 計 算 書
自 令和７年４月１日
至 令和８年３月31日

費 用 の 部 収 益 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

円 円
経常費用 経常収益
業務費 7088992383 運営費交付金収益（注２） 6944667214
給与、賞与及び諸手当 1417271974 事業収益 2356244932
法定福利費・福利厚生費 270210178 事業収入 2356244932
退職給付費用 39143766 基金運用益 64388175
その他人件費 218489215 受託収入 47300290
賞与引当金繰入 151749647 政府受託収入 45970385
外部委託費 1349306434 その他受託収入 1329905
賃借料 178454513 補助金等収益（注２） 100000
減価償却費 135657445 施設費収益（注２） 46136111
保守・修繕費 824834333 寄附金収益（注２） 231629892
水道光熱費 744302512 賞与引当金見返に係る収益

（注２）
288777861

旅費交通費 124516305
退職給付引当金見返に係る
収益（注２）

158077291消耗品費 229807750

資産見返負債戻入（注２） 186616859備品費 44675008

資産見返運営費交付金戻
入

132950919諸謝金 33445966

資産見返寄附金戻入 53665940
印刷費 29120657

財務収益
通信費 36767549

受取利息 17390
貸倒引当金繰入 301016

雑益 85259850
子どもゆめ基金助成費 1166461241

（経常収益合計） 10409215865
その他業務経費 94476874

臨時利益 1240590278
一般管理費 3265329850

運営費交付金精算収益化額
（注２）

1240590278
役員報酬 47497137
給与、賞与及び諸手当 1300744106
法定福利費・福利厚生費 259044944
退職給付費用 118933525
その他人件費 141985601
賞与引当金繰入 137028214
外部委託費 261417871
賃借料 187531703
減価償却費 197875918
保守・修繕費 190941427
水道光熱費 71992086
旅費交通費 20914431
消耗品費 55344215
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注記
１．独立行政法人の業務運営に関して国民の負担に帰せられるコスト
行政コスト 12461885881
自己収入等 2838506469
機会費用 1832299734

                                   

独立行政法人の業務運営に関して
国民の負担に帰せられるコスト 11455679146

２．機会費用の計上方法
 国又は地方公共団体の財産の無償又は減額された使用料による貸借取引から生ずる機会費用
の計算方法
近隣の地代や賃貸料等を参考に計算しております。

 政府出資又は地方公共団体出資等から生ずる機会費用の計算に使用した利率
10年利付国債の令和８年３月末利回りを参考に2345％で計算しております。

 国又は地方公共団体との人事交流による出向職員から生ずる機会費用の計算方法
当該職員が国又は地方公共団体に復帰後退職する際に支払われる退職金のうち、独立行政法
人での勤務期間に対応する部分について、給与規則に定める退職給付支給基準等を参考に計算
しております。

３．これらは、独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目です。







純 資 産 変 動 計 算 書
（令和７年４月１日～令和８年３月31日）

Ⅰ 資本金 Ⅱ 資本剰余金

政府出資金 資本剰余金
その他行政コスト累計額

民間出えん金 資本剰余金合計減価償却相当累計
額（－）

減損損失相当累計
額（－）

除売却差額相当累
計額（－）

当期首残高 113514962061 20825674808  60688656051  151091898  722731607 8574977591  32161827157

当期変動額

Ⅰ 資本剰余金の当期変動額

固定資産の取得 1060807569 1060807569

固定資産の除売却  58650 18846120  20954520  2167050

減価償却  2080746345  2080746345

固定資産の減損  18404614  18404614

出えん金の受入 410487950 410487950

Ⅱ 利益剰余金（又は繰越欠損金）の当期変動額

 利益の処分又は損失の処理

前中期目標期間からの繰越し

利益処分による積立

利益処分（又は損失処理）による取り崩し

 その他

当期純利益（又は当期純損失）

前中期目標期間繰越積立金取崩額

当期変動額合計  1060748919  2061900225  18404614  20954520 410487950  630022490

当期末残高 113514962061 21886423727  62750556276  169496512  743686127 8985465541  32791849647

備品費 17873169

諸謝金 2314000

印刷費 972058

通信費 45256429

その他管理経費 207663016

財務費用

支払利息 6245639

（経常費用合計） 10360567872

経常利益 48647993
当期純利益 1289238271
前中期目標期間繰越積立金取
崩額（注２）

62935

当期総利益（注１） 1289301206

合 計 10409215865 合 計 10409215865

注記
１．ファイナンス・リース取引が損益に与える影響額は、486925円であり、当該影響額を除いた
当期総利益は、1289788131円であります。
２．これらは、独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目です。
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（単位：円）

Ⅲ 利益剰余金（又は繰越欠損金）

純資産合計前中期目標期間繰
越積立金

積立金（繰越欠損
金）

当期未処分利益（又は当期未処理損失）
利益剰余金（又は
繰越欠損金）合計うち当期総利益

（又は当期総損失）

334867  1295479021 76814991 76814991  1218329163 80134805741

1060807569

 2167050

 2080746345

 18404614

410487950

 

76814991  76814991  76814991  

1289238271 1289238271 1289238271 1289238271

 62935 62935 62935  

 62935 76814991 1212486215 1212486215 1289238271 659215781

271932  1218664030 1289301206 1289301206 70909108 80794021522

キャッシュ・フロー計算書
（自令和７年４月１日 至令和８年３月31日）

（単位：円）
Ⅰ 業務活動によるキャッシュ・フロー
原材料、商品又はサービスの購入による支出  4816660515
人件費支出  4139631175
運営費交付金収入 7702864000
事業収入 2343377032
受託収入 48937567

補助金等収入 350000
寄附金収入 619022344
消費税等の支払額  142663000
その他の収入 82732571



小計 1698328824
利息の受取額 62176748
利息の支払額  5986249



業務活動によるキャッシュ・フロー 1754519323
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Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー
有価証券の取得による支出  394276000
有形固定資産・無形固定資産の取得による支出  1081666760
施設費による収入 1266761000
施設費の精算による返還金の支出  24855322


投資活動によるキャッシュ・フロー  234037082
Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー
民間出えん金の受入による収入 410487950
リース債務の返済による支出  148178927


財務活動によるキャッシュ・フロー 262309023
Ⅳ 資金増加額（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ） 1782791264
Ⅴ 資金期首残高 3376031399


Ⅵ 資金期末残高（Ⅳ＋Ⅴ） 5158822663



利益の処分に関する書類
（単位：円）

Ⅰ 当期未処分利益 70637176


当期総利益 1289301206
前期繰越欠損金  1218664030

Ⅱ 利益処分額 70637176


積立金 70637176

貸 借 対 照 表
（令和８年３月31日） （単位：円）

科 目 金 額

資産の部
Ⅰ 流動資産

現金及び預金 268234218
棚卸資産 5449353

未収入金 338726466
賞与引当金見返 102995819
その他流動資産 192560


流動資産合計 715598416

Ⅱ 固定資産
１ 有形固定資産

建物 8549451842
減価償却累計額  5294010107
減損損失累計額  339080


3255102655

構築物 1313613872
減価償却累計額  1076054738


237559134

車両運搬具 98287205
減価償却累計額  95388110


2899095

工具器具備品 369990246
減価償却累計額  302822910


67167336

立木竹 201347737
土地 8903318500


有形固定資産合計 12667394457

２ 無形固定資産
ソフトウエア 7781262
電話加入権 169000


無形固定資産合計 7950262

３ 投資その他の資産
長期前払費用 321932
退職給付引当金見返 1089379500


投資その他の資産合計 1089701432
固定資産合計 13765046151
資産合計 14480644567



負債の部
Ⅰ 流動負債

運営費交付金債務 6000000
預り補助金等 8561000
預り寄附金 600000
未払金 69170858
未払費用 141204755
未払消費税等 355100
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注記
１．資金の期末残高の貸借対照表科目別の内訳
現金及び預金勘定 5170239263
定期預金（預入期間が３か月を超えるもの） 11416600

                           

資金期末残高 5158822663

独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園令和７事
業年度財務諸表に関する公告

独立行政法人通則法（平成11年法律第103号）第38条第３項の規定に基づき、独立行政法人国立重
度知的障害者総合施設のぞみの園の令和７事業年度財務諸表について次のとおり公告します。
なお、同法第38条第４項の規定により、附属明細書その他主務省令で定める書類は、当法人のホー
ムページ（https://www.nozomi.go.jp）で公告しております。
令和８年 10 月 15 日 群馬県高崎市寺尾町2120番地２

独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園
理事長 田中 正博







預り金 16719569
引当金
賞与引当金 114649933
短期リース債務 20406782



流動負債合計 377667997
Ⅱ 固定負債

資産見返負債
資産見返運営費交付金 976108036
資産見返補助金等 35450866
資産見返寄附金 4160015


1015718917

長期リース債務 35462801
引当金
退職給付引当金 1089379500



固定負債合計 2140561218


負債合計 2518229215


純資産の部
Ⅰ 資本金

政府出資金 15189098667


資本金合計 15189098667
Ⅱ 資本剰余金

資本剰余金 2638571134
その他行政コスト累計額
減価償却相当累計額  5315900644
減損損失相当累計額  339080
除売却差額相当累計額  904258076


 6220497800


資本剰余金合計  3581926666
Ⅲ 利益剰余金

積立金 269359037
当期未処分利益 85884314
（うち当期総利益） （85884314）



利益剰余金合計 355243351


純資産合計 11962415352


負債純資産合計 14480644567


 これらは、独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目である。

行 政 コ ス ト 計 算 書
（令和７年４月１日～令和８年３月31日） （単位：円）

科 目 金 額

Ⅰ 損益計算書上の費用
業務経費 2557297413
一般管理費 210652640


損益計算書上の費用合計 2767950053

Ⅱ その他行政コスト
減価償却相当額 203936308


その他行政コスト合計 203936308

Ⅲ 行政コスト 2971886361


 これらは、独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目である。
損 益 計 算 書

（令和７年４月１日～令和８年３月31日） （単位：円）

科 目 金 額

経常費用
業務経費
職員給与 936350821
退職給付費用 95212200
法定福利費 229370504
水道光熱費 96109263
燃料費 6651541
業務委託費 208468879
医薬品等費 9010496
利用者給食費 77862760
減価償却費 112143466
賞与引当金繰入 101428353
その他 684689130


2557297413

一般管理費
役員報酬 43178944
職員給与 90284201
退職給付費用  1365700
法定福利費 21039181
業務委託費 561492
減価償却費 2215614
賞与引当金繰入 13221580
その他 41517328


210652640


経常費用合計 2767950053
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〇 〇

経常収益
運営費交付金収益 985023404
事業収入
介護給付費・訓練等給付費収
入

1335401057

地域生活支援事業費収入 341942
計画相談支援給付費収入 4883698
診療収入 51621284
障害児通所支援事業収入 103930431
実習生等受入負担金収入 2061000
作業生産物等売払収入 28611297
その他 19564573


1546415282

補助金等収益
都道府県等補助金収益 21041000


21041000

資産見返戻入
資産見返運営費交付金戻入 90913262
資産見返補助金等戻入 3188218
資産見返寄附金戻入 893724


94995204

施設費収益 5403941
賞与引当金見返に係る収益 102995819
退職給付引当金見返に係る収益


93846500

財務収益
受取利息 278017
雑益 3835200


経常収益合計 2853834367


経常利益 85884314
当期純利益 85884314


当期総利益 85884314



 これらは、独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目である。
純 資 産 変 動 計 算 書

（令和７年４月１日～令和８年３月31日）

Ⅰ 資本金 Ⅱ 資本剰余金

政府出資金 資本金合計
資本剰余金 その他行政コスト累計額

資本剰余金合計
施設費 運営費交付金 減価償却相当累

計額（－）
減損損失相当累
計額（－）

除売却差額相当
累計額（－）

当期首残高 15189098667 15189098667 2283654575 247524500  5111964336  339080  904258076  3485382417

当期変動額

Ⅰ 資本金の当期変動額

Ⅱ 資本剰余金の当期変動額

固定資産の取得 107392059 107392059

減価償却  203936308  203936308

Ⅲ 利益剰余金の当期変動額

 利益の処分

利益処分による積立

 その他

当期純利益

当期変動額合計 0 0 107392059 0  203936308 0 0  96544249

当期末残高 15189098667 15189098667 2391046634 247524500  5315900644  339080  904258076  3581926666
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キャッシュ・フロー計算書
（令和７年４月１日～令和８年３月31日） （単位：円）

項 目 金 額

Ⅰ 業務活動によるキャッシュ・フロー
人件費支出  2043770613
その他の業務支出  682128858
運営費交付金収入 1155809000
介護給付費・訓練等給付費収入 1345835048
地域生活支援事業費収入 365948
計画相談支援給付費収入 4870379
診療収入 56393016

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー
有形固定資産の取得による支出  143841790
無形固定資産の取得による支出  1084600
施設費による収入 119549000


投資活動によるキャッシュ・フロー  25377390

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー
リース債務償還の支払額  18800452


財務活動によるキャッシュ・フロー  18800452

Ⅳ 資金増加額  42396868
Ⅴ 資金期首残高 310631086


Ⅵ 資金期末残高 268234218



障害児通所給付費等収入 102582566
実習生等受入負担金収入 2188800
作業生産物等売払収入 28967406
都道府県等補助金収入 3297000
その他の事業収入 26894705

預り科学研究費補助金の受払  3636640
雑収入 3835200


小 計 1502957

利息の受取額 278017


業務活動によるキャッシュ・フロー 1780974

（単位：円）

Ⅲ 利益剰余金

純資産合計
積立金 当期未処分利益 利益剰余金合計

うち当期総利益

53085468 216273569  269359037 11973075287

107392059

 203936308

216273569  216273569   

85884314 85884314 85884314 85884314

216273569  130389255 85884314 85884314  10659935

269359037 85884314 85884314 355243351 11962415352
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利 益 の 処 分 に 関 す る 書 類 （単位：円）

科 目 金 額

Ⅰ 当期未処分利益 85884314
当期総利益 85884314

Ⅱ 利益処分額
積立金 85884314

85884314

令
和

年


月


日
木
曜
日
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外
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
号
)

官
報

〔重要な会計方針〕
１．運営費交付金収益の計上基準

業務達成基準を採用しております。
２．減価償却の会計処理方法
 有形固定資産
定額法を採用しております。
なお、主な資産の耐用年数は以下のとおりであります。
建 物 ２年～50年
構 築 物 ２年～60年
車両運搬具 ４年～６年
工具器具備品 ２年～17年

また、特定の償却資産（独立行政法人会計基準第87）の減価償却相当額については、減価償却
相当累計額として資本剰余金から控除して表示しております。
 無形固定資産
定額法を採用しております。
なお、法人内利用のソフトウエアについては、法人内における利用可能期間（５年）に基づい
ております。

３．賞与引当金の計上基準
役職員の賞与の支給に備えるため、賞与支給見込額のうち、当事業年度に負担すべき金額を計上
しております。
なお、役職員の賞与については、運営費交付金により財源措置がなされる見込みであるため、賞
与引当金見返を計上しております。

〔注記事項〕
＜貸借対照表関係＞
１．未収入金のうち、顧客との契約から生じた債権の金額 236656348円
２．その他行政コスト累計額のうち、独立行政法人に対する出資を財源に取得した資産に係る金額
減価償却相当累計額（－） 3711758295円
減損損失相当累計額（－） 339080円
除売却差額相当累計額（－） 904258076円

＜行政コスト計算書関係＞
１．独立行政法人の業務運営に関して国民の負担に帰せられるコスト
行政コスト 2971886361円
自己収入等 1547587023円
機会費用 276038165円

                                          

独立行政法人の業務運営に関して国民の負担に帰せられるコスト 1700337503円
２．機会費用の計上方法
 政府出資等から生ずる機会費用の計算に使用した利率
10年利付国債の令和８年３月末利回りを参考に2345％で計算しております。

 国又は地方公共団体との人事交流による出向職員から生ずる機会費用の計算方法
該当職員が国又は地方公共団体に復帰後退職する際に支払われる退職金のうち、独立行政法
人での勤務期間に対応する部分について、職員退職手当支給規程を参考に計算しております。４．退職給付に係る引当金の計上基準及び、退職給付費用の処理方法

役職員の退職給付に備えるため、当該事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上し
ております。退職給付債務の見込額の算定に当たり、期末自己都合要支給額を退職給付債務とする
簡便法を採用しております。
なお、退職給付については、運営費交付金により財源措置がなされる見込みであるため、退職給
付引当金と同額を退職給付引当金見返として計上しております。
５．棚卸資産の評価基準及び評価方法
 医薬品等・・・最終仕入原価法による低価法によっております。
 出版物・・・最終仕入原価法による低価法によっております。
 切手等・・・最終仕入原価法による低価法によっております。
６．収益及び費用の計上基準
 介護給付費・訓練等給付費収入
介護給付費・訓練等給付費収入は、障害者総合支援法に基づく指定障害福祉サービスに係る収
益であり、顧客との契約に基づいて施設入所支援、生活介護、短期入所、共同生活援助、就労継
続支援Ｂ型等のサービスを提供する履行義務を負っております。当該履行義務は、指定障害者福
祉サービスを提供した時点において、顧客が当該サービス等に対する支配を獲得して充足される
と判断し、収益を認識しております。

 診療収入
診療収入は、医療サービスに係る収益であり、顧客からの診療の申し入れにより医療サービス
を提供する履行義務を負っております。当該履行義務は、医療行為を提供した時点において、顧
客が当該医療行為に対する支配を獲得して充足されると判断し、収益を認識しております。
 障害児通所支援事業収入
障害児通所支援事業収入は、児童福祉法に基づく指定通所支援サービスに係る収益であり、顧
客との契約に基づいて児童発達支援、放課後等デイサービス、保育所等訪問支援等のサービスを
提供する履行義務を負っております。当該履行義務は、指定通所支援サービスを提供した時点に
おいて、顧客が当該サービス等に対する支配を獲得して充足されると判断し、収益を認識してお
ります。

７．消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっております。

＜キャッシュ・フロー計算書関係＞
１．資金の期末残高の貸借対照表科目別の内訳

現金及び預金勘定 268234218円

                               

資金の期末残高 268234218円
２．重要な非資金取引
該当ありません。

＜固定資産の減損に係る注記事項＞
１．減損を認識した固定資産に関する事項
該当ありません。

２．減損の兆候が認められた固定資産（減損を認識した場合を除く）に関する事項
 減損の兆候が認められた固定資産の用途、種類、場所、帳簿価額等の概要

用 途：職員宿舎
種 類：建物
場 所：高崎市
帳簿価額：2552672円







＜収益認識に関する注記＞
１．収益認識に関する開示
当法人は、以下に記載する内容を除き、会計基準第86における収益の重要性が乏しいため、注
記を省略しております。
 収益の分解情報
当法人の一定の事業等のまとまりごとの区分は、施設運営業務、障害福祉サービス業務、地
域生活支援業務、診療業務、障害児通所支援業務等であり、各事業の主なサービス等の種類は、
介護給付費・訓練等給付費収入、診療収入、障害児通所支援事業収入です。
上記に係る一定の事業等のまとまりごとの区分における収益は、下記のとおりです。

（単位：円）

区 分 施設運営業務
障 害 福 祉
サービス業
務

地域生活支
援業務 診療業務 障害児通所

支援業務 合 計

介護給付費・訓
練等給付費収入

1115527143 33277164 186596750 1335401057

診療収入 51621284 51621284

障害児通所支援
事業収入

103930431 103930431

貸 借 対 照 表
（令和８年３月31日） （単位：円）

科 目 金 額 科 目 金 額

資産の部 負債の部
Ⅰ流動資産 Ⅰ流動負債
現金及び預金 22786897113 運営費交付金債務（注

１）
16815400926

業務未収金 937931320
未払金 2609221243プログラム譲渡債権 871000
未払費用 223526489前払金 2861712
未払法人税等 7210000前払費用 665605899
未払消費税等 91017400未収金 580938217
前受金 167973300賞与引当金見返（注１） 284180938

 預り金 44021258流動資産合計 25259286199
仮受金 1416801Ⅱ固定資産
前受収益 65121786１有形固定資産
引当金建物 2867377594
賞与引当金 366427981

減価償却累計額 1362348961
 流動負債合計 203913371841505028633

工具器具備品 7681794429
減価償却累計額 4102053243


3579741186



Ⅱ固定負債

有形固定資産合計 5084769819

資産見返負債（注１）
資産見返運営費交付
金

5684317189

資産見返補助金等 38518512
資産見返寄附金 1


5722835702

２無形固定資産
ソフトウェア 2866402226
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 認められた減損の兆候の概要
上記資産については、入居者数が減少している状態が継続していることから、減損の兆候が
認められます。
 減損の認識に至らなかった理由
上記資産については、使用目的に従った機能を現に有していることから、減損を認識してい
ません。

＜金融商品に関する注記＞
１．金融商品の状況に関する事項
当法人は、資金運用については短期的な預金に限定し、活動資金は事業収入及び運営費交付金
等によりまかなっているため、資金調達はありません。
２．金融商品の時価等に関する事項
現金は注記を省略しており、業務未払金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似する
ことから、注記を省略しております。

＜重要な債務負担行為＞
該当ありません。

＜退職給付関係＞
１．採用している退職給付制度の概要
当法人は、職員の退職給付に充てるため、退職一時金制度を採用しております。退職一時金制
度（非積立型制度である。）では、退職給付として、給与と勤務期間に基づいた一時金を支給して
おり、簡便法により退職給付引当金及び退職給付費用を計算しております。
２．退職一時金制度
 退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

区分
期首における退職給付引当金 1038987300円
退職給付費用等 93846500円
退職給付の支払額 43454300円

                                        

期末における退職給付引当金 1089379500円

                                        

 退職給付に関連する損益
簡便法で計算した退職給付費用等 93846500円

 収益を理解するための基礎となる情報
「重要な会計方針」の「６．収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

 当該事業年度及び翌事業年度以降の収益の金額を理解するための情報
該当ありません。

＜重要な後発事象＞
該当ありません。

独立行政法人情報処理推進機構令和７事業年度財務諸表に関す
る公告

独立行政法人通則法（平成11年法律第103号）第38条第３項に基づき、独立行政法人情報処理推進
機構の令和７事業年度財務諸表について次のとおり公告します。
なお、主要な財務諸表のみを記載しておりますので、詳細をご覧になりたい方は、当機構ホームペー
ジ（https://www.ipa.go.jp/）又は事務所にて閲覧下さい。
令和８年 10 月 15 日 東京都文京区本駒込二丁目28番８号

独立行政法人情報処理推進機構
理事長 齊藤 裕







長期預り寄附金（注１） 179477987
引当金
退職給付引当金 939944800
保証債務損失引当金 36185295



ソフトウェア仮勘定 728750660


976130095


無形固定資産合計 3595152886

固定負債合計 6878443784


負債合計 27269780968

３投資その他の資産
投資有価証券 114926863
関係会社株式 76041720032

純資産の部

長期前払費用 456757143

Ⅰ資本金

破産更生債権等 192958235

政府出資金 119995691983


貸倒引当金 192958235


資本金合計 119995691983

0

Ⅱ資本剰余金

退職給付引当金見返
（注１）

678026276


資本剰余金 605258956
投資その他の資産合
計

78189817714


その他行政コスト累計
額（注１）

36620245935固定資産合計 86869740419

減価償却相当累計額
（）

4078344066

減損損失相当累計額
（）

91000

除売却差額相当累計
額（）

5087983416

関係会社株式損益相
当累計額（注２）

27453827453

民間出えん金（注１） 920995365


資本剰余金合計 35093991614
Ⅲ繰越欠損金

繰越欠損金合計 942207111
Ⅳ評価・換算差額等
関係会社株式評価差額
金

899752392


評価・換算差額合
計

899752392


純資産合計 84859245650

資 産 合 計 112129026618 負債・純資産合計 112129026618
（注１）これらは、独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目であります。
（注２）「独立行政法人情報処理推進機構の業務運営、財務及び会計並びに人事管理に関する命令」

第９条の３の会計処理に基づき、損益計算書に計上しない損益相当額を計上する勘定科目
であります。

敷金・保証金 898387400

行 政 コ ス ト 計 算 書
（令和７年４月１日～令和８年３月31日） （単位：円）

項 目 金 額

Ⅰ損益計算書上の費用
デジタル基盤業務費 4318452751
デジタル人材育成業務費 724175250
サイバーセキュリティ業務費 8290898102

債務保証業務費 1270
情報処理技術者試験業務費 5962205360
一般管理費 3312691822
臨時損失 126
法人税、住民税及び事業税 7210000
法人税等調整額 84335176

損益計算書上の費用合計 22699969857
Ⅱその他行政コスト
減価償却相当額（注１） 270691932
除売却差額相当額（注１） 2
関係会社株式損益相当額（注２） 27453827453

その他行政コスト合計 27724519387
Ⅲ行政コスト 50424489244

（注１）独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目であります。
（注２）「独立行政法人情報処理推進機構の業務運営、財務及び会計並びに人事管理に関する命令」

第９条の３の会計処理に基づき、損益計算書に計上しない損益相当額を計上する勘定科目
であります。

損 益 計 算 書
（令和７年４月１日～令和８年３月31日） （単位：円）

科 目 金 額

経常費用
業務費
外部委託費
開発費 391987475
調査費 725303429
普及費 527630036
その他 228346589


1873267529


人件費
研究員手当 807360929
非常勤研究員手当 401217989
給与手当 2203727068
賞与 419085548
賞与引当金繰入額 264083790
退職給付費用 24951192
派遣職員手当 694069330
その他 435617817


5250113663


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経費
受託業務費 970226263
賃借料 914175403
減価償却費 1964288975
旅費交通費 211364427
通信運搬費 139452590
謝金 61357302
図書印刷費 427010976
修繕維持費 522011887
業務委託手数料 5927014181
消耗品費 407815399
その他 627634138


12172351541


19295732733

一般管理費
人件費
役員報酬 85120213
給与手当 881577368
研究員手当 28574714
非常勤研究員手当 22660500
賞与 177673309
賞与引当金繰入額 102344191
法定福利費 182946180
退職給付費用 122402708
派遣職員手当 147046468
その他 2039664


1752385315


経費
賃借料 230157798
水道光熱費 34132338
修繕維持費 228827669
減価償却費 146568042
調査費 151584037
広告宣伝費 154239569
業務委託手数料 169245624
消耗品費 337586504
租税公課 4961469
その他 103003457


1560306507


3312691822


経常費用合計 22608424555

経常収益
運営費交付金収益 11816321608
補助金等収益 254041709

業務収入
プログラム普及収入 6441857
信用保証料 352888
評価・認証料 64498200
セキュリティ業務収入 751993081
試験手数料収入 5780385000
試験問題審査収入 81315000
支援士登録手数料収入 834318100
支援士学科等認定審査手数料 462000
受託業務収入 970226263


8489992389

寄附金収益 50444069
資産見返運営費交付金戻入 1634872986
資産見返補助金等戻入 24611818
賞与引当金見返に係る収益 284180938
退職給付引当金見返に係る収益


122402708

財務収益
受取利息 77418030
受取配当金 5200000


82618030

雑益
証明書発行手数料 8701000
支援士徽章発行手数料 383130
貸倒引当金戻入益 31324565
保証債務損失引当金戻入益 1634000
償却債権取立益 52884200
関係会社株式評価損戻入益 6036794
その他雑益 151579618


252543307


経常収益合計 23012029562
経常利益 403605007

臨時損失
固定資産除却損 126


税引前当期純利益 403604881
法人税、住民税及び事業税 7210000
法人税等調整額 84335176


当期純利益 312059705


前中期目標期間繰越積立金取崩額


3818491


当期総利益 315878196


 これらは、独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目であります。
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純 資 産 変 動 計 算 書

Ⅰ 資本金 Ⅱ 資本剰余金

政府出資金 資本金合計 資本剰余金
その他行政コスト累計額

民間出えん金 資本剰余金合計減価償却相当
累計額（）

減損損失相当
累計額（）

除売却差額相当
累計額（）

関係会社株式損
益相当累計額

当期首残高 19995691983 19995691983 605258956 3955711536 91000 4939924012 0 920995365 7369472227

当期変動額 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅰ 資本金の当期変動額 100000000000 100000000000 0 0 0 0 0 0 0

Ⅱ 資本剰余金の当期変動額 0 0 0 0 0 0 0 0 0

固定資産の除売却 0 0 0 148059402 0 148059404 0 0 2

減価償却 0 0 0 270691932 0 0 0 0 270691932

関係会社株式に係る損益 0 0 0 0 0 0 27453827453 0 27453827453

Ⅲ 利益剰余金（又は繰越欠損金）の当期変動額 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅳ 評価・換算差額等の当期変動額（純額） 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期変動額合計 100000000000 100000000000 0 122632530 0 148059404 27453827453 0 27724519387

当期末残高 119995691983 119995691983 605258956 4078344066 91000 5087983416 27453827453 920995365 35093991614
（単位：円）

Ⅲ 利益剰余金
（又は繰越欠
損金）

Ⅳ 評価・換算
差額

純資産合計
関係会社株式評
価差額金

1254266816 808371949 12180324889

0 0 0

0 0 100000000000

0 0 0

0 0 2

0 0 270691932

0 0 27453827453

312059705 0 312059705

0 91380443 91380443

312059705 91380443 72678920761

942207111 899752392 84859245650
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キャッシュ・フロー計算書
（令和７年４月１日～令和８年３月31日） （単位：円）

項 目 金 額

Ⅰ 業務活動によるキャッシュ・フロー
原材料、商品又はサービスの購入による支出 2730459192
人件費支出 6815256333
その他の業務支出 11359059496
運営費交付金収入 20639338000
補助金等収入 305811449
受託収入 684606782
業務収入 6530622736
プログラム譲渡債権等の回収による収入 24790094
その他の収入 219335734



小計 7499729774
利息及び配当金の受取額 82618030
法人税等の支払額 4210000



業務活動によるキャッシュ・フロー 7578137804
Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 100072017808
定期預金の払戻による収入 100072017808
有形固定資産の取得による支出 5498425564
無形固定資産の取得による支出 2166338413
関係会社への出資による支出 99999900000



投資活動によるキャッシュ・フロー 107664663977
Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

政府出資金の受入による収入 100000000000


財務活動によるキャッシュ・フロー 100000000000
Ⅳ 資金減少額 86526173
Ⅴ 資金期首残高 22873423286



Ⅵ 資金期末残高 22786897113

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３．引当金等の計上基準
 貸倒引当金
債権の貸倒れによる損失に備えるため、回収不能見込額を計上しております。
 一般債権
貸倒実績率法によっております。

 貸倒懸念債権及び破産更生債権等
財務内容評価法によっております。

 賞与引当金
役職員の賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当事業年度負担額を計上しております。
なお、役職員の賞与のうち、運営費交付金により財源措置がなされる見込みである部分につい
ては賞与引当金と同額を賞与引当金見返として計上しております。
 保証債務損失引当金
債務保証に係る損失に備えるため、被保証者の財政状態等を勘案し、損失負担見込額を計上
しております。

４．退職給付に係る引当金の計上基準及び退職給付費用の処理方法
当法人は確定給付型の制度として、退職一時金制度及び企業年金基金制度を設けております。
役職員の退職給付に備えるため、当該事業年度末における退職一時金について、簡便法の採用
により、当該事業年度末における期末要支給額を計上しております。
このうち、運営費交付金により財源措置がなされる見込みである退職一時金については、退職
給付引当金と同額を退職給付引当金見返として計上しております。
当法人は総合設立型の複数事業主制度である企業年金基金制度に加入しております。当該企業
年金基金制度は、当法人の拠出に対応する年金資産の額を合理的に計算することができないため、
確定拠出制度と同様に会計処理しています。確定拠出制度と同様に会計処理する複数事業主制度
の企業年金基金への要拠出額は27百万円であります。
 制度全体の積立状況に関する事項（令和７年３月31日現在）
年金資産の額 262158百万円
年金財政計算上の数理債務の額と
最低責任準備金の額との合計額 213146百万円

        

差引額 49012百万円

        

注 記 事 項
Ⅰ．重要な会計方針
１．運営費交付金収益の計上基準
業務達成基準を採用しております。なお、業務の進行状況と運営費交付金の対応関係が明確で
ある活動を除く管理部門の活動については、期間進行基準を採用しております。

２．減価償却の会計処理方法
 有形固定資産
定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
建物 ５～18年
工具器具備品 ３～15年
また、特定の償却資産（独立行政法人会計基準第87第１項）の減価償却に相当する額につい
ては、減価償却相当累計額として資本剰余金から控除して表示しております。
 無形固定資産
定額法を採用しております。
なお、法人内利用におけるソフトウェアについては、法人における利用可能期間（４年～５
年）に基づく定額法を採用しております。
また、特定の償却資産（独立行政法人会計基準第87第１項）の減価償却に相当する額につい
ては、減価償却相当累計額として資本剰余金から控除して表示しております。
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５．前受金、前受収益のうち、契約負債に係る金額

サイバーセキュリティ業務 65240000円

債務保証業務 121786円

情報処理技術者試験業務 167733300円
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 制度全体に占める当法人の掛金拠出割合（令和７年３月分）
038102％

 補足説明
上記の差引額の主な要因は、別途積立金49012百万円であります。
また、平成27年４月に代行部分の将来分返上の認可を受けております。

５．有価証券の評価基準及び評価方法
 関係会社株式
 先端半導体・人工知能関連技術勘定
払い出し価格は移動平均法によっております。
期末日の評価については、独立行政法人会計基準第27に基づき当該会社の財務諸表を基礎
とした純資産額に持分割合を乗じて算定した額（以下、「出資先持分額」という。）をもって貸
借対照表価額としております。
移動平均法による取得原価との評価差額は、「独立行政法人情報処理推進機構の業務運営、
財務及び会計並びに人事管理に関する命令」（以下、「財会命令」という。）第９条の３に基づき、
資本剰余金に対する加算又は控除として計上しております。
（追加情報）
令和７年度においては、関連会社の直近の決算書に当機構からの出資額が含まれていない
ため、当該決算書を基礎とし、直近決算日後の出資額を調整して出資先持分額を算定してお
ります。
 地域事業出資業務勘定
払い出し価格は移動平均法によっております。
期末日の評価については、独立行政法人会計基準第27に基づき、出資先持分額による評価
（移動平均法による取得原価との評価差額は部分純資産直入法により処理）する方法によっ
ております。

 その他有価証券
 市場価格のない株式等以外のもの
期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原
価は移動平均法により算定）によっております。
 市場価格のない株式等
移動平均法による原価法によっております。

６．棚卸資産の評価基準及び評価方法
未成受託業務支出金
個別法による低価法を採用しております。

７．リース取引の処理方法
リース料総額が300万円以上のファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に係る

方法に準じた会計処理によっております。
リース料総額が300万円未満のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理によっております。

８．収益及び費用の計上基準
「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号令和２年３月31日。以下「収益認識基準」
という。）を適用しており、約束したサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該サービスと交
換に受け取れると見込まれる金額で収益を認識することとしております。
当機構の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当
該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下の通りであります。
 セキュリティ業務収入
当機構は、顧客に対してセキュリティに係るサービスを提供する義務を負っております。当
該履行義務につきましては、当該セキュリティに係るサービスを提供した時点で収益を認識し
ております。
 試験手数料収入
当機構は、顧客に対して情報処理技術者試験を提供する義務を負っております。当該履行義
務につきましては、当該試験サービスを提供した時点で収益を認識しております。
なお、これらの収益は、顧客との契約において約束された対価にて算出しており、重要な変
動対価の見積り及び金融要素は含まれておりません。また、取引の対価は履行義務の充足前又
は履行義務を充足してから短期間に受領しております。

９．消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっております。

Ⅱ．貸借対照表関係
１．保証債務の金額
令和７年度末の債務保証残高 46705595円

２．信用基金の金額
令和７年度末の残高 305127000円
上記金額は、「情報処理の促進に関する法律の一部を改正する法律」（平14法144号）第23条第１

項の規定に基づく「信用基金」のうち、出えん金として受け入れた金額です。
３．固定資産の減損
該当事項はありません。

４．その他行政コスト累計額のうち、出資を財源に取得した資産に係る金額
令和７年度末の累計額 36620245935円
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２．金融商品の時価等に関する事項
期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。
なお、市場価格のない株式等は、次表には含めておりません。
また、預金、業務未収金、未収金及び未払金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似
することから、注記を省略しています。

（単位：百万円）

勘 定 科 目 貸借対照表計上額 時 価 差 額

敷金・保証金 898 873 26

（注１）市場価格のない株式等は、次のとおりです。

区 分 貸借対照表計上額

非上場株式（投資有価証券） 114

関係会社株式 76041

（単位：百万円）
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Ⅲ．行政コスト計算書関係
１．独立行政法人の業務運営に関して国民の負担に帰せられるコスト

行政コスト 50424489244円
自己収入等 8875597795円
法人税等及び国庫納付額 91545176円
機会費用 589094551円

                         

独立行政法人の業務運営に関して
国民の負担に帰せられるコスト 42046440824円

２．機会費用の計上方法
 政府出資又は地方公共団体出資等から生ずる機会費用の計算に使用した利率
10年利付国債の令和８年３月末利回りを参考に2345％で計算しております。

 国等との人事交流による出向職員から生じる機会費用の計算方法
当該職員が国等に復帰後退職する際に支払われる退職金のうち、独立行政法人での勤務期間
に対応する部分について、給与規則に定める退職給付支給基準等を参考に計算しております。

Ⅳ．キャッシュ・フロー計算書関係
キャッシュ・フロー計算書における資金は、現金、要求払預金であります。
１．資金の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係
（令和８年３月31日現在）
現金及び預金 22786897113円

                       

資金の期末残高 22786897113円
２．重要な非資金取引の内容
翌事業年度以降のキャッシュ・フローに重要な影響を与える非資金取引はありません。

Ⅴ．収益認識に関する事項
当法人は、以下に記載する内容を除き、独立行政法人会計基準第86における収益に重要性が乏し
いため、注記を省略しております。
１．収益の分解情報
当法人の一定の事業等のまとまりごとの区分は、サイバーセキュリティ業務、情報処理技術者
試験業務であり、各事業の主なサービス等の種類は、中核人材育成プログラム提供によるサービ
ス、情報処理技術者試験サービス等であります。上記に係る一定の事業等のまとまりごとの区分
における収益は、それぞれ1487百万円、6696百万円であります。
２．収益を理解するための基礎となる情報
「重要な会計方針」の「収益及び費用の計上基準」に記載の通りであります。

３．当該事業年度及び翌事業年度以降の収益の金額を理解するための情報
当法人では、当初の予想契約期間が１年を超える重要な取引がないため、実務上の便法を適用
し、残存履行義務に関する情報の記載を省略しております。

Ⅵ．金融商品関係
１．金融商品の状況に関する事項
当法人は、資金運用については預金及び公社債に限定し、独立行政法人通則法第47条で定めら
れているとおり運用しております。
未収債権等に係る顧客の信用リスクは、債権管理規程等に沿ってリスク低減を図っております。
また、投資有価証券は、廃止前の地域ソフトウェア供給力開発事業推進臨時措置法第７条第１項
の規定により出資した、非上場株式を保有しております。

Ⅶ．資産除去債務関係
当法人は、本部事務所（東京都文京区）、産業サイバーセキュリティセンター（秋葉原）（東京都

千代田区、以下、「秋葉原事務所」とする）及び赤坂事務所（東京都港区）の賃貸借契約書に基づき、
本部事務所、秋葉原事務所及び赤坂事務所の退去時における原状回復に係る債務を有しております
が、当該債務に関連する賃借資産の使用期間が明確でなく、将来本部事務所、秋葉原事務所及び赤
坂事務所を移転する予定もないことから、資産除去債務を合理的に見積もることができません。そ
のため、当該債務に見合う資産除去債務を計上しておりません。
Ⅷ．退職給付関係
１．採用している退職給付制度の概要
当法人は、役職員の退職給付に充てるため、非積立型の退職一時金制度及び国家公務員共済組
合法の退職等年金給付制度を採用しています。
非積立型の退職一時金制度では、給与と勤務期間に基づいた一時金を支給しており、簡便法に
より退職給付引当金及び退職給付費用を計算しています。
２．確定給付制度
ａ 簡便法を適用した制度の、退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表
期首における退職給付引当金 861565700円
退職給付費用 147353900円
退職給付の支払額 68974800円
期末における退職給付引当金 939944800円

ｂ 退職給付に関連する損益
簡便法で計算した退職給付費用 147353900円

３．退職等年金給付制度
当法人の退職等年金給付制度への要拠出額は、1865128円でした。
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利益の処分又は損失の処理に関する書類 （単位：円）

科 目 一 般 勘 定 試 験 勘 定 先端半導体・人工知能
関連技術勘定 事 業 化 勘 定 地域事業出資業務勘定 合 計

Ⅰ 当期未処分利益又は当期未処理損失（） 271702932 57651421 71933099 265717032 2937089352 3460227638

当期総利益又は当期総損失（） 271702932 504411235 71933099 0 11236794 315878196

前期繰越欠損金（） 0 562062656 0 265717032 2948326146 3776105834

Ⅱ 利益処分額

積立金 0 0 71933099 0 0 71933099

Ⅲ 損失処理額

積立金取崩額 271702932 0 0 0 0 271702932

Ⅳ 次期繰越欠損金 0 57651421 0 265717032 2937089352 3260457805

Ⅸ．不要財産に係る国庫納付等関係

１ 資産種類 現金及び預金

２ 資産名称 現金及び預金

取得価額 円

３ 帳簿価額 減価償却 円

帳簿価額 334919966円

４ 不要財産となった理由

出資先の（株）広島ソフトウェアセンター
から解散に際して分配された残余財産分配
金（334919966円）については、出資の根
拠法である地域ソフトウェア供給力開発事
業推進臨時措置法（平成元年法律第60号）
が平成11年に廃止となり、再投資を行う根
拠が失われています。また、情報処理の促
進に関する法律の一部を改正する法律（平
成14年法律第144号）附則第８条に定めら
れている本出資に係る経理を行う地域事業
出資業務勘定は、出資金の管理を行うのみ
であり、具体的な業務を行うことはできま
せん。以上により、残余財産分配金は法的
に使途がないものとなっているためであり
ます。

５ 国庫納付等の方法 現金及び預金による国庫納付を予定してい
ます。

６ 譲渡収入の額 該当ありません。

７ 控除費用 該当ありません。

国庫納付額 

納付年月日 

８
国庫納付等の額
納付年月日

地方公共団体への払戻額 

納付年月日 

その他民間等への払戻額 

納付年月日 

９ 減資額 

 ８～９については、国庫納付等が行われていないため、金額及び日付を記載しておりません。
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Ⅹ．重要な債務負担行為
該当事項はありません。

Ⅺ．重要な後発事象
令和８年５月28日に、政府から出資金として150000百万円を受領しています。

Ⅻ．重要な会計上の見積り
該当事項はありません。

．表示方法の変更
該当事項はありません。

．その他独立行政法人の状況を適切に開示するために必要な会計情報
本年度より、情報処理の促進に関する法律（昭和四十五年法律第九十号）第50条第３号に基づき、
次世代半導体の量産等にむけた出資業務等を経理する勘定として、新たに先端半導体・人工知能関
連技術勘定を設けて経理することになりました。なお、同勘定の当事業年度の会計期間は、令和７
年８月４日から令和８年３月31日までであります。
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企業年金基金変更公告

さくらグループ企業年金基金の事務所の所在地
に変更があったので、確定給付企業年金法第15条
及び確定給付企業年金法施行令第９条の規定によ
り次のように公告する。
１．新事務所の所在地 東京都府中市晴見町２丁
目16番の１
２．旧事務所の所在地 東京都府中市府中町１丁
目７番地の２
３．変更年月日 令和８年９月１日
令和８年 10 月 15 日

さくらグループ企業年金基金
理事長 木下 英一

独立行政法人都市再生機構公告

独立行政法人都市再生機構東日本都市再生本部公
告第 14 号
令和８年10月21日に執行する東京都市計画土地
区画整理事業大手町土地区画整理審議会委員選挙
については、届出のあった宅地の所有者が選挙す
る委員の候補者の数及び宅地について借地権を有
する者が選挙する委員の候補者の数が、それぞれ
から選挙すべき委員の数をいずれもこえていない
ことから、投票を行わないので、土地区画整理法
施行令（昭和30年政令第47号）第26条の規定に基
づき、公告する。
令和８年 10 月 15 日

独立行政法人都市再生機構
東日本都市再生本部
本部長 松村 秀弦
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令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
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い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

北
海
道
北
見
市
朝
日
町
三
七
番
地
八
七

株
式
会
社
エ
イ
チ
ア
ー
ル
ク
リ
エ
イ
ト

代
表
清
算
人

服
部

修
史

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

北
海
道
阿
寒
郡
鶴
居
村
字
幌
呂
三
六
番
地

有
限
会
社
丸
褒
松
井
牧
場

清
算
人

松
井

道

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
日
株
主
総
会
の
決
議
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

札
幌
市
中
央
区
南
十
四
条
西
五
丁
目
一
番
三

九

〇
七
号

有
限
会
社
マ
ル
エ
ス
三
共
開
発

清
算
人

米
子

岩
夫

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
日
開
催
の
社
員
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

岩
手
県
盛
岡
市
津
志
田
町
三
丁
目
五

一
五

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

Ｂ
ｌ
ｕ

ｅ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

清
算
人

天
沼
ち
さ
と

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
花
壇
四
番
四
〇

一
〇
号

株
式
会
社
Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｕ
Ｐ

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

代
表
清
算
人

高
田

望

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

宮
城
県
柴
田
郡
柴
田
町
西
船
迫
四
丁
目
四
番
地
九

株
式
会
社
秋
山
ガ
ー
デ
ン

代
表
清
算
人

秋
山

文
夫

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

山
形
県
山
形
市
大
字
漆
山
二
七
一
一
番
地

株
式
会
社
装

清
算
人

清
水

憲
司

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

栃
木
県
宇
都
宮
市
今
泉
五
丁
目
五
番
一
四
号

有
限
会
社
平
野
精
肉
店

清
算
人

平
野

文
男

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
八
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

群
馬
県
伊
勢
崎
市
南
千
木
町
二
三
一
一
番
地
七

有
限
会
社
久
保
製
作
所

清
算
人

宮
下

敏
行

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

埼
玉
県
越
谷
市
大
字
平
方
一
二
二
九
番
地
一

瀬
戸
口
イ
ン
テ
リ
ア
有
限
会
社

清
算
人

瀬
戸
口
光
子

解
散
公
告

当
社
は
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
二
ヶ
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
日
ま
で
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら

除
斥
さ
れ
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

埼
玉
県
上
尾
市
本
町
六
丁
目
一
三
番
四

四
〇
五

有
限
会
社
シ
ー
ア
ン
ド
シ
ー

清
算
人

荻
野

勝
彦

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
緑
ケ
丘
一
丁
目
四
番
一
号

有
限
会
社
朝
日
米
穀
店

清
算
人

野
溝

登

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

埼
玉
県
上
尾
市
上
町
一
丁
目
一
番
六
号

有
限
会
社
文
栄
堂

清
算
人

茂
木

博

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

埼
玉
県
春
日
部
市
樋
籠
三
五
〇
番
地

株
式
会
社
三
愛
技
研

代
表
清
算
人

中
台

晃
弘

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

埼
玉
県
川
口
市
本
蓮
一
丁
目
一
六
番
一
二
号

株
式
会
社
イ
ー
グ
ル

代
表
清
算
人

金
子

正
弘

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
赤
浜
一
〇
六善

順
株
式
会
社

代
表
清
算
人

上
野
真
太
郎


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解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

埼
玉
県
八
潮
市
大
字
伊
勢
野
一
二
六
番
地
六

有
限
会
社
伊
勢
野
商
事

清
算
人

中
村

誠
忠

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

埼
玉
県
川
口
市
本
町
二
丁
目
一
番
二
〇

九
〇
四
号

株
式
会
社
Ｈ
Ｉ
Ｘ

代
表
清
算
人

山
田

浩

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
十
六
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

埼
玉
県
北
葛
飾
郡
松
伏
町
築
比
地
二
二
六
八
番
地

一
三

有
限
会
社
不
動
機
工

清
算
人

増
田

臣
夫

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
四
丁
目
四
六

八
番
地
五

有
限
会
社
メ
デ
ィ
カ
ル
ブ
レ
イ
ン

清
算
人

渡

春
仁

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
大
字
上
野
九
六
七
番

地
の
二

有
限
会
社
橋
本
製
作
所

清
算
人

橋
本

治
作

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

千
葉
県
成
田
市
公
津
の
杜
二
丁
目
三
八
番
地
四

フ
ェ
イ
ス
フ
ル
エ
ス
テ
ー
ト
株
式
会
社

代
表
清
算
人

池
田

寛
治

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

千
葉
市
花
見
川
区
南
花
園
一
丁
目
三
二
番
四
号

株
式
会
社
モ
ー
レ

代
表
清
算
人

山
本

耕
平

解
散
公
告

当
社
は
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
解
散
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に

お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

千
葉
市
中
央
区
神
明
町
二
〇
六
番
地
三

有
限
会
社
飯
高
商
店

清
算
人

椿

真
一

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

千
葉
市
花
見
川
区
瑞
穂
二
丁
目
一
番
地
一
ガ
ー
デ

ン
プ
ラ
ザ
新
検
見
川
一
二
番
館
六
〇
三
号

株
式
会
社
つ
ば
さ
総
研

代
表
清
算
人

星
野

子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
真
砂
二
丁
目
一
六
番
一
棟

四
一
一
号

国
際
地
域
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

眞
子

岳

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
臨
時
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

千
葉
県
流
山
市
平
和
台
二
丁
目
一
三
番
地
の
一
三

流
山
パ
ー
ク
ハ
イ
ツ
三
一
〇

株
式
会
社
Ｋ
Ｊ
商
事

代
表
清
算
人

杉
田

晃
一

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
港
区
浜
松
町
二
丁
目
二
番
一
五
号

株
式
会
社
Ｒ

Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
Ｅ

代
表
清
算
人

神
島

理
都

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
三
丁
目
九
番
一
号
日
本
橋

三
丁
目
ス
ク
エ
ア
一
一
階

Ju
m
p
T
ra
d
in
g
D
ig
ita
l
Ja
p
a
n 合
同
会
社

清
算
人

マ
シ
ュ
ー
・
ベ
ン
・
ハ
イ
ナ
ー

フ
ェ
ル
ド

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
七
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
文
京
区
白
山
一
丁
目
六
番
四
の
二
二
〇
号

大
国
物
産
株
式
会
社

代
表
清
算
人

傳

啓
才

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
総
社
員
の
同
意
に
よ
り

解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
二
二
番
一
一
号
銀
座

大
竹
ビ
ジ
デ
ン
ス
二
Ｆ

合
同
会
社
G
en
ereu
x

清
算
人

赤
嶺

温
人

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
五
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
足
立
区
中
川
四
丁
目
二
三
番
一
九

七
一

二
号

Ｊ
＆
Ｖ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

ズ
ン
・
テ
ィ
ー
・
フ
オ
ン
・

ロ
ア
ン

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
致
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
一
丁
目
七
番
一
号

松
岡
投
資
株
式
会
社

代
表
清
算
人

松
岡

清
美





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
台
東
区
柳
橋
二
丁
目
二
〇
番
一
六
号

株
式
会
社
ア
ル
カ
ス

代
表
清
算
人

小
林

匠

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
五
丁
目
一
一
番
二
号
オ
ラ
ン

ダ
ヒ
ル
ズ
森
タ
ワ
ー
二
Ｆ

株
式
会
社
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｔ

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ

代
表
清
算
人

三
宅

雄
也

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
新
宿
区
富
久
町
一
六
番
八
号
新
宿
ユ
ニ
オ

ン
ビ
ル
三
〇
二
号
室

株
式
会
社
Ｒ
ｅ
Ｉ

代
表
清
算
人

竹
内

昇
太

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
大
田
区
西
蒲
田
四
丁
目
二
二
番
一
一
号

株
式
会
社
ラ
フ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

代
表
清
算
人

山
内

壮

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
四
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
港
区
南
青
山
五
丁
目
八
番
一
号
セ
ー
ヌ
ア

キ
ラ
ビ
ル
地
下
一
階

株
式
会
社
フ
ェ
ー
セ
ス

代
表
清
算
人

池
田

そ
よ

解
散
公
告

当
組
合
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
付
東
京
都
知
事

認
可
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
三
丁
目
一
〇
番
五
号

パ
ー
カ
ー
生
活
協
同
組
合

代
表
清
算
人

田
村

裕
保

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
台
東
区
東
上
野
一
丁
目
二
六
番
二
号

有
限
会
社
ジ
ュ
エ
リ
ー
保
険
サ
ー
ビ
ス

清
算
人

荒
川

知
行

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
二
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
丁
目
一
一
番
一
号
山

王
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
二
一
階

イ
ン
ベ
ナ
ジ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
合
同
会
社

清
算
人

イ
ン
ベ
ナ
ジ
ー
・
ソ
ー
ラ
ー
・
デ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
Ｌ
Ｌ
Ｃ

職
務
執
行
者

大
屋

昌
之

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
総
社
員
の
同
意
に
よ
り

解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
丁
目
一
一
番
一
号
山

王
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
二
一
階

函
館
寅
沢
ウ
イ
ン
ド
合
同
会
社

清
算
人

イ
ン
ベ
ナ
ジ
ー
・
ウ
イ
ン
ド
合
同
会
社

職
務
執
行
者

大
屋

昌
之

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
総
社
員
の
同
意
に
よ
り

解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
丁
目
一
一
番
一
号
山

王
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
二
一
階島

牧
ウ
イ
ン
ド
合
同
会
社

清
算
人

イ
ン
ベ
ナ
ジ
ー
・
ウ
イ
ン
ド
合
同
会
社

職
務
執
行
者

大
屋

昌
之

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
総
社
員
の
同
意
に
よ
り

解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
丁
目
一
一
番
一
号
山

王
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
二
一
階今

金
ウ
イ
ン
ド
合
同
会
社

清
算
人

イ
ン
ベ
ナ
ジ
ー
・
ウ
イ
ン
ド
合
同
会
社

職
務
執
行
者

大
屋

昌
之

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
総
社
員
の
同
意
に
よ
り

解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
丁
目
一
一
番
一
号
山

王
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
二
一
階

上
ノ
国
湯
ノ
岱
ウ
イ
ン
ド
合
同
会
社

清
算
人

イ
ン
ベ
ナ
ジ
ー
・
ウ
イ
ン
ド
合
同
会
社

職
務
執
行
者

大
屋

昌
之

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
総
社
員
の
同
意
に
よ
り

解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
丁
目
一
一
番
一
号
山

王
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
二
一
階

西
久
慈
ウ
イ
ン
ド
合
同
会
社

清
算
人

イ
ン
ベ
ナ
ジ
ー
・
ウ
イ
ン
ド
合
同
会
社

職
務
執
行
者

大
屋

昌
之

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
い
た
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
立
川
市
錦
町
一
丁
目
四
番
四
号
サ
ニ
ー
ビ

ル
二
Ｆ
ｃ
ｓ

一
一
九

合
同
会
社
和

清
算
人

山
下

和
代

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
の
株
主
総
会
の
決
議

に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
港
区
南
青
山
二
丁
目
二
番
一
五
号
Ｗ
Ｉ
Ｎ

青
山
五
三
一

株
式
会
社
キ
ャ
ス
ト
ハ
ブ

代
表
清
算
人

齋
藤

颯
人

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
九
月
三
十
日
解
散
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の

翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
渋
谷
区
上
原
一
丁
目
三
番
九
号

出
島
ト
ラ
ス
ト
株
式
会
社

代
表
清
算
人

小
林

宏
彰





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
港
区
西
新
橋
一
丁
目
六
番
一
二
号

芝
浦
シ
ス
テ
ム
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

波
多
野

昇

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
文
京
区
千
石
四
丁
目
一
四
番
九
号

ユ
ン
デ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
コ
マ
ー
ス
株
式
会
社

代
表
清
算
人

陳

暁
明

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
株
主
総
会
の
決
議
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
七
丁
目
七
番
七
号
Ｓ
Ｇ

ス
ク
エ
ア

ア
ッ
シ
ュ
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
マ
ル
テ
ィ

ン
・
モ
ロ

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
四
日
付
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
五
丁
目
九
番
一
号

Ｉ
Ｆ
ア
セ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ズ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

村
田

祐
介

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
新
宿
区
四
谷
一
丁
目
二
二
番
地
五
Ｗ
Ｅ
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｌ
四
谷
ビ
ル
二
階

Ｋ
Ｋ
ｄ
ａ
ｙ

Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
合
同
会
社

清
算
人

Ｋ
Ｋ
ｄ
ａ
ｙ

Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ

ｓ
株
式
会
社

職
務
執
行
者

陳

明
明

解
散
公
告

当
社
は
、
総
社
員
の
同
意
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
四
番
地
九
新
東
京
国
際

リ
ー
ガ
ル
内

Ｓ
ａ
ｆ
ａ
ｒ
ｉ
合
同
会
社

代
表
清
算
人

管

翼

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
中
野
区
沼
袋
四
丁
目
七
番
八
号

株
式
会
社
エ
イ
・
エ
ム
・
エ
ス

代
表
清
算
人

加
山

哲

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
八
番
一
号
Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ
大
手
町
ビ
ル
十
九
階

サ
ン
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
清
算
合
同
会
社

清
算
人

綾

克
己

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
町
一
丁
目
八
番
一
六
号

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｅ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

山
本

昭
久

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
、同
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら

二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

神
奈
川
県
横
浜
市
神
奈
川
区
六
角
橋
三
丁
目
一
番

四
号株

式
会
社
ケ
ア
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

代
表
清
算
人

石
川

荘
一

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
八
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
同
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日

か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

川
崎
市
川
崎
区
貝
塚
二
丁
目
五
番
地
一
一

株
式
会
社
ダ
ン
・
リ
ビ
ン
グ

代
表
清
算
人

水
田
由
紀
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
一
日
総
社
員
の
同
意
に
よ
り

解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

横
浜
市
中
区
山
下
町
一
四
三

三
招
ビ
ル
四
〇
二
号

盛
興
合
同
会
社

清
算
人

何

愛
雲

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
四
月
二
十
六
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

神
奈
川
県
横
須
賀
市
佐
野
町
二
丁
目
三
一
番
一
〇

ピ
ュ
ア
ラ
イ
フ
合
同
会
社

清
算
人

三
橋

一
郎

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

横
浜
市
青
葉
区
荏
田
西
二
丁
目
三
八
番
地
二
二

株
式
会
社
Ｔ
Ｋ
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ

代
表
清
算
人

木
島

綱
雄

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

新
潟
市
中
央
区
本
町
通
八
番
町
一
三
一
八
番
地

エ
ヌ
・
ケ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
清
算
人

桐
生

正

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
臨
時
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

石
川
県
加
賀
市
伊
切
町
レ
一
五
番
地
の
一

株
式
会
社
カ
ス
タ
ム
ベ
イ
ト

代
表
清
算
人

元
谷
外
志
宣





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

山
梨
県
中
央
市
西
花
輪
二
四
二
二
番
地
四

株
式
会
社
熊
谷
組

代
表
清
算
人

熊
谷
か
よ
子

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
四
月
十
五
日
開
催
の
社
員
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
等
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

長
野
県
諏
訪
市
清
水
二
丁
目
一
番
四
号
一
Ｆ

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ス
マ
ー
ト
レ
イ
ク

清
算
人

小
口
さ
え
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
同
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら

二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

静
岡
県
伊
東
市
南
町
二
丁
目
一
一
四
番
地
の
一

株
式
会
社
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ

Ｂ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ

代
表
清
算
人

山
﨑

裕
子

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

静
岡
市
葵
区
本
通
三
丁
目
二
三
番
地
の
一

有
限
会
社
共
生
企
画

清
算
人

池
田

学

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
九
月
二

十
四
日
に
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

静
岡
市
駿
河
区
中
田
二
丁
目
六
番
一
二
号

ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

大
塚

良
男

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

静
岡
県
伊
東
市
富
戸
一
〇
二
〇
番
地
の
二
九
二

ロ
ワ
ジ
ー
ル
伊
豆
高
原
二

四
〇
四
号

合
同
会
社
Ｋ
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
ス
タ
ジ
オ

清
算
人

今
泉

慶
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
五
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

静
岡
県
富
士
市
永
田
北
町
九
番
五
号

株
式
会
社
佐
野
砲
金
鋳
造
所

代
表
清
算
人

佐
野

陽
司

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
四
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

愛
知
県
名
古
屋
市
北
区
金
城
四
丁
目
九
番
二
五
号

株
式
会
社
Ｉ
ｎ
ａ
ｒ
ｉ

代
表
清
算
人

太
田

麻
木

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

名
古
屋
市
守
山
区
瀬
古
一
丁
目
五
一
九
番
地

有
限
会
社
齋
藤
製
作
所

清
算
人

齋
藤

哲

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

京
都
市
下
京
区
松
原
通
烏
丸
西
入
ル
玉
津
島
町
三

〇
三
番
地

株
式
会
社
オ
ン
リ
ー
ノ
ー
ス

代
表
清
算
人

中

浩
一

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
五
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

大
阪
府
松
原
市
天
美
北
五
丁
目
八
番
一
一
号

一
般
社
団
法
人
Ｍ
ｅ
Ａ
Ｔ

代
表
清
算
人

大
内

秀
之

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

大
阪
市
平
野
区
長
吉
長
原
東
一
丁
目
九
番
七

一

一
四

有
限
会
社
カ
ジ
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス

清
算
人

鍛
治

秀
昭

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

大
阪
市
生
野
区
林
寺
二
丁
目
八
番
二
号

Ｂ
二
〇

二
号
室

幸
健
株
式
会
社

代
表
清
算
人

リ
ュ
ウ

カ
イ
ミ
ン

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

大
阪
市
西
淀
川
区
歌
島
二
丁
目
七

一
五
、
一
〇

二
室

昌
順
株
式
会
社

清
算
人

姜

薇

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

大
阪
府
岸
和
田
市
磯
上
町
三
丁
目
二
六
番
一
号

有
限
会
社
大
和
ド
ラ
ム

清
算
人

鎗
本

喬
穗

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

大
阪
府
羽
曳
野
市
野
々
上
五
丁
目
九
番
一
一
号

株
式
会
社
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ジ
ェ
イ

代
表
清
算
人

板
野

勝
彦





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
臨
時
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

兵
庫
県
宝
塚
市
山
手
台
西
二
丁
目
三
〇
番
三
号

株
式
会
社
ア
ル
フ
ィ
ッ
ク
ス

代
表
清
算
人

桒
畑
真
士
生

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

兵
庫
県
丹
波
市
山
南
町
梶
四
五
九
番
地
六

有
限
会
社
山
南
前
川

清
算
人

前
川

勝
也

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

和
歌
山
県
新
宮
市
木
ノ
川
四
三
七
番
地
一

株
式
会
社
イ
ー
フ
ェ
ン
ス

代
表
清
算
人

東

勝
明

解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い

と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

岡
山
県
加
賀
郡
吉
備
中
央
町
西
二
八
九
四
番
地
二

株
式
会
社
Ｗ
ｅ
ｌ
ｉ
ｅ

代
表
清
算
人

武
田

悠
佑

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

広
島
市
安
芸
区
矢
野
西
一
丁
目
七
番
五

八
〇
三
号

特
定
非
営
利
活
動
法
人
エ
コ
・
ツ
ー
リ
ン
グ
協
会

清
算
人

荒
谷

修
一

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

広
島
県
福
山
市

田
町
大
字
福
田
乙
二
三
九
八
番
地

有
限
会
社
和
弘
商
事

清
算
人

麥
田

隆
弘

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

広
島
県
府
中
市
久
佐
町
五
〇
七
番
地
の
一
一

有
限
会
社
柳
川
工
業

清
算
人

柳
川

榮

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

広
島
市
佐
伯
区
五
月
が
丘
二
丁
目
六
番
一
六
号

株
式
会
社
山
﨑
工
業

代
表
清
算
人

山
﨑

一
典

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
五
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

徳
島
県
徳
島
市
か
ち
ど
き
橋
一
丁
目
五
一

一

一
般
社
団
法
人
徳
島
県
空
き
家
対
策
協
会

代
表
清
算
人

梶

誠
俊

解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

愛
媛
県
松
山
市
三
番
町
四
丁
目
一
二
番
地
一

株
式
会
社
Ｎ
Ｄ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
清
算
人

上
田

大
誠

解
散
公
告

当
組
合
は
、
令
和
八
年
九
月
四
日
開
催
の
総
会
の
決
議

並
び
に
愛
媛
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和
八
年
九
月
三

十
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

愛
媛
県
宇
和
島
市
御
殿
町
一
番
一
号

市
立
宇
和
島
病
院
生
活
協
同
組
合

代
表
清
算
人

井
亀

宗
憲

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

愛
媛
県
宇
和
島
市
高
串
一
番
耕
地
五
五
五
番
地
一

株
式
会
社
赤
松
商
店

代
表
清
算
人

赤
松

寛
幸

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
九
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

福
岡
市
南
区
野
間
三
丁
目
一
八
番
三
四
号
メ
ゾ
ン

ク
ラ
ッ
セ
南
高
宮
一
〇
一
号

株
式
会
社
日
本
訪
問
看
護
セ
ン
タ
ー

代
表
清
算
人

光
武

龍
作

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

福
岡
市
城
南
区
神
松
寺
一
丁
目
一
番
一
六
号

株
式
会
社

本
商
会

代
表
清
算
人

酒
井

秀
成

解
散
公
告

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

福
岡
県
福
岡
市
早
良
区
田
隈
三
丁
目
二
五
番
地
一

七
号

一
般
社
団
法
人
わ
ん
ら
い
ふ

代
表
清
算
人

横
尾

涼

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
付
の
社
員
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

福
岡
市
博
多
区
綱
場
町
九
番
二
〇
号

一
般
社
団
法
人
ア
カ
モ
ク
普
及
推
進
協
議
会

代
表
清
算
人

井
手

雅
雄

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
、
令
和
八
年
九
月

三
十
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

福
岡
市
博
多
区
吉
塚
三
丁
目
二
五
番
一
五
号

有
限
会
社
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
サ
ポ
ー
ト

清
算
人

岩
崎

秀
昭





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

北
九
州
市
小
倉
北
区
竪
町
一
丁
目
六
番
七
号

株
式
会
社
Ｋ
ア
ド

代
表
清
算
人

猪
ノ
口

彰

解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

佐
賀
県
嬉
野
市
嬉
野
町
大
字
下
宿
乙
六
二
八
番
地

の
七

有
限
会
社
彼
杵
屋
商
店

清
算
人

桶
谷

清
洋

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

佐
賀
県
佐
賀
市
久
保
泉
町
大
字
下
和
泉
二
三
六
六

合
同
会
社
木
塚
オ
フ
ィ
ス

代
表
清
算
人

木
塚

大
成

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
五
月
十
四
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

長
崎
市
戸
石
町
二
八
一
二
番
地
四

有
限
会
社
豊
栄
工
業

清
算
人

藤
瀬

正
生

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

熊
本
市
中
央
区
新
市
街
一
番
二
八
号合

同
会
社
Ｍ
Ｋ

清
算
人

岩
下

道
子

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

宮
崎
県
宮
崎
市
城
ケ
崎
一
丁
目
六
番
地
二
九

株
式
会
社
正
英
電
機
工
業

代
表
清
算
人

宮
﨑

貴
士

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
八
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

鹿
児
島
県
枕
崎
市
旭
町
一
〇
二
番
地

有
限
会
社
三
共
水
産

清
算
人

立
石
健
太
郎

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

沖
縄
県
沖
縄
市
高
原
四
丁
目
七
番
一
〇
号

株
式
会
社
テ
ン
・
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

代
表
清
算
人

有
銘

政
秀

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

沖
縄
県
宜
野
湾
市
喜
友
名
一
丁
目
三
一
番
一
〇
号

カ
サ
デ
セ
フ
ィ
ー
ロ
Ｃ

株
式
会
社
ヒ
ロ
シ

代
表
清
算
人

金
城

宏

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
十
一
日
社
員
総
会
の
決
議

に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除

斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

北
海
道
余
市
郡
余
市
町
浜
中
町
二
〇
五
番
地
三

医
療
法
人
社
団
田
中
内
科
医
院

清
算
人

田
中

敦
子

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
七
月
十
八
日
を
も
っ
て
診
療
所

を
廃
止
し
た
こ
と
に
伴
い
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い

と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

横
浜
市
戸
塚
区
吉
田
町
三
〇
〇
〇
番
地
七
木
村
屋

ビ
ル
一
階

医
療
法
人
社
団
彩
清
会
中
島
歯
科
医
院

清
算
人

中
島

彩
登

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載（
令
和
八
年
十
月
十
三
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

静
岡
県
浜
松
市
中
央
区
入
野
町
六
三
〇
一
番
地
の

一

医
療
法
人
社
団
ふ
じ
も
と
矯
正
歯
科
医
院

清
算
人

藤
本

雅
清

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十

月
十
三
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除

斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

長
崎
市
小
峰
町
三
番
六
号

医
療
法
人
倉
田
醫
院
内
科
婦
人
科

清
算
人

倉
田

明
彦

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
六
月
二
十
六
日
社
員
の
欠
亡
に

よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
八
日
）
の
翌
日
か

ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申

し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

千
葉
県
浦
安
市
美
浜
三
丁
目
二
六
番
八
号

医
療
法
人
社
団
前
田
産
婦
人
科
医
院

清
算
人

曽
根

栄
輝

連
絡
先

千
葉
市
中
央
区
中
央
三
丁
目
五
番
一
号

千
葉
中
央
ト
ー
セ
イ
ビ
ル
九
階

藤
井
・
滝
沢
綜

合
法
律
事
務
所

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
十
二
月
三
十
日
開
催
の
社
員
総

会
決
議
並
び
に
東
京
都
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和
八
年

八
月
二
十
五
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当

法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令

和
八
年
九
月
十
七
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と

き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
豊
島
区
駒
込
二
丁
目
一
二
番
一
一
号
古
川

ビ
ル
二
階

医
療
法
人
社
団
至
仁
望
信
会

清
算
人

髙
橋

望

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
三
月
七
日
開
催
の
社
員
総
会
の

決
議
並
び
に
静
岡
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和
八
年
九

月
十
日
を
も
っ
て
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載（
令
和
八
年
十
月
八
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

静
岡
県
沼
津
市
西
椎
路
八
八
番
地
の
一

医
療
法
人
社
団
き
さ
ら
ぎ
会

清
算
人

甲
斐

美
咲

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
三
年
十
一
月
十
三
日
社
員
の
欠
乏
に

よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
十
三
日
）
の
翌
日

か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お

申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

愛
媛
県
松
山
市
北
条
辻
三
一
八
番
地
一

医
療
法
人
松
木
医
院

清
算
人

永
井

卓
也





令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十

月
十
三
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算

か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

熊
本
県
下
益
城
郡
美
里
町
馬
場
七
五
七
番
地
一

医
療
法
人
田
上
会

清
算
人

田
上

洋
一

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
診
療

所
を
閉
鎖
し
た
た
め
、
定
款
で
定
め
た
解
散
事
由
の
発
生

に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
十
三
日
）
の
翌
日

か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

沖
縄
県
う
る
ま
市
石
川
東
山
二
丁
目
三
〇
番
一
四
号

医
療
法
人
新
風
会

清
算
人

山
口

隆

第
三
十
八
期
決
算
公
告

令
和
八
年
七
月
二
十
日
現
在

貸
借
対
照
表
の
要
旨

（
単
位
・
百
万
円
）

資
産
の
部

流
動
資
産

九
、
八
二
七

固
定
資
産

九
九
八

合
計

一
〇
、
八
二
六

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流
動
負
債

三
、
二
八
五

賞
与
引
当
金

四
九
四

工
事
損
失
引
当
金

一
五

固
定
負
債

四
六
九

株
主
資
本

七
、
〇
六
七

資
本
金

四
六
〇

資
本
剰
余
金

三
二
七

資
本
準
備
金

二
二
一

そ
の
他
資
本
剰
余
金

一
〇
五

利
益
剰
余
金

六
、
二
八
〇

利
益
準
備
金

七
三

そ
の
他
利
益
剰
余
金

六
、
二
〇
六

評
価
・
換
算
差
額
等

二

そ
の
他
有
価
証
券
評
価
差
額
金

二

合
計

一
〇
、
八
二
六

（
注
）
当
期
純
利
益

一
、
一
六
九

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
江
東
区
永
代
一
丁
目
一
四
番
五
号

株
式
会
社
内
田
洋
行
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

代
表
取
締
役

内
藤

祐
介





第 45 期 決 算 公 告
令和８年６月 29 日

仙台市宮城野区小田原一丁目３番23号
株式会社東北マツダ
代表取締役 太田千鶴子

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年３月31日現在) (単位：百万円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 3,809 流 動 負 債 8,518
固 定 資 産 11,313 固 定 負 債 871

(退職給付引当金) (518)
株 主 資 本 5,732
資 本 金 348
資 本 剰 余 金 1,163
資 本 準 備 金 1,163
利 益 剰 余 金 4,221
利 益 準 備 金 2
その他利益剰余金 4,219
(うち当期純利益) (139)

資 産 合 計 15,122 負債・純資産合計 15,122

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



第 53 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日
福島県いわき市平字紺屋町18番地の８

株式会社共栄互助会
代表取締役 関野 芳

貸借対照表の要旨
(令和８年７月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 190,113
固 定 資 産 323,913
合 計 514,026

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 36,986
固 定 負 債 362,509
株 主 資 本 114,531
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 94,531
その他利益剰余金 94,531
(うち当期純利益) (251)
合 計 514,026

第 45 期決算公告 令和８年10月15日
千葉県松戸市二十世紀が丘萩町６番地

株式会社ロングバァリー
代表取締役 長谷 和雄

貸借対照表の要旨(令和７年11月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 79,184
固 定 資 産 172,550
繰 延 資 産 5,887
合 計 257,622

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,152
固 定 負 債 78,822
株 主 資 本 177,647
資 本 金 13,000
利 益 剰 余 金 164,647
その他利益剰余金 164,647
(うち当期純利益) (4,491)
合 計 257,622

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



第 12 期決算公告 令和８年10月15日
千葉県松戸市二十世紀が丘萩町６番地

株式会社ロングバァリーホールディングス
代表取締役 長谷 和雄

貸借対照表の要旨(令和７年11月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,796
固 定 資 産 38,269
合 計 40,066

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 6,528
固 定 負 債 30,701
株 主 資 本 2,836
資 本 金 17,000
資 本 剰 余 金 456
資 本 準 備 金 456
利 益 剰 余 金 14,620
その他利益剰余金 14,620
(うち当期純損失) (3,959)
合 計 40,066

第 24 期決算公告 令和８年10月15日
東京都港区虎ノ門４丁目３番１号
城山トラストタワー東京赤坂法律事務所内

日本ラントロニクス株式会社
代表取締役 デニス・レイモンド・

ギャラガー
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 50,348
合 計 50,348

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 5,397
賞 与 引 当 金 981
有給休暇引当金 1,306
株 主 資 本 44,950
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 34,950
その他利益剰余金 34,950
(うち当期純利益) (1,386)
合 計 50,348

第 ３ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日

東京都港区芝５丁目７番地１号
株式会社Ｐａｉｎｔｅｒ
代表取締役 岩田 太地

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 33,916
固 定 資 産 906,185
繰 延 資 産 104
合 計 940,206

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 918,869
株 主 資 本 21,337
資 本 金 9,800
資 本 剰 余 金 9,800
資 本 準 備 金 9,800
利 益 剰 余 金 1,737
その他利益剰余金 1,737
(うち当期純利益) (2,497)
合 計 940,206

第 11 期 決 算 公 告
令和８年９月 24 日
神奈川県横浜市港北区富士塚１2621

株式会社ＬｉＶｒＡ
代表取締役 髙橋 重

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 51,013
固 定 資 産 1,153
合 計 52,167

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 23,351
(うち賞与引当金) (898)
固 定 負 債 24,416
株 主 資 本 4,400
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 3,400
その他利益剰余金 3,400
(うち当期純利益) (1,911)
合 計 52,167

第 83 期 決 算 公 告
令和８年９月 25 日

長野県飯田市鼎切石4293
喜久水酒造株式会社

代表取締役 後藤 髙一
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 942,080
固 定 資 産 532,179
合 計 1,474,259

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 117,825
固 定 負 債 43,869
株 主 資 本 1,312,565
資 本 金 73,000
利 益 剰 余 金 1,239,565
利 益 準 備 金 20,000
その他利益剰余金 1,219,565
(うち当期純利益) (12,684)
合 計 1,474,259

第 12 期 決 算 公 告
令和８年８月 18 日

名古屋市瑞穂区新開町21番10号
株式会社セントレック
代表取締役 柴田 和範

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,366,791
固 定 資 産 361,450
合 計 1,728,241

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 171,468
固 定 負 債 40,404
株 主 資 本 1,516,369
資 本 金 15,000
利 益 剰 余 金 1,501,369
利 益 準 備 金 6,000
その他利益剰余金 1,495,369
(うち当期純利益) (172,074)
合 計 1,728,241

第 70 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日

大阪市北区天満二丁目７番30号
朝日企業株式会社

代表取締役社長 村上 博崇
貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 3,140,911 流 動 負 債 2,255,596
固 定 資 産 1,268,947 固 定 負 債 299,469

(退職給付引当金) (11,337)
株 主 資 本 1,854,792
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 70,000
その他資本剰余金 70,000
利 益 剰 余 金 1,754,792
利 益 準 備 金 50,000
その他利益剰余金 1,704,792
(うち当期純利益) (290,024)
自 己 株 式 70,000

資 産 合 計 4,409,859 負債・純資産合計 4,409,859

第 77 期 決 算 公 告
令和８年９月 15 日 徳島県徳島市応神町吉成字只津37番地19

東邦セールス株式会社
代表取締役 大谷 秀樹

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

流 動 資 産 691,774 流 動 負 債 259,122
固 定 資 産 1,044,520 固 定 負 債 172,198
繰 延 資 産 6,084 負 債 合 計 431,320

株 主 資 本 1,311,059
資 本 金 100,000
利 益 剰 余 金 1,211,059
利 益 準 備 金 25,000
その他利益剰余金 1,186,059
(うち当期純利益) (91,850)
純資産合計 1,311,059

資 産 合 計 1,742,379 負債・純資産合計 1,742,379

第 10 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
東京都多摩市鶴牧一丁目１番地14コージィーコート２Ｆ１

株式会社テクサー
代表取締役 朱 强

貸借対照表の要旨 (令和８年５月31日現在) (単位：百万円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 529 流 動 負 債 34
固 定 資 産 42 (うち賞与引当金) (3)

固 定 負 債 29
株 主 資 本 500
資 本 金 100
資 本 剰 余 金 488
資 本 準 備 金 30
その他資本剰余金 458
利 益 剰 余 金  88
その他利益剰余金  88
(うち当期純損失) (88)
新 株 予 約 権 8

資 産 合 計 572 負債・純資産合計 572

第 42 期 決 算 公 告
令和８年９月 24 日 埼玉県川口市芝新町17番26号

ティケィ管理サービス株式会社
貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

流 動 資 産 236,388 流 動 負 債 164,049
固 定 資 産 305,299 賞 与 引 当 金 1,775

そ の 他 162,274
固 定 負 債 93,464
株 主 資 本 284,174
資 本 金 30,000
資 本 剰 余 金 45,000
その他資本剰余金 45,000
利 益 剰 余 金 209,174
利 益 準 備 金 7,500
その他利益剰余金 201,674
(うち当期純利益) (54,061)

資 産 合 計 541,688 負債・純資産合計 541,688

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



第 18 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日
愛知県名古屋市西区牛島町６番１号
株式会社アイディ・ブレイン

代表取締役 松田 穣
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 1,202,391
固 定 資 産 24,681
合 計 1,227,073

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 427,945
(うち賞与引当金) (15,900)
株 主 資 本 799,128
資 本 金 13,000
利 益 剰 余 金 789,648
その他利益剰余金 789,648
(うち当期純利益) (138,867)
自 己 株 式 3,520
合 計 1,227,073

損益計算書の要旨
自 令和８年５月１日
至 令和８年６月30日

(単位：百万円)
科 目 金 額
営 業 収 益 4,638
営 業 費 用 3,547
営 業 利 益 1,090
営 業 外 収 益 0
経 常 利 益 1,090
税引前当期純利益 1,090
法人税、住民税及び
事業税 3

当 期 純 利 益 1,087

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年６月30日現在) (単位：百万円)

資 産 の 部 負債及び純資産の部
その他の資産 2,262 流 動 負 債 173
流 動 資 産 2,262 負 債 合 計 173
繰 延 資 産 0 社 員 資 本 2,089

特 定 資 本 金 102
優 先 資 本 金 1,109
剰 余 金 878
当期未処分利益 878
純資産合計 2,089

資 産 合 計 2,262 負債・純資産合計 2,262

第 14 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日 東京都港区虎ノ門二丁目６番１号

Ｈｉｊｅｔ 特定目的会社
取締役 長尾 誠

第８期決算公告 令和８年10月15日
福岡県福岡市南区大橋２丁目１番１号

株式会社ドラ侍
代表取締役 代田 晴久

貸借対照表の要旨(令和８年７月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 39,022
固 定 資 産 10,454
資 産 合 計 49,476

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 17,716
固 定 負 債 20,600
負 債 合 計 38,316
株 主 資 本 11,160
資 本 金 75,000
利 益 剰 余 金 63,840
その他利益剰余金 63,840
(うち当期純損失) (19,478)
純資産合計 11,160
負債・純資産合計 49,476

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
乙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

福
島
県
二
本
松
市
根
崎
一
丁
目
二
四
一
番
地

（
甲
）
東
邦
ゴ
ム
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

本
郷

義
之

岡
山
市
北
区
錦
町
一
番
一
号
岡
山
駅
前
ビ
ル

四
階

（
乙
）
Ｋ
Ｓ
Ｊ
２

３
株
式
会
社

代
表
取
締
役

町
田

一
郎

決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日

福島県二本松市根崎一丁目241番地
東邦ゴム工業株式会社

貸借対照表の要旨(令和８年３月20日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 608,249
固 定 資 産 225,378
合 計 833,628

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 134,231
固 定 負 債 13,073
株 主 資 本 686,323
資 本 金 60,000
利 益 剰 余 金 729,243
利 益 準 備 金 15,000
その他利益剰余金 714,243
(うち当期純利益) (8,104)
自 己 株 式 102,920
合 計 833,628

第 75 期 決 算 公 告
令和８年９月 18 日

沖縄県沖縄市海邦町３番地15
琉球肥料株式会社

代表取締役 冨里 直司
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 533,273
固 定 資 産 894,169
合 計 1,427,442

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 233,717
固 定 負 債 128,493
株 主 資 本 1,065,232
資 本 金 61,000
利 益 剰 余 金 1,004,232
利 益 準 備 金 15,250
その他利益剰余金 988,982
(うち当期純利益) (10,394)
合 計 1,427,442

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
日

掲
載
頁

一
七
一
頁
（
号
外
第
一
五
五
号
）

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
七
番
二
号

（
甲
）
大
和
製
罐
株
式
会
社

代
表
取
締
役

山
口

裕
久

長
野
県
安
曇
野
市
三
郷
温
三
六
六
九
番
二
号

（
乙
）
Ｄ
＆
Ｓ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

橋
川

克
也

第 ４ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日

長野県安曇野市三郷温3669番２号
Ｄ＆Ｓ株式会社

代表取締役 橋川 克也
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 90,749
固 定 資 産 423
資 産 合 計 91,172

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 72,436
株 主 資 本 18,736
資 本 金 25,000
利 益 剰 余 金 6,263
その他利益剰余金 6,263
(うち当期純利益) (25,536)

負債・純資産合計 91,172

第 17 期決算公告 令和８年９月17日
京都市南区上鳥羽高畠町56番地

株式会社坂ノ途中
代表取締役 小野 邦彦

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,963,450
固 定 資 産 348,610
合 計 2,312,060

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 890,316
固 定 負 債 1,339,423
株 主 資 本 22,372
資 本 金 50,000
資 本 剰 余 金 823,274
その他資本剰余金 823,274
利 益 剰 余 金 850,901
その他利益剰余金 850,901
(うち当期純損失) (232,334)

新 株 予 約 権 59,948
合 計 2,312,060

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ

Ｋ
株
式
会
社
（
住
所
東
京
都
渋
谷
区
松
濤
二
丁
目
一

四
番
一
二
号
）
に
対
し
て
当
社
の
飲
食
関
連
事
業
及

び
ペ
ッ
ト
関
連
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ

せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
渋
谷
区
松
濤
二

一
四

一
二

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

紅
林

豊

第 21 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日

東京都渋谷区松濤２1412
ＧＲＥＥＮ ＳＰＡＣＥ株式会社

代表取締役 紅林 豊
貸借対照表の要旨

(令和８年１月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 416,881
固 定 資 産 81,706
資 産 合 計 498,588

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 315,386
固 定 負 債 29,529
株 主 資 本 153,672
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 143,672
その他利益剰余金 143,672
(うち当期純利益) (85,249)

負債・純資産合計 498,588

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
九
百
八
十
九
万
円
減
少

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

大
阪
市
中
央
区
瓦
町
二
丁
目
五
番
八
号

株
式
会
社
Ｌ
Ｉ
Ｔ

代
表
取
締
役

生
駒

優
希

第 ９ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日

大阪市中央区瓦町二丁目５番８号
株式会社ＬＩＴ

代表取締役 生駒 優希
貸借対照表の要旨(令和８年８月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 10,359
資 産 合 計 10,359

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 894
株 主 資 本 9,464
資 本 金 9,990
利 益 剰 余 金 525
その他利益剰余金 525
(うち当期純利益) (2,563)

負債・純資産合計 10,359

第 83 期決算公告 令和８年８月26日
大阪市中央区南船場一丁目12番19号

大阪化成品株式会社
代表取締役 盛川 実

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 634,921
固 定 資 産 137,522
合 計 772,443

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 356,488
固 定 負 債 162,761
株 主 資 本 253,193
資 本 金 50,000
資 本 剰 余 金 3,062
資 本 準 備 金 3,062
利 益 剰 余 金 200,131
利 益 準 備 金 9,438
その他利益剰余金 190,693
(うち当期純利益) (15,692)
合 計 772,443

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
ケ
イ
エ
ー

ス
モ
ー
ル
ド
株
式
会
社
（
住
所
京
都
市
伏
見
区
深
草

下
川
原
町
四
〇
番
地
）
に
対
し
て
当
社
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
品
の
型
枠
の
製
造
販
売
の
事
業
に
関
す
る

権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

京
都
市
伏
見
区
深
草
下
川
原
町
四
〇
番
地

旭
建
鉄
株
式
会
社

代
表
取
締
役

堺

篤
史

第 76 期決算公告 令和８年10月15日
京都市伏見区深草下川原町40番地

旭建鉄株式会社
代表取締役 堺 篤史

貸借対照表の要旨(令和７年９月20日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 188,715
固 定 資 産 649,649
繰 延 資 産 465
合 計 838,829

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 49,862
固 定 負 債 551,322
株 主 資 本 237,645
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 227,645
利 益 準 備 金 1,000
その他利益剰余金 226,645
(うち当期純利益) (28,143)
合 計 838,829

第 15 期 決 算 公 告
令和８年９月 24 日

東京都港区六本木一丁目６番１号
株式会社Ｓ－ＦＩＴパートナーズ

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 9,789,935
固 定 資 産 2,170,422
資 産 合 計 11,960,357

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 5,908,107
賞 与 引 当 金 14,300
固 定 負 債 4,614,766
転貸損失引当金 50,430
株 主 資 本 1,437,483
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 1,427,483
その他利益剰余金 1,427,483
(うち当期純利益) (515,113)

負債・純資産合計 11,960,357

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
九
百
七
十
五
万
円
減
少

し
九
百
七
十
五
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

鳥
取
県
鳥
取
市
滝
山
四
三
二

一
六

株
式
会
社
サ
ン
テ
ク
ノ

代
表
取
締
役

田
中

良
宗

第 10 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日

鳥取県鳥取市滝山43216
株式会社サンテクノ
代表取締役 田中 良宗

貸借対照表の要旨(令和７年11月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 15,731
固 定 資 産 2,353
繰 延 資 産 4,914
合 計 22,999

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 14,995
固 定 負 債 16,674
株 主 資 本  8,670
資 本 金 19,500
利 益 剰 余 金  28,170
その他利益剰余金  28,170
(うち当期純利益) (2,393)
合 計 22,999

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(円)

資

産

の

部

流 動 資 産 179,703,440
固 定 資 産 600,000
繰 延 資 産 350,000
資 産 合 計 180,653,440

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 49,499,475
固 定 負 債 10,059,000
株 主 資 本 121,094,965
資 本 金 50,000,000
利 益 剰 余 金 71,094,965
その他利益剰余金 71,094,965
(うち当期純利益) (33,660,791)

負債・純資産合計 180,653,440

第８期決算公告 令和８年９月29日
東京都港区六本木一丁目４番５号
アークヒルズサウスタワー

株式会社 Post Lintel Investment
Management
代表取締役社長 ヤン・ユーチー

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
千
万
円
、
資
本
準
備

金
の
額
を
三
千
万
円
減
少
し
、そ
れ
ぞ
れ
一
千
万
円
、

〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
十
七
日
で
あ

り
、
株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
九
月
十
八
日

に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

愛
媛
県
新
居
浜
市
萩
生
一
九
五
〇
番
地
の
一
〇

佐
々
木
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

佐
々
木
佳
範

第 37 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日

愛媛県新居浜市萩生1950番地の10
佐々木建設株式会社
代表取締役 佐々木佳範

貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 18,728
固 定 資 産 16,349
繰 延 資 産 1,175
合 計 36,252

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 93,338
固 定 負 債 5,562
株 主 資 本  62,648
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金  72,648
その他利益剰余金  72,648
(うち当期純損失) (9,915)
合 計 36,252

第 10 期決算公告 令和８年６月25日
東京都渋谷区桜丘町26番１号

GMO STOCK POINT株式会社
代表取締役社長 荻田 剛大

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 4,316
固 定 資 産 513
資 産 合 計 4,829

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 4,873
固 定 負 債 0
株 主 資 本 44
資 本 金 100
資 本 剰 余 金 315
資 本 準 備 金 315
利 益 剰 余 金 460
その他利益剰余金 460
(うち当期純損失) (259)

負債・純資産合計 4,829

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



第 73 期決算公告 2026年９月29日
東京都中央区日本橋兜町５番１号
株 式 会 社 白 水 社
代表取締役社長 山口 真一

貸借対照表の要旨(2026年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 3,687,987
固 定 資 産 1,205,251
繰 延 資 産 640
資 産 合 計 4,893,878

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,409,429
固 定 負 債 449,509
負 債 合 計 1,858,938
株 主 資 本 3,034,939
資 本 金 142,800
利 益 剰 余 金 2,892,139
利 益 準 備 金 35,700
その他利益剰余金 2,856,439
(うち当期純利益) (163,175)

負債・純資産合計 4,893,878

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
千
万
円
減
少
し
一
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
三
十
日
で
あ

り
、
株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一

日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
対
馬
小
路
一
一
番
一

五
号

あ
ま
ご
こ
ろ
本
舗
株
式
会
社

代
表
取
締
役

原
野

昌
季

第 15 期決算公告 令和８年10月15日
福岡県福岡市博多区対馬小路11番15号

あまごころ本舗株式会社
代表取締役 原野 昌季

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 147,694
固 定 資 産 399,591
資 産 合 計 547,286

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 429,174
固 定 負 債 449,938
株 主 資 本 331,827
資 本 金 30,000
資 本 剰 余 金 205,431
その他資本剰余金 205,431
利 益 剰 余 金 567,258
その他利益剰余金 567,258
(うち当期純利益) (11,400)

負債・純資産合計 547,286

第８期決算公告 令和８年10月15日
東京都中央区銀座六丁目18番２号
株式会社ＢｅａｒＴａｉｌ Ｘ

代表取締役 篠原 啓輔
貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 181,370
繰 延 資 産 1,680
資 産 合 計 183,050

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 35,941
ポイント引当金 3,796
株 主 資 本 147,108
資 本 金 50,000
資 本 剰 余 金 50,000
資 本 準 備 金 50,000
利 益 剰 余 金 47,108
その他利益剰余金 47,108
(うち当期純利益) (11,485)

負債・純資産合計 183,050

第 19 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日

東京都港区赤坂一丁目８番１号
三菱ＵＦＪ信託銀行内

第５メック都市開発特定目的会社
取締役 菊池 省吾

損益計算書の要旨
自 令和８年１月１日
至 令和８年６月30日

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 1,711,147
営 業 費 用 1,097,089
営 業 利 益 614,058
営 業 外 収 益 0
営 業 外 費 用 
経 常 利 益 614,058
税引前当期純利益 614,058
法人税、住民税及び
事業税 780

当 期 純 利 益 613,277
前期繰越利益 0
当期未処分利益 613,278

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
特 定 資 産 38,177,928流 動 負 債 81,078
その他の資産 12,816,024固 定 負 債 3,976,996
流 動 資 産 12,815,669 負 債 合 計 4,058,075
固 定 資 産 社 員 資 本 46,935,878
繰 延 資 産 355 特 定 資 本 金 3,600

優 先 資 本 金 46,319,000
剰 余 金 613,278
純資産合計 46,935,878

資 産 合 計 50,993,953負債・純資産合計 50,993,953

第６期決算公告 令和８年９月25日
東京都港区西麻布三丁目13番15号

株式会社ＢＭＳＧ
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(百万円)
資

産

の

部

流 動 資 産 15,879
固 定 資 産 4,410
繰 延 資 産 3
資 産 合 計 20,293

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 8,219
固 定 負 債 855
株 主 資 本 11,219
資 本 金 20
資 本 剰 余 金 20
資 本 準 備 金 20
利 益 剰 余 金 11,179
利 益 準 備 金 2
その他利益剰余金 11,177
(うち当期純利益) (4,609)

負債・純資産合計 20,293

第 35 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日

東京都千代田区丸の内二丁目２番３号
常盤橋インベストメント特定目的会社

取締役 平本 正和

損益計算書の要旨
自 令和８年２月１日
至 令和８年７月31日

(単位：百万円)
科 目 金 額
営 業 収 益 1,827
営 業 費 用 570
営 業 利 益 1,257
営 業 外 収 益 
営 業 外 費 用 
経 常 利 益 1,257
税引前当期純利益 1,257
法人税、住民税及び
事業税 0

当 期 純 利 益 1,256
前期繰越損失 524
当期未処分利益 732

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年７月31日現在) (単位：百万円)

科 目 金 額 科 目 金 額
特 定 資 産 172,015 流 動 負 債 600
その他の資産 3,918 固 定 負 債 25,000
流 動 資 産 3,837 負 債 合 計 25,600
固 定 資 産  社 員 資 本 150,332
繰 延 資 産 81 特 定 資 本 金 0

優 先 資 本 金 149,600
剰 余 金 732
純資産合計 150,332

資 産 合 計 175,933 負債・純資産合計 175,933

第２期決算公告 令和８年９月14日
長野県木曽郡木曽町新開1942

株式会社ツミカサネ
代表取締役 青野 裕介

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(円)

資

産

の

部

流 動 資 産 106,959,067
固 定 資 産 918,828,133
繰 延 資 産 1,426,511
合 計 1,027,213,711

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 445,868,202
固 定 負 債 100,000,000
株 主 資 本 481,345,509
資 本 金 90,000,000
資 本 剰 余 金 435,000,000
資 本 準 備 金 435,000,000
利 益 剰 余 金 43,654,491
その他利益剰余金 43,654,491
(うち当期純損失) (44,627,786)
合 計 1,027,213,711

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
百
万
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

神
奈
川
県
鎌
倉
市
佐
助
二
丁
目
一
三
番
一
三
号

株
式
会
社
ド
ラ
イ
ブ
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

後
藤

国
弘

第 21 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日
神奈川県鎌倉市佐助二丁目13番13号
株式会社ドライブディレクション

代表取締役 後藤 国弘
貸借対照表の要旨

(令和７年11月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 22,336
固 定 資 産 9,809
合 計 32,145

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 35,665
株 主 資 本 3,519
資 本 金 12,000
利 益 剰 余 金 15,519
その他利益剰余金 15,519
(うち当期純利益) (11,300)
合 計 32,145

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



合
併
公
告

左
記
法
人
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
左
記
の
通
り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
七
番
一
号

（
甲
）
一
般
財
団
法
人
読
売
調
査
機
構

代
表
理
事

北
村

滋

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
七
番
一
号

（
乙
）
一
般
社
団
法
人
読
売
調
査
研
究
機
構

代
表
理
事

北
村

滋

令和７年度決算公告
令和８年 10 月 15 日
東京都千代田区大手町一丁目７番１号
一般社団法人読売調査研究機構

代表理事 北村 滋
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 105,634
合 計 105,634

負
債
及
び
正

味
財
産
の
部

流 動 負 債 53,092
負 債 合 計 53,092
基 金 20,000
一般正味財産 32,542
正味財産合計 52,542
合 計 105,634

第 54 期決算公告 令和８年10月15日
東京都江東区森下二丁目２番８号

株式会社ナショナル企業
代表取締役  泰秀

貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)
科 目 金 額(百万円)

資

産

の

部

流 動 資 産 526
固 定 資 産 554
繰 延 資 産 15
合 計 1,096

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 364
固 定 負 債 515
株 主 資 本 216
資 本 金 8
利 益 剰 余 金 208
その他利益剰余金 208
(うち当期純利益) (133)
合 計 1,096

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
億
五
百
八
十
万
七
千

四
百
三
十
二
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
渋
谷
区
東
二
丁
目
二
二
番
五
号

Ｉ
Ｖ
Ａ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

相
原

嘉
夫

第８期決算公告 令和８年10月15日
東京都渋谷区東二丁目22番５号

Ｉ Ｖ Ａ 株 式 会 社
代表取締役 相原 嘉夫

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 803,459
固 定 資 産 45,236
合 計 848,695

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 278,758
固 定 負 債 92,055
株 主 資 本 477,882
資 本 金 490,809
資 本 剰 余 金 472,876
資 本 準 備 金 472,876
利 益 剰 余 金 485,804
その他利益剰余金 485,804
(うち当期純損失) (168,956)
合 計 848,695

第 17 期決算公告 令和８年10月15日
東京都港区新橋三丁目12番３号

株式会社メビウス
代表取締役 谷村 大策

貸借対照表の要旨(令和７年８月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 3,298
固 定 資 産 12,366
合 計 15,665

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 4,603
固 定 負 債 8,728
退職給付引当金 35
株 主 資 本 2,334
資 本 金 10
資 本 剰 余 金 485
その他資本剰余金 485
利 益 剰 余 金 1,839
その他利益剰余金 1,839
(うち当期純利益) (695)
合 計 15,665

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社

サ
シ
ケ
イ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
住
所
愛
知
県
瀬
戸
市

陶
原
町
四
丁
目
七
）
に
対
し
て
当
社
の
不
動
産
賃
貸

事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

愛
知
県
瀬
戸
市
共
栄
通
六
丁
目
一
二
番
地

株
式
会
社
サ
シ
ケ
イ

代
表
取
締
役

福
岡

猛

第 53 期決算公告 令和８年10月15日
愛知県瀬戸市共栄通六丁目12番地

株式会社サシケイ
代表取締役 福岡 猛

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,306,033
固 定 資 産 1,054,481
合 計 2,360,515

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 881,919
固 定 負 債 219,774
株 主 資 本 1,258,821
資 本 金 30,300
利 益 剰 余 金 1,232,630
利 益 準 備 金 7,300
その他利益剰余金 1,225,330
(うち当期純利益) (74,800)
自 己 株 式  4,108
合 計 2,360,515

第 10 期決算公告 2026年10月15日
東京都中央区日本橋本石町四丁目２番16号

株式会社スカイマティクス
代表取締役 渡邉善太郎

貸借対照表の要旨(2026年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,002,176
固 定 資 産 72,628
合 計 1,074,804

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 175,124
株 主 資 本 899,679
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 3,263,695
資 本 準 備 金 1,229,391
その他資本剰余金 2,034,303
利 益 剰 余 金 2,464,015
その他利益剰余金 2,464,015
(うち当期純損失) (362,740)
合 計 1,074,804

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
千
万
円
減
少
し
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

兵
庫
県
丹
波
市
山
南
町
村
森
一
番
地
の
一

株
式
会
社
円
応
社

代
表
取
締
役

小
池

繁
昭

第 70 期決算公告 令和８年10月15日
兵庫県丹波市山南町村森１番地の１

株 式 会 社 円 応 社
代表取締役 小池 繁昭

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 45,914
固 定 資 産 1,613
合 計 47,528

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,933
固 定 負 債 105,000
株 主 資 本 59,404
資 本 金 120,000
資 本 剰 余 金 0
利 益 剰 余 金 174,783
利 益 準 備 金 8,450
その他利益剰余金 183,233
(うち当期純利益) (1,832)
自 己 株 式 4,621
合 計 47,528

第 60 期決算公告 令和８年８月29日
大阪市淀川区田川北２丁目４番15号

株式会社ブリストワ
代表取締役 山本 昇平

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 366,631
固 定 資 産 689,815
合 計 1,056,446

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 160,612
固 定 負 債 49,008
株 主 資 本 846,826
資 本 金 24,300
資 本 剰 余 金 200
資 本 準 備 金 200
利 益 剰 余 金 822,326
利 益 準 備 金 6,075
その他利益剰余金 816,251
(うち当期純利益) (209)
合 計 1,056,446

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



第 60 期決算公告 令和８年10月15日
兵庫県加古川市加古川町中津566１

株 式 会 社 陵 南
代表取締役 明石 重徳

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 579,731
固 定 資 産 516,177
資 産 合 計 1,095,908

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 183,277
(うち賞与引当金) (14,225)
固 定 負 債 67,189
株 主 資 本 845,442
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金 829,274
利 益 準 備 金 6,300
その他利益剰余金 822,974
(うち当期純利益) (32,623)
自 己 株 式 13,834
負債・純資産合計 1,095,908

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
百
万
円
減
少
し
九
百

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
三
十
日
で
あ

り
、
株
主
総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
九
月
七
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

兵
庫
県
た
つ
の
市
新
宮
町
香
山
一
四
八
三
番

地
の
一

株
式
会
社
太
丸
開
発

代
表
取
締
役

河
﨑

和
浩

第 49 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日
兵庫県たつの市新宮町香山1483番地の１

株式会社太丸開発
代表取締役 河﨑 和浩

貸借対照表の要旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 1,498
合 計 1,498

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,014
固 定 負 債 11,240
株 主 資 本 10,756
資 本 金 13,000
利 益 剰 余 金 23,756
その他利益剰余金 23,756
(うち当期純利益) (26,963)
合 計 1,498

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債

権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
甲
及
び
乙
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
中
央
区
京
橋
三
丁
目
一
三
番
一
〇
号

（
甲
）
株
式
会
社
ニ
ー
ス
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

杉
山

彰
宏

東
京
都
中
央
区
京
橋
三
丁
目
一
三
番
一
〇
号

（
乙
）
株
式
会
社
ニ
ー
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

代
表
取
締
役

杉
山

彰
宏

第 18 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日

東京都中央区京橋三丁目13番10号
株式会社ニースグループホールディングス

代表取締役 杉山 彰宏
貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 31,856
固 定 資 産 10,008
資 産 合 計 41,864

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 949
株 主 資 本 40,915
資 本 金 100
資 本 剰 余 金 900
資 本 準 備 金 25
その他資本剰余金 875
利 益 剰 余 金 39,915
その他利益剰余金 39,915
(うち当期純利益) (38,821)

負債・純資産合計 41,864

第 ６ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日

東京都中央区京橋三丁目13番10号
株式会社ニースパートナーズ
代表取締役 杉山 彰宏

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 67,473
固 定 資 産 56,724
資 産 合 計 124,197

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 98,700
固 定 負 債 22,466
株 主 資 本 3,031
資 本 金 2,000
利 益 剰 余 金 1,031
その他利益剰余金 1,031
(うち当期純利益) (16,797)

負債・純資産合計 124,197

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

石
川
県
加
賀
市
山
代
温
泉
一
九
の
四
九
番
地
一

（
甲
）
株
式
会
社
ゆ
の
く
に
観
光
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

新
滝

英
樹

石
川
県
加
賀
市
山
代
温
泉
一
九
の
四
九
番
地
一

（
乙
）
株
式
会
社
ゆ
の
く
に
シ
ス
テ
ム

サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

新
滝

英
樹

第 43 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日
石川県加賀市山代温泉19の49番地１
株式会社ゆのくに観光サービス

代表取締役 新滝 英樹
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 12,946
固 定 資 産 180,157
合 計 193,103

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 625
固 定 負 債 
株 主 資 本 192,478
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 189,478
その他利益剰余金 189,478
(うち当期純利益) (2,136)
合 計 193,103

第 54 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日
石川県加賀市山代温泉19の49番地１

株式会社ゆのくにシステムサービス
代表取締役 新滝 英樹

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 60,579
固 定 資 産 98,893
合 計 159,472

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 4,317
固 定 負 債 400
株 主 資 本 154,755
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 149,755
その他利益剰余金 149,755
(うち当期純利益) (3,170)
合 計 159,472

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

浜
松
市
中
央
区
高
丘
東
四
丁
目
一
番
三
号

（
甲
）
株
式
会
社
ジ
ェ
ー
・
シ
ー
工
業

代
表
取
締
役

武
田

和
男

三
重
県
い
な
べ
市
北
勢
町
麻
生
田
字
麻
野
三

三
四
一
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
エ
ヌ
・
シ
ー
工
業

代
表
取
締
役

武
田

和
男

第 35 期決算公告 令和８年10月15日
浜松市中央区高丘東四丁目１番３号

株式会社ジェー・シー工業
代表取締役 武田 和男

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 388,437
固 定 資 産 158,740
資 産 合 計 547,177

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 4,455
株 主 資 本 542,722
資 本 金 5,000
資 本 剰 余 金 2,700
その他資本剰余金 2,700
利 益 剰 余 金 535,022
利 益 準 備 金 150
その他利益剰余金 534,872
(うち当期純利益) (679)

負債・純資産合計 547,177

第 33 期決算公告 令和８年10月15日
三重県いなべ市北勢町麻生田字麻野3341番
地

株式会社エヌ・シー工業
代表取締役 武田 和男

貸借対照表の要旨(令和７年７月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 457,698
固 定 資 産 103,248
資 産 合 計 560,947

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 7,300
株 主 資 本 553,646
資 本 金 3,000
資 本 剰 余 金 3,600
その他資本剰余金 3,600
利 益 剰 余 金 547,046
利 益 準 備 金 30
その他利益剰余金 547,016
(うち当期純利益) (12,272)

負債・純資産合計 560,947

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

和
歌
山
県
海
南
市
別
院
五
二
二
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
山
一
屋

代
表
取
締
役

硲
石

秀
樹

和
歌
山
県
海
南
市
別
院
五
二
二
番
地

（
乙
）
楽
ポ
ケ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

硲
石

健
太

第 55 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日

和歌山県海南市別院522番地
株式会社山一屋

代表取締役 硲石 秀樹
貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 589,080
固 定 資 産 285,000
合 計 874,080

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 303,713
固 定 負 債 301,467
株 主 資 本 268,899
資 本 金 15,000
利 益 剰 余 金 253,899
利 益 準 備 金 15,500
その他利益剰余金 238,399
(うち当期純利益) (1,172)
合 計 874,080

第 ５ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日

和歌山県海南市別院522番地
楽ポケ株式会社

代表取締役 硲石 健太
貸借対照表の要旨

(令和８年６月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 1,343
合 計 1,343

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 126
固 定 負 債 42,500
株 主 資 本 41,282
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 46,282
その他利益剰余金 46,282
(うち当期純損失) (9,809)
合 計 1,343

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

大
阪
府
守
口
市
菊
水
通
四
丁
目
一
五
番
一
二
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｐ

Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ

Ｇ
Ｎ

代
表
取
締
役

大
畑

剛

大
阪
市
福
島
区
海
老
江
七
丁
目
一
番
三
二
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｕ
Ｐ

Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｅ

代
表
取
締
役

大
畑

剛

第 15 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日
大阪府守口市菊水通四丁目15番12号
株式会社ＬＥＡＰ ＤＥＳＩＧＮ

代表取締役 大畑 剛
貸借対照表の要旨(令和７年11月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 174,941
固 定 資 産 1,110
資 産 合 計 176,051

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 9,591
負 債 合 計 9,591
株 主 資 本 166,460
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 163,460
その他利益剰余金 163,460
(うち当期純利益) (258)
純資産合計 166,460
負債・純資産合計 176,051

第 18 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日
大阪市福島区海老江七丁目１番32号

株式会社ＵＰ－ＧＲＡＤＥ
代表取締役 大畑 剛

貸借対照表の要旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 210
資 産 合 計 210

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 12,206
負 債 合 計 12,206
株 主 資 本  11,995
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金  14,995
その他利益剰余金  14,995
(うち当期純利益) (0)
純資産合計  11,995

負債・純資産合計 210

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
十
六
日

で
あ
り
、
両
社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八

年
七
月
一
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

兵
庫
県
三
木
市
府
内
町
四
〇
一
番
地
の
一

（
甲
）
株
式
会
社
エ
ム
ク
ラ
イ
ム

代
表
取
締
役

森
本

光
則

神
戸
市
垂
水
区
名
谷
町
字
湯
屋
谷
二
二
四
五

番
地
の
一（

乙
）
株
式
会
社
万
輝
オ
ー
ト
商
会

代
表
取
締
役

森
本

光
則

第 17 期決算公告 令和８年10月15日
兵庫県三木市府内町401番地の１

株式会社エムクライム
代表取締役 森本 光則

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 1,343,053
固 定 資 産 692,656
繰 延 資 産 12,055
合 計 2,047,764

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 592,747
固 定 負 債 1,165,128
株 主 資 本 289,889
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 279,889
(うち当期純利益) (15,716)
合 計 2,047,764

第 59 期決算公告 令和８年10月15日
神戸市垂水区名谷町字湯屋谷2245番地の１

株式会社万輝オート商会
代表取締役 森本 光則

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 15,359
固 定 資 産 10,637
合 計 25,996

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 19,425
固 定 負 債 28,007
株 主 資 本 21,436
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 31,436
利 益 準 備 金 100
その他利益剰余金 31,536
(うち当期純利益) (6,722)
合 計 25,996

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義

務
全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の

あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
最
終
貸
借
対
照

表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
甲
・
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
丙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

広
島
市
東
区
矢
賀
新
町
五
丁
目
一
番
八
号

（
甲
）
三
晃
装
美
株
式
会
社

代
表
取
締
役

筒
井

誠
志

広
島
市
東
区
矢
賀
新
町
五
丁
目
一
番
八
号

（
乙
）
ヤ
マ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

筒
井

誠
志

広
島
県
呉
市
安
浦
町
三
津
口
六
丁
目
一
三
番

七
号

（
丙
）
有
限
会
社
ミ
ナ
ミ

取
締
役

筒
井

誠
志

第 41 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日
広島市東区矢賀新町五丁目１番８号

三晃装美株式会社
代表取締役 筒井 誠志

貸借対照表の要旨
(令和８年５月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 41,083
固 定 資 産 232,436
合 計 273,519

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 66,567
固 定 負 債 206,492
株 主 資 本 458
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金  9,541
その他利益剰余金  9,541
(うち当期純利益) (19,710)
合 計 273,519

第 21 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日
広島市東区矢賀新町五丁目１番８号

ヤマト株式会社
代表取締役 筒井 誠志

貸借対照表の要旨
(令和７年10月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 5,896
固 定 資 産 14,195
合 計 20,091

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 8,421
固 定 負 債 73,991
株 主 資 本  62,320
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金  72,320
その他利益剰余金  72,320
(うち当期純利益) (2,531)
合 計 20,091

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



第 24 期 決 算 公 告
令和８年９月 24 日 東京都港区六本木一丁目６番１号

株式会社Ｓ－ＦＩＴ
貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

流 動 資 産 1,292,819 流 動 負 債 1,381,467
固 定 資 産 1,439,018 賞 与 引 当 金 74,484

固 定 負 債 773,264
株 主 資 本 575,236
資 本 金 127,500
資 本 剰 余 金 27,500
資 本 準 備 金 27,500
利 益 剰 余 金 420,236
利 益 準 備 金 4,375
その他利益剰余金 415,861
(うち当期純利益) (131,530)

評価・換算差額等 1,870
その他有価証券評価
差額金 1,870

資 産 合 計 2,731,838 負債・純資産合計 2,731,838

第 52 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日 長野県東御市本海野1524番地

株式会社アメニティーズ
代表取締役 金本 朝樹

貸借対照表の要旨 (令和８年３月31日現在) (単位：百万円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

流 動 資 産 2,220 流 動 負 債 3,939
固 定 資 産 8,692 賞 与 引 当 金 26
繰 延 資 産 7 固 定 負 債 3,261

退職給付引当金 292
株 主 資 本 3,709
資 本 金 10
利 益 剰 余 金 3,699
利 益 準 備 金 22
その他利益剰余金 3,677
(うち当期純利益) (323)

評価・換算差額等 10
その他有価証券評価
差額金 10

合 計 10,921 合 計 10,921

第 39 期 決 算 公 告
令和８年９月 14 日 名古屋市昭和区阿由知通四丁目17番地

株式会社マルタカ石油
代表取締役 長坂 英二

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

流 動 資 産 592,191 流 動 負 債 93,869
固 定 資 産 58,530 固 定 負 債 10,502
有形固定資産 54,672 株 主 資 本 546,350
投資その他の資産 3,858 資 本 金 50,000

資 本 剰 余 金 50,000
利 益 剰 余 金 446,349
利 益 準 備 金 24,350
その他利益剰余金 421,999
(うち当期純利益) (13,580)

資 産 合 計 650,721 負債・純資産合計 650,721
 1．有形固定資産の減価償却累計額 122,609千円

第 71 期 決 算 公 告
2026 年９月 29 日 名古屋市中村区那古野一丁目47番１号

丸 高 株 式 会 社
代表取締役 小﨑 優

貸借対照表の要旨 (2026年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

流 動 資 産 9,700,889 流 動 負 債 3,781,858
固 定 資 産 17,024,006 固 定 負 債 463,533
有形固定資産 2,673,857 株 主 資 本 22,479,504
無形固定資産 28,543 資 本 金 330,000
投資その他の資産 14,321,606 資 本 剰 余 金 5,171

利 益 剰 余 金 22,144,773
利 益 準 備 金 82,500
その他利益剰余金 22,062,273
(うち当期純利益) (1,056,236)
自 己 株 式 440

資 産 合 計 26,724,895 負債・純資産合計 26,724,895
 1．有形固定資産の減価償却累計額 2,800,061千円
2．１株当りの当期純利益 160077円

第 １ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日 東京都千代田区富士見一丁目８番19号

株 式 会 社 ケ ア ネ ッ ト
代表取締役社長 藤井 勝博

貸借対照表の要旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

科 目
流 動 資 産
固 定 資 産

資 産 合 計

金 額
4,464,477
29,001,028

33,465,505

科 目
流 動 負 債
ポイント引当金
アップ引当金
そ の 他
固 定 負 債
負 債 合 計
株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金
その他資本剰余金
利 益 剰 余 金
その他利益剰余金

評価・換算差額等
その他有価証券評価
差額金
繰延ヘッジ損益
純資産合計
負債・純資産合計

金 額
2,789,637
853,544
3,301

1,932,791
18,799,913
21,589,550
11,759,316
10,000

23,749,243
5,026

23,744,217
11,999,926
11,999,926
116,639

1,998

114,641
11,875,955
33,465,505

損益計算書の要旨
自 令和７年７月18日
至 令和８年６月30日 (単位：千円)

科 目
売 上 高
売 上 原 価
売 上 総 利 益
販売費及び一般管理
費
営 業 損 失
営 業 外 収 益
営 業 外 費 用

金 額
2,091,189
525,527
1,565,661

2,068,399

502,738
31,112

1,144,450

科 目
経 常 損 失
特 別 損 失
税引前当期純損失
法人税、住民税及び
事業税
法人税等調整額
当 期 純 損 失

金 額
1,616,076
10,625,597
12,241,674

221

 241,968
11,999,926

第 46 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

株 式 会 社 ビ ッ プ
代表取締役 加藤 峰孝

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：百万円)
資 産 の 部

科 目
流 動 資 産
固 定 資 産

資 産 合 計

金 額
5,558
25,670

31,228

負債及び純資産の部
科 目
流 動 負 債
(うち賞与引当金)
うち雑収入復活引
当金 
固 定 負 債
うち退職給付引当
金 
うち関係会社事業
損失引当金 
負 債 合 計
株 主 資 本
資 本 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金
自 己 株 式
評価・換算差額等
その他有価証券評価
差額金
純資産合計
負債・純資産合計

金 額
2,100
(3)
(10)

24,408

(116)
(11)

26,508
4,694
50

4,664
13

4,651
 20

26

26

4,720
31,228

損益計算書の要旨自 令和７年７月１日
至 令和８年６月30日(単位：百万円)

科 目
売 上 高
売 上 原 価
売 上 総 利 益
販売費及び一般管理
費
営 業 損 失
営 業 外 収 益
営 業 外 費 用

金 額
5,712
2,794
2,918

3,292

374
252
53

科 目
特 別 利 益
特 別 損 失
税引前当期純損失
法人税、住民税及び
事業税
法人税等調整額
当 期 純 損 失

金 額
47
552
680

1

6
687

新潟県新潟市中央区上所２丁目11番33号

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 



第 26 期 決 算 公 告

令和８年 10 月 15 日

北九州市小倉北区浅野二丁目15番46号

株式会社アンサー俱楽部

代表取締役 三谷 俊介
貸借対照表の要旨

(令和８年６月30日現在)(単位：百万円)

科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 1,826
固 定 資 産 4,182
有形固定資産 4,065
無形固定資産 12
投資その他の資産 104

資 産 合 計 6,009

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,086
(うち賞与引当金) (10)
固 定 負 債 4,420

負 債 合 計 5,506

株 主 資 本 502
資 本 金 60
資 本 剰 余 金 4
その他資本剰余金 4
利 益 剰 余 金 438
利 益 準 備 金 0
その他利益剰余金 437
(うち当期純利益) (152)

純資産合計 502

負債・純資産合計 6,009

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
百
万
円
減
少
し
一
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
十
七
日
で
あ

り
、
株
主
総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
九
月
三
十
日
に

終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

神
戸
市
中
央
区
生
田
町
一
丁
目
一
番
二
二
号

ニ
ッ
シ
ン
ビ
ル

株
式
会
社
栗
田
こ
だ
わ
り
仏
像
専
門
店

代
表
取
締
役

日
髙

延
之

第８期決算公告 令和８年10月15日
神戸市中央区生田町一丁目１番22号
ニッシンビル
株式会社栗田こだわり仏像専門店

代表取締役 日髙 延之
貸借対照表の要旨(令和８年２月28日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 29,678
固 定 資 産 818
合 計 30,496

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 12,488
固 定 負 債 15,185
株 主 資 本 2,823
資 本 金 13,000
利 益 剰 余 金 10,177
その他利益剰余金 10,177
(うち当期純損失) (795)
合 計 30,496

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
百
五
十
万
円
減
少
し
六

百
五
十
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

茨
城
県
水
戸
市
石
川
三
丁
目
四
一
七
六
番
地
三

株
式
会
社
ラ
イ
フ
キ
ー
パ
ー
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役

二
瓶

亮
一

第 35 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日
茨城県水戸市石川３丁目4176番地３
株式会社ライフキーパージャパン

代表取締役 二瓶 亮一
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 22,110
固 定 資 産 63,306
合 計 85,416

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 348
固 定 負 債 47,983
株 主 資 本 37,084
資 本 金 8,000
利 益 剰 余 金 29,084
その他利益剰余金 29,084
(うち当期純利益) (1,819)
合 計 85,416

第 32 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日
東京都港区南青山六丁目11番１号
スリーエフ南青山ビルディング６Ｆ

株式会社ｃａｔ
代表取締役 阿部 杜子

貸借対照表の要旨
(令和８年５月31日現在)(単位：百万円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 3,996
固 定 資 産 309
資 産 合 計 4,305

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 110
固 定 負 債 10
株 主 資 本 4,185
資 本 金 40
利 益 剰 余 金 4,145
その他利益剰余金 4,145
(うち当期純利益) (160)

負債・純資産合計 4,305

第 ２ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日
東京都港区南青山六丁目11番１号
スリーエフ南青山ビルディング４Ｆ

株式会社サカイスラッシュ
代表取締役 阿部千登勢

貸借対照表の要旨
(令和８年５月31日現在)(単位：百万円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 3,310
固 定 資 産 97
資 産 合 計 3,407

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 2,571
固 定 負 債 157
株 主 資 本 679
資 本 金 40
利 益 剰 余 金 639
その他利益剰余金 639
(うち当期純利益) (639)

負債・純資産合計 3,407

合
併
公
告
及
び
吸
収
分
割
公
告

甲
、
乙
及
び
丙
は
合
併
し
て
甲
は
乙
、
丙
の
権
利
義

務
全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
、
丙
は
解
散
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
右
の
合
併
の
効
力
発
生
を
条
件
と
し
て
、
甲

及
び
丁
は
吸
収
分
割
し
て
、丁
は
甲
の
国
内
小
売
事
業
、

海
外
卸
売
事
業
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
通

信
販
売
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
、
甲
は
そ

れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
又
は
吸
収
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権

者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

（
甲
・
丁
）
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
後
記
の
と
お
り
で

す
。

（
乙
・
丙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
港
区
南
青
山
六
丁
目
一
一
番
一
号
ス

リ
ー
エ
フ
南
青
山
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
六
Ｆ

（
甲
）
株
式
会
社
ｃ
ａ
ｔ

代
表
取
締
役

阿
部

杜
子

東
京
都
目
黒
区
碑
文
谷
四
丁
目
五
番
九
号

（
乙
）
有
限
会
社
サ
カ
イ
ア
ソ
ッ
ク

代
表
取
締
役

阿
部
千
登
勢

東
京
都
目
黒
区
碑
文
谷
四
丁
目
五
番
九
号

（
丙
）
有
限
会
社
ｓ
ａ
ｃ
ａ
ｉ

ｃ
ｉ

取
締
役

阿
部
千
登
勢

東
京
都
港
区
南
青
山
六
丁
目
一
一
番
一
号
ス

リ
ー
エ
フ
南
青
山
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
四
Ｆ

（
丁
）
株
式
会
社
サ
カ
イ
ス
ラ
ッ
シ
ュ

代
表
取
締
役

阿
部
千
登
勢

第 29 期 決 算 公 告
2026 年 10 月 15 日

東京都港区高輪一丁目３番13号

株式会社ビーワークス
代表取締役社長 稲垣 正信
貸借対照表の要旨

(2026年６月30日現在) (単位：百万円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 660
固 定 資 産 1,523

合 計 2,183

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 428
賞 与 引 当 金 123
そ の 他 304
固 定 負 債 486
退職給付引当金 321
役員退職慰労引当金 164

負 債 合 計 915

株 主 資 本 1,306
資 本 金 90
資 本 剰 余 金 49
資 本 準 備 金 49
利 益 剰 余 金 1,181
利 益 準 備 金 8
その他利益剰余金 1,173
(うち当期純利益) (223)
自 己 株 式 13
評価・換算差額等 38
その他有価証券評価
差額金 38

純資産合計 1,268

合 計 2,183

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義
務

全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債

権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
横
山
町
九
番
一
三
号
イ

ワ
モ
ト
ビ
ル
二
階

（
甲
）
相
互
織
物
株
式
会
社

代
表
取
締
役

西
冨

健
司

東
京
都
武
蔵
村
山
市
伊
奈
平
一
丁
目
四
〇
番
地

の
一

（
乙
）
Ｓ
Ｔ
Ｐ

ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

西
冨

健
司

福
岡
県
久
留
米
市
山
川
安
居
野
三
丁
目
一
番
三

七
号

（
丙
）
西
邦
化
学
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

西
冨

健
司

第 17 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日
東京都武蔵村山市伊奈平一丁目40番地の１

ＳＴＰ ｆａｃｔｏｒｙ株式会社
代表取締役 西冨 健司

貸借対照表の要旨
(令和８年４月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 7,364
固 定 資 産 11,381
合 計 18,745

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 11,383
固 定 負 債 54,537
株 主 資 本 47,174
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 48,074
その他利益剰余金 48,074
(うち当期純損失) (4,499)
自 己 株 式 100
合 計 18,745

第 77 期決算公告 令和８年10月15日
東京都中央区日本橋横山町９番13号イワモ
トビル２階

相互織物株式会社
代表取締役 西冨 健司

貸借対照表の要旨
(令和８年５月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 138,384
固 定 資 産 49,990
合 計 188,375

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 59,676
固 定 負 債 68,448
株 主 資 本 60,249
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 50,249
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 47,749
(うち当期純損失) (4,677)
合 計 188,375

第 38 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日
福岡県久留米市山川安居野三丁目１番37号

西邦化学産業株式会社
代表取締役 西冨 健司

貸借対照表の要旨
(令和８年５月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 77,444
固 定 資 産 79,392
合 計 156,836

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 87,156
固 定 負 債 268,887
株 主 資 本 199,206
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 209,206
その他利益剰余金 209,206
(うち当期純損失) (10,909)
合 計 156,836

第 45 期決算公告 令和８年10月15日
新潟県妙高市新工町１番１号
ダイセル新井ケミカル株式会社
代表取締役社長 池田 信彦

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,265,671,341
固 定 資 産 184,236,602
資 産 合 計 1,449,907,943

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 629,158,796
固 定 負 債 165,426,558
株 主 資 本 655,322,589
資 本 金 95,000,000
資 本 剰 余 金 4,000,000
資 本 準 備 金 4,000,000
利 益 剰 余 金 556,322,589
利 益 準 備 金 21,315,000
その他利益剰余金 535,007,589
(うち当期純利益) (52,302,590)

負債・純資産合計 1,449,907,943

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
億
円
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
右
記
の
資
本
金
の
額
の
減
少
は
、
新
株
発

行
に
よ
る
増
資
の
効
力
発
生
を
停
止
条
件
と
い
た
し
ま

す
の
で
、
効
力
発
生
日
後
の
資
本
金
の
額
は
同
日
前
を

下
回
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
丁
目
一
二
番
九
号
ス
ズ

エ
・
ア
ン
ド
・
ス
ズ
エ
ビ
ル

株
式
会
社
ス
ズ
エ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

鈴
江

京
子

第 32 期 決 算 公 告

令和８年 10 月 15 日

東京都港区虎ノ門一丁目12番９号

スズエ・アンド・スズエビル

株式会社スズエホールディングス

代表取締役 鈴江 京子

貸借対照表の要旨
(令和７年12月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

資

産

の

部

流 動 資 産 1,872,719
固 定 資 産 9,578,488
繰 延 資 産 152

合 計 11,451,359

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 750,637
固 定 負 債 2,617,650
貸 倒 引 当 金 60
株 主 資 本 8,083,011
資 本 金 30,000
資 本 剰 余 金 34,715
資 本 準 備 金 12,000
その他資本剰余金 22,715
利 益 剰 余 金 8,065,794
利 益 準 備 金 14,250
その他利益剰余金 8,051,544
(うち当期純利益) (103,716)
自 己 株 式 47,499

合 計 11,451,359

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。令

和
八
年
十
月
十
五
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
六
丁
目
八
番
七
号

（
甲
）
株
式
会
社
ピ
ー
・
ア
ン
ド
・
イ
ー
・

デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
ズ

代
表
取
締
役

島
田

直
樹

東
京
都
中
央
区
銀
座
六
丁
目
八
番
七
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｐ
＆
Ｅ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

代
表
取
締
役

島
田

直
樹

第 ６ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 15 日

東京都中央区銀座六丁目８番７号
株式会社Ｐ＆Ｅアドバイザリー

代表取締役 島田 直樹
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 33,611
合 計 33,611

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 9,172
株 主 資 本 24,438
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 14,438
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 11,938
(うち当期純損失) (2,054)
合 計 33,611

第 26 期 決 算 公 告

令和８年 10 月 15 日

東京都中央区銀座六丁目８番７号

株式会社ピー・アンド・イー・

ディレクションズ

代表取締役 島田 直樹

貸借対照表の要旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 540,620
固 定 資 産 310,012

合 計 850,632

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 676,279
株 主 資 本 193,930
資 本 金 70,080
利 益 剰 余 金 262,450
利 益 準 備 金 17,520
その他利益剰余金 244,930
(うち当期純利益) (67,979)
自 己 株 式 138,600
評価・換算差額等 19,577
その他有価証券評価
差額金 19,577

合 計 850,632

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 
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